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　満月が綺麗な夜だった。

　部屋には明かり一つついておらず、月の光のみが中の様子をほのかに浮かび上がらせていた。

　室内には男の荒い息遣いだけが規則的な間隔で漏れる。うわずった吐息に合わせて上下する身体に、寝台がぎしぎしと軋む音を上げた。

「っ、フランチェスカ様……っ、フランっ」

　上体を起こし足を投げ出して寝台に座っている男は、全身が鍛え抜かれた美丈夫だ。

　夜陰に溶ける黒髪、そして揃いの漆黒の瞳。怜悧な印象を与える顔は、今は切なげに歪められている。こめかみから伝った汗は筋張った首を辿り、乱れた寝衣の中へ消えていった。

「フラン──っ」

　男──レオナルドが呼ぶのはここに居ない女の名前だった。

　彼はその名前を噛みしめるようにつぶやきながら、一心不乱に己の中心に手を這わせていた。

　すっかり質量を増して立ち上がったそこは先端から透明な雫を溢れさせている。

　血管の浮かんだ自身を片手で掴み、さすり上げるような手の動きはさらに速さを増す。その反動で、茎に巻き付いていた布が男の手からずるりとはみ出した。

　薄い桃色の絹地に赤いリボンや白いレースがあしらわれたそれは実に少女趣味で、男性らしく落ち着いた色合いの調度品でまとめられたこの部屋で異質な存在感を放っている。

　溢れた雫はその子供っぽい布地に吸い込まれ、茎根と擦れるたびに湿った音を立てた。

　それはどう見ても、ドロワーズ──女性がスカートの下に身につける肌着だった。それも、子供用の。

　レオナルドがぎゅっと眉根を寄せ、欲望がついに弾けそうになったそのとき──。

「あーら、お楽しみのようね」

　自分以外に誰もいるはずのない部屋に女の声が響いて、レオナルドは顔を跳ね上げた。

　そしてさらに信じられないものを目にする。

　女が宙に浮いていたのだ。空間に見えない椅子でもあるかのように、気楽にあぐらをかいて。

　女は美しい作りの顔に、にやにやと揶揄するような笑みを貼り付けている。

　レオナルドは驚愕のあまり身を硬くした。

　女は胸と局部がかろうじて隠れるだけの衣服を身に纏っている。髪と目はわざとらしいくらいに明るい桃色だった。そう、ちょうどレオナルドが自身に巻き付けているドロワーズのように。

　女の背には明らかに人間が持ち得ない器官があった。羽だ。華奢な身体に、黒く筋張ったコウモリのような羽が一対生えている。

　──人ではない。

　──ではなんだ。

　レオナルドの脳内には疑問が渦巻く。

　女は笑みをさらに深めた。

「一人でするなんて可哀想。ねぇ、一緒に楽しいことしましょ？」

「お前は……」

　何者なのか。一体なぜ自分の前に現れたのか。

　なにから聞けばいいのかわからず、レオナルドは言葉に詰まった。

　それを察したように女は口を開く。

「私はサキュバスなのぉ。淫魔って言ったほうがわかりやすい？　安心して。取って食ったりしないんだから。ただ一晩アタシと──」

　女の言葉を最後まで待たずに、レオナルドは寝台の横に立てかけてあった剣を左手で取った。目にもとまらぬ速さで抜かれた剣先は女の喉元ギリギリでぴたりと止まる。完全に間合いに入っている。あと半歩踏み込むだけで簡単にその剣は女の喉笛を貫くだろう。

　だが、女は動じなかった。

　むしろますます破顔して、レオナルドの手元を見る。

「左手……。どうやら淫魔だっていうのは信じてくれたようね。できれば害を加えないってほうも信じてくれると嬉しいのだけれどぉ？」

　レオナルドは剣先をそらすことなく、血走った目で女を睨みつけた。

「貴様……」

「なぁに？　ああ、もしかして敬虔な神の信者なのかしらぁ。悪魔とまぐわったら地獄に行くと思ってる？　平気よぉ。そんなことでいちいち人間を地獄送りにしていたら天国には誰もいなくなっちゃうわよ？」

　女はおかしそうに肩を揺らして笑った。

「ねぇ、貴方ってとっても素敵。今まで会ったどの人間よりも美味しそうな匂いがしてるわ。聞きたいことはなんでも聞いていいわよぉ？　質問に答えるのは大嫌いだけど、貴方と寝られるなら答えちゃう」

　豊満な胸を、誘うように寄せて女はさらに続ける。

「したいこともなんでも聞いてあげる。どんな体位が好き？　縛るのは？　縛られるのは好き？　全部やりましょ。アタシに出来ないことなんてないんだからぁ」

「今──」

「ん？」

　女が期待に目を輝かせる。

　レオナルドは言い放った。

「今見たことを他言したら許さん!!」

「……はい？」

　握った拳の中で湿り気を帯びたドロワーズがくしゃりと皺を寄せた。






第一章　キスの理由









　カプレシア王国の宮殿、その一番大きな広間では盛大な夜会が開かれていた。

　第二王女であるフランチェスカは貴族達への挨拶を済ませると、そっと人混みから抜け出す。

　少し離れたところからでも、第一王女である姉とその婚約者が幸せそうに笑っているのが見えた。婚約披露パーティーの主役とあって二人の周りにはずっと人が絶えない。姉が疲れているのではないかと心配していたが杞憂だったようだ。フランチェスカの頬も自然と柔らかく緩んだ。

（よかったわ。お姉様の嫁ぎ先がお優しそうなかたで）

　姉の結婚相手は隣国の王子だ。いわゆる政略結婚だが、王子は姉とも歳が近くてはじめて会った時からお互いに好印象だったと聞いている。姉にそっと寄り添い、ときどき気遣わしげに話しかける柔和な表情の王子は、フランチェスカから見てもとても好ましい人物に思えた。

（あのかたならお姉様を大事にしてくれそう）

　大好きな姉が幸せになる未来を想像してほっとする。反面自分は、と考えて少しだけ心が陰った。

（私はこの先幸せな結婚なんて出来るのかしらね）

　思わずため息をつきそうになって、慌ててそれを飲み込んだ。こんなおめでたい場で暗い顔をするわけにはいかなかった。

「素敵だわ、レオナルド様」

「本当に。あの真っ直ぐな瞳で見つめられたら私……」

　そのとき近くのテーブルから聞こえた若い令嬢達の話にはっとして顔を上げた。

　流行のドレスを身に纏った娘たちの視線をつい辿ってしまって、ぎくりと身体が硬直する。

　壁際に、隙のない姿勢でまっすぐに立っているのは自分付きの騎士隊長だった。

　レオナルド・グレンヴィル。代々王家付きの騎士を務めるグレンヴィル伯爵家の一人息子であり、その剣の腕や忠誠心の高さは随一ともっぱらの評判だ。そんな風に噂されているのは彼の耳にも入っているのだろうが、レオナルドがその評価に驕っているところなど見たことがない。端正な顔は、彼の真面目さを表すようにいつも冷静で崩れることがなかった。

　建国以来の完璧な騎士と名高い彼は女性からの人気も高い。

「お美しい顔に鍛え上げられたお身体……。いつ見ても完璧な男性だわ……」

「ねえ、どうする？　もしお父様がレオナルド様との縁談を持ってきたら」

　令嬢達はそんな未来を想像したのか、一瞬の沈黙のあと「きゃあっ」と楽しそうな歓声を上げた。

　若者らしいはしゃぎかたがなんだか可愛らしくてフランチェスカはくすりと笑う。

（私もあの子たちのようにはしゃげる立場だったらよかったのにね）

　まだあどけない令嬢達は十九歳のフランチェスカよりも若いはずだ。おそらく十六歳で社交界デビューしたばかりだろう。

　たった三歳離れているだけで、フランチェスカは悟ったようなことを考えてしまう。

　自分もそのころは恋に漠然とした憧れを抱いていた。

　恋なんて知らなければ良かった。叶わないことがこんなにつらいのならば。

　レオナルドが自分との結婚を断った時のことを思い出して、フランチェスカの心はさらに重くなる。

　自分もいつかは誰かと結婚する。きっと近い未来に国王である父が縁談を持ってくるだろう。

　レオナルドへの気持ちが整理できていないのに、その結婚が明るいものになるとはとても思えなかった。

　いっそ、この気持ちを本人にぶつけてしまえば楽になるのだろうか。断られることなんかわかっているけれど、自分の中でけじめがつくだろうか。

（一度振られているのに気持ちを口にするのは迷惑よね……）

　義理堅い性格のレオナルドのことだから、きっとフランチェスカの話を真摯に聞いてくれるだろう。傷つかないように言葉を選んでくれるだろう。けれど、婚約の話は王から直接レオナルドに打診し、そして決着がついている。今更蒸し返してレオナルドに迷惑を掛けたくなかった。

　不意に、前を向いていたレオナルドの視線がこちらへ向けられてどくんと胸が高鳴る。

　切り揃えられた前髪からのぞく、切れ長の瞳がまっすぐフランチェスカに向けられた。鋭利な角度の眉は知的な印象で、薄い唇は生真面目そうに引き結ばれている。令嬢達が騒ぐのもよくわかる、「完璧な騎士」に恥じない端麗な容姿だ。

　一瞬かち合った視線はすぐに逸らされてしまった。

　フランチェスカはそのまなざしに、なんの感情も含まれてはいないことにがっかりした。テーブルを見てナイフやフォークの位置が合っているかを確かめるかのように、ただそこにある、ということを確認しただけの視線。姫付きの騎士が守るべき対象の位置を把握しただけ。そんな程度の視線だった。

（浅ましいわ。何考えているのかしら、私）

　レオナルドはただ当たり前の仕事をしているだけなのに、必死にそれ以上のものを求めて期待する自分に呆れてしまう。

　もう結果は出ているというのに、もしかしたら彼の中にも恋心が芽生えているのではないかと心のどこかでは考えてしまう。

　頭を冷やそう。フランチェスカはこっそりと廊下へ出た。

　広間の熱気を帯びた身体に、ひんやりとした室外の空気が気持ちいい。楽しそうな人の声を背に、一度中庭にでも出ようかと考える。夜風に当たればもう少し冷静な思考が戻ってきそうだ。そう考えて歩き始めたとき。

「どうしたんだい、フランチェスカ」

「ジュスト……」

　聞き覚えのある声に呼び止められて気持ちが再び沈んでいくのを感じた。それを悟られないように平静を装って振り返る。

　声を掛けてきたのは幼少のころからよく知る従兄だった。碧色の瞳も栗色の髪も、自分のものよりも少し明るい。整った顔は口元だけで笑っていた。

（今は放っておいて欲しいのに……）

　素直にそう言っても引き下がってくれるとは思えない。昔からこの従兄に口論で勝てた事がないのだ。なにか一つ口答えすれば十倍になって返ってくる。

「これからダンスが始まるよ。戻らないと」

「ごめんなさい、気分が少し……」

「妹姫がいないんじゃ姉姫様も悲しむだろうな」

　それを聞いて言葉につまった。

　確かに姉は自分がパーティーに積極的でないと知れば悲しむかもしれない。けれどそれを盾にしなくてもいいではないか。フランチェスカが姉のことを大切に思っているのを知っていて的確に嫌な言い方をしてくる。

　夜会用の、肌の露出したドレスを着ているフランチェスカを舐め回すような視線も不愉快だ。

（貴方が話しかけなかったら、すぐに休んで戻っていたわよ）

　ジュストは昔から人目につかないところで、年下の自分に対して嫌がらせばかりしてきた。頭から水をかぶせられたり、服の中にカエルを入れられた恨みは今でも忘れていない。大人になった今も、ジュストの本性は変わっていない。

　今日はなぜ自分を探しに来たのだろう。なにか理由があるはずだとフランチェスカは身構えた。

「一緒に戻ろう」

「先に行っていて。私もすぐ行くから。貴方こそ早く戻らないと悲しむ女性がたくさんいるんじゃない？」

　フランチェスカにとってはいじめっ子のジュストだが、甘い顔立ちと外面の良さで他の令嬢からは人気がある。これからダンスが始まるなら彼からの誘いを心待ちにしている令嬢はたくさんいるはずだ。

　ジュストは、そんなことはさも当然といった様子で続ける。

「今日は君と踊りたいんだ」

「な……」

「国王陛下も喜ぶと思うんだが？」

　姉の次は父か。いちいち家族を引き合いに出されていい加減うんざりしてくる。

　そしてやっとジュストの狙いが、国王に自分との仲の良さを印象づけることなのだと気づいた。

　おおかた父と密接な関係を結び、自分の地位を向上させるためにフランチェスカを娶りたいと考えているのだろう。

（お父様が私の結婚相手をカプレシア国内で探すつもりなのは知ってるけれど……）

　父の決めた政略結婚ならまだしも、この狡猾な従兄が勝手にもくろんでいる政略に巻き込まれるのはまっぴらだ。

（今、広間に戻ったらジュストと踊ることになってしまうわ。そんなの絶対に嫌！）

「フランチェスカ、ほら行こう？」

　薄っぺらい笑みを浮かべたままジュストに手を握られてフランチェスカは思わず顔をしかめた。

「フランチェスカ様、どうされましたか」

　口のうまい従兄をどうやって諦めさせようか悩んでいたとき、その声を聞いて心底ほっとした。

　廊下に響いた、低く耳に心地よい声の主はレオナルドだった。彼に一言も声をかけずに消えたから、探しに来てくれたのだろう。

　ジュストは嫌悪をあらわにしてレオナルドを睨みつける。

「姫君をダンスに誘っていただけだ。下がっていろ」

（やめてよ！）

　フランチェスカは思わず縋るような目をレオナルドに向ける。

「お言葉ですがジュスト様、母君がお探しです。お戻りになった方がよろしいかと」

「母上が？　ちっ。フランチェスカ、ダンスの誘いを受けたらもう少し愛想良くするんだな。カチコチになってちゃかわいげないぞ」

　ジュストは渋々手を離すと、捨て台詞を残して広間へと戻っていく。

（なっ、なんて失礼な人かしら！）

　怒りに震えていると、レオナルドが顔をのぞき込んでくる。

「大丈夫でしたか」

「え、ええ。……戻らないとね」

「フランチェスカ様、こちらへ」

　気が進まずのろのろと歩き始めると、レオナルドに手を取られて近くにあった控えの間に通された。パーティーの前に客を待たせるためのその部屋には今は誰もいない。

「どうしたの？」

「失礼いたします」

　レオナルドが自分の後ろに回って跪いたかと思えば、シルクのほどける音がした。

「えっ」

「背中の飾りがほどけかけていましたので」

「え、あ、そ、そう……」

　レオナルドは真面目くさった顔で、腰元にあるリボンを元通りにしようと格闘している。夜会用にと選んだのは背中のざっくりと開いた少し大人っぽい深紅のドレスだ。

　彼が見ているのはシルクの布地だとわかっているのに、その先にある自分の身体に視線を受けているように錯覚して動悸が速くなった。

　動揺していることを悟られたくなくて、慌てて口を開く。

「さ、さっき、ジュストのお母様はどんな用事だったのかしらね」

「さあ」

「さあって……あなた伝言を頼まれたのじゃなくて？」

「フランチェスカ様がお困りのようでしたので。……迷惑でしたか？」

　いつも無表情なレオナルドの顔が少しだけ不安そうに翳ったのを見てフランチェスカは急いで首を横に振る。

「いいえ、助かったわ。ああでも言わないとジュストは引き下がらないから」

　フランチェスカに咎める意思がないとわかってレオナルドの表情は元の冷静なものに戻った。

（レオナルド、ちゃんとわかってくれているのね）

　助けを求めるような視線を向けたことに気づいてくれた。

　こうして言葉に出さなくてもちゃんと自分の求める事をしてくれる。それがレオナルドが完璧な騎士と呼ばれる由縁なのだと改めて思う。

　その仕事ぶりは決して自分への愛情ではなく、王家への忠誠心によるものだというのが少しだけ寂しかったけれど。

　そのとき、リボンに気を取られていたレオナルドの指先がフランチェスカの背に触れた。結び目をつくるために横へ引いた指がそのままむき出しの素肌をなぞっていったのだ。

「っ……！」

「申し訳ありません」

　指先はすぐに離れていく。けれど撫でるように触られたところからぞくぞくとなにかがせり上がってくるような感覚に戸惑って、しばらく身体は強張ったままだった。

「お待たせしました。飾りが直りましたよ」

「あ、ありがとう。──っきゃ」

　どこかふわふわとした気持ちのまま前に歩き出そうとしてそのまま倒れ込みそうになる。どうやらドレスの中でパニエを踏むという失態を演じていたらしい。

「危ない！」

　大理石の床に頭から激突するのを覚悟して目をつぶるが、いつまで経っても衝撃はこなかった。

　かわりに後ろからぬくもりを感じる。

　おそるおそる目を開けると腰のあたりに巻き付いているのはレオナルドの腕だった。サーコート越しにも鍛え抜かれた筋肉の硬さが伝わってくる。

　自分の身体がレオナルドのがっしりとした体躯に包み込まれている。意図せずとも抱きしめられるような形になってしまい、フランチェスカの体温はぐんと上がった。心臓の音がどくどくとうるさく体内に響く。こんな密着した状態では胸をときめかせていることがばれてしまうのではないか。そう思っても、鼓動はちっとも治まらない。

（落ち着くのよ、フランチェスカ。貴方だけよ、この状況に動揺しているのは）

　どうせレオナルドはいつもの無表情に決まっている。

　ぎこちなく振り向いたフランチェスカは、しかしレオナルドの表情が思っていたものと全く違ったことに狼狽えた。

　瞳はうっすらと濡れて揺らめき、切なげに歪められている。そしてまっすぐにフランチェスカを見つめていた。

　視線を熱い、と感じたのははじめてだった。

　そこに宿った感情を正確に推し量れるほどの経験はフランチェスカにはない。だがいつもの職務として向けられる視線とは明らかに違っていた。

　する、と頬を撫でられたかと思うと、視界がレオナルドでいっぱいになる。

　次の瞬間、唇には柔らかな感触が触れた。

　そんな。うそ。まさか。

　信じられない気持ちだった。

　──自分がレオナルドにキス、されるなんて。

　硬直するフランチェスカの唇を割り開くように、ぬるりと熱いものがなぞる。

　なにか見知らぬ生き物のような感触に思わずフランチェスカは身じろぎした。

「ん、っ……」

「も、申し訳ありません……！」

　がばりと身体を離され、距離をとられる。

　レオナルドの顔にはさっきまでの熱いまなざしはなく、かわりにフランチェスカ以上に驚き狼狽えた表情に変わっていた。

「本当に、取り返しのつかないことを……」

　歯切れ悪く言い残して、レオナルドは視線を合わせずに一礼すると部屋を出て行った。

　フランチェスカは力が抜けてその場にぺたりと座り込む。

　頭の中は疑問でいっぱいだった。





◇






（なんだったのかしら、昨日の）

　ぽかぽかと午後の日差しに照らされた自室の長椅子に腰掛けて、フランチェスカはそっと自分の唇に触れた。

　押しつけられた柔らかな感触と、そして熱い舌の感覚。それがまだ鮮明に思い出されて赤面する。

　午前中に受けた授業の復習をしようと外国語の教本を開いても、あの出来事が頭をぐるぐると駆け巡ってちっとも頭に入ってこない。どうしてもあのキスの意味を考えずにはいられなかった。

　相手は真面目で完璧なレオナルドだ。戯れでそんなことをする男ではない。それは絶対に言い切れる。

　なら、なぜ？　異性にキスをする意味って、なに？

　そこまで考えて頭の中は甘い期待に占領される。

（だって、それ以外に理由がある？　キスをしたい人ってつまり──）

　好きだから。そう推理する自分はおかしいのだろうか。

　結婚の打診こそ断ったものの、あれからレオナルドも自分のことを好いてくれるようになったのではないのだろうか。

　フランチェスカはにやけた顔を隠すように両手で顔を覆った。

（もしそうだったらどうしよう！　レオナルドはどんな風に気持ちを打ち明けてくれるのかしら！　恋人になったレオナルドはどんな風に笑うのかしら！）

　もし、などと考えつつ、もうすっかり自分とレオナルドの気持ちが通じ合っていることが前提になって気持ちが浮き足立つ。

　そのとき扉がノックされてフランチェスカはがばりと顔を上げた。

「フランチェスカ様、おられますか」

「は、はい……！」

　低く響く声は今まさに頭の中を占拠していた人物のものだ。

　期待に跳ねる心臓を落ち着かせながらフランチェスカは扉に駆け寄る。

　だが、開けようとした扉は向こう側から押さえられてびくともしない。

「ここで結構です」

　心なしかいつもより硬い調子のレオナルドの声が扉越しに聞こえてくる。

「ど、どうして？　なにか用事ではないの？」

「簡単に男を部屋に入れてはいけない。特に私のような男は……」

「え？」

「昨日は申し訳ありませんでした」

　思い詰めた様子で謝られて、フランチェスカは困惑した。なんだか思い描いていた甘い雰囲気は微塵も感じられない。

「貴方にとんだ無礼を働いてしまった。謝って済むことではないと重々承知しておりますが、まずは直接謝りたかったのです」

「そ、それで？」

「俺は国王陛下が戻るまで兵舎で謹慎いたします。そのあとの処罰は陛下に仰ぎたいと思っています」

（なにそれ……）

　国王は朝から外遊に行っていて三日後まで帰ってこない。だが、処罰をどうするだとか、フランチェスカが聞きたいのはそんな話ではなかった。

「な、なぜ突然あんなことをしたのですか。貴方のような気高い騎士が」

「……私が未熟だったからです。本当に申し訳のないことをいたしました」

（なにそれ、なにそれ……！）

　レオナルドは謝るばかりで、肝心の理由についてはなんの説明もしてくれない。

　どうやら自分が思い描いていた理想は打ち砕かれたということだけは察した。

（じゃあ別に好きでもない私に勝手にキスをしたってこと!?）

　生真面目で忠誠心の高い男が、よりによって仕事中に、主に対して。そんなことあるだろうか。

「と、とにかく開けて！　直接話さないとわかりません」

「会う資格がありません」

「資格!?　私がいいと言っているのです」

　扉をがたがたと両手で揺すってみるが、貼り付けてあるかのようにびくともしない。こちらが全力を出しているのに、相手はその抵抗を感じさせない落ち着き払った声なのがまた憎たらしい。

　フランチェスカが意地になって扉に体当たりをしようとしたとき──

「その人っていっつもそんなに強情なわけぇ？　面倒ねぇ」

「だっ、誰!?」

　自分しかいないはずの部屋で、女の声がした。

　慌てて振り向いたフランチェスカは自分の目を疑った。

「そんなに面倒くさい人間はじめて会ったわぁ。貴方はそうでないことを祈るのだけれど」

「な、なんで浮いて……」

　自分の後ろには女がいた。あろうことかその女は何もない空間にぷかぷかと浮いている。まるで波間をたゆたうように少しだけ上下して、さも当たり前のような顔をして。

「どうされました？　フランチェスカ様」

　気遣わしげなレオナルドの声が聞こえてくるけれど、それに応えている余裕はない。

「人が浮いてるなんて……」

「ちょっと頭が固いわ、お姫サマ。浮いているならそれは人ではないと考えるのが道理じゃなくてぇ？」

　桃色の髪と、それと揃いの色をした目を持つ女は確かに人間離れした美貌を持っている。身につけている衣服も女性が見せてはいけない部分がかろうじて隠れるだけで、まともな人間が着るものとは思えなかった。

　そしてなにより、女の背には羽があった。コウモリによく似た黒い羽だ。

　人ではない──間延びした甘ったるい話し声が、その部分だけ頭の中で何度も繰り返される。

「それにしても、貴方が『フランチェスカ』なのかしら」

「ひっ」

　女の透き通るような白い手が自分に伸ばされ、フランチェスカは思わず身を引いて壁に張り付く。

「貴様っ！」

　中での異変を感じ取ったのか扉を蹴破るようにしてレオナルドが入ってきた。

　右手にはすでに引き抜かれた剣がぎらりと鋭い光を放っている。

「あらま」

　女はあっさり手を引っ込めた。

　レオナルドはフランチェスカをかばうようにして立ち塞がると、剣先をためらいなく女の喉元に向けた。

「この羽虫……！　約束を反故にしたなっ！」

「約束なんてしたかしら」

「フランチェスカ様の前に姿を現すなと言っただろうが！」

「そんな約束してないわ。騎士サマが一方的にわめいただけじゃない」

「レ、レオナルド……？　私なにも危害を加えられてないわ。一度剣を下ろしたら？」

「ですが──」

「心配してくれるのかしら。でも無用だわぁ」

　レオナルドのサーコートを控えめに引っ張っていると、女のほうがにやりと笑って、自分の喉元にある剣先をぴんと弾いた。すると剣はグニャグニャと丸まりながらレオナルドの手元へ戻ってくる。まっすぐ鋭かったはずの刃は、ちょうどかたつむりの殻のような形になってしまった。

「な……」

　フランチェスカは驚いて息をのんだ。

「アタシはルルーナよ、お姫サマ。とりあえず座ったらぁ？　人間は長い話をするときにはそうするのでしょう？」

　礼儀を尽くすものにはこちらも礼儀を。名乗られたら名乗りなさい。幼いときからの教育が、混乱するフランチェスカの頭を少しだけ冷静にさせてくれた。

「私はカプレシア王国第二王女、フランチェスカです。私に話があるのですか……？」

「勝手は許さん──うぐっ！」

　フランチェスカをかばおうと進み出たレオナルドがその場にうずくまる。

「レオナルド!?」

　駆け寄ろうとするとレオナルドが手で待ったをかけた。その額には汗が滲んでいる。

「し、心配せずとも、大丈夫……です」

「平気よ。ちょっとした生理現象だもの」

「まさかあなたがレオナルドになにかしたのですか」

　けたけた笑う女──ルルーナをキッと睨みつけると、悪びれる様子もなく首肯した。

「そうよ。『なにか』したわ。アタシの力で強制的に下半身を元気にしてあげたの」

「か、下半身……？」

　意味がわからずそちらへ目をやろうとすると、うずくまっていたレオナルドがサーコートの前をかき合わせた。

「み、見ないでいただきたい……！」

　その様子を見ていたルルーナはさらに高笑いをする。

「は、話を聞いたらレオナルドを元に戻していただけますか？」

「もちろん。話の早い人間って助かるわぁ」

　事態は全く飲み込めないが、汗を流してつらそうにするレオナルドをなんとか楽にしてやりたい。その一心でフランチェスカはルルーナの話を聞くことに決めた。

　ローテーブルを挟んで二人が席に着く。もっとも、長椅子に座っているのはフランチェスカのみで、ルルーナは向かいの長椅子の上にたゆたっているだけだったが。

「私はね、サキュバスなの。淫魔でも夢魔でもまぁ好きに呼んでくれてかまわないのだけれど……」

「ま、待ってください。あなたは悪魔なんですか」

　いきなり物語の中でしか見聞きすることのない言葉が出てきて戸惑った。悪魔という存在はもちろん知っているが、それは妖精や幽霊と同じ、空想の存在だと思い込んでいた。

（でも、もう信じるしかない……のよね）

　女の姿や言動を見ると、むしろ悪魔だと言われたほうが妙にしっくりきた。

　フランチェスカは自分を落ち着けるためにふーっと息を吐き出す。

「つ、続けてください」

　フランチェスカがその事実をすぐに受け止めたことに気をよくしたのか、ルルーナはにやりと笑みを深めた。

「端的に言うとアタシはそこの騎士サマに取り憑いている状態なの。魂がつながっているっていうのかしら」

　冷静に、と心の中で唱えていたフランチェスカもこの言葉には声を荒げる。

「なっ、なぜそんなことをするのですか！　レオナルドの命を奪うおつもりですか！」

「そう焦らないでよ。命なんて興味がないし。ただ、ほんの少し性欲を分けてもらおうと思っただけなのにぃ」

「せ、せい……？」

「人間の食事と同じよ。貴方たちが口から食事して空腹を満たすように、私たち淫魔は人間の性欲を取り入れて身体を満たすの。騎士サマからその性欲をほんの少し分けてもらおうと思ったら失敗しちゃって離れられないってわけ。私だって好きでいつまでも取り憑いてるわけじゃないわぁ」

「なぜレオナルドに……」

　ルルーナの言っている意味は正直なところ大半わからなかったが、レオナルドが悪魔に魅入られてしまったことだけは理解出来た。フランチェスカは顔を青くする。

「そりゃあ」

「羽虫」

　ルルーナの言葉を遮ったのはレオナルドだった。未だ床にうずくまった状態だが、その目は据わっており、さきほどぐるぐる巻きにされてしまった剣を自分の首根に当てていた。

「それ以上言えば喉を掻き切る」

「なにをしているのですかっ」

　思わず悲鳴じみた声を上げた。剣としては使い物にならなくても、押し当てればその刃先は簡単に皮膚を切るはずだ。

　ルルーナはため息を一つつくと、降参だというように両手を上げた。

「やりかねないわね。わかった、もうなにも言わないわよぉ」

「なら、これもどうにかしろ」

「これ？　ああ、元気なところね」

　ルルーナがパチンと指を鳴らすと、つらそうだったレオナルドの顔色が元に戻る。そして何事もなかったかのようにすっくと立ち上がった。

「フランチェスカ様、失礼いたしました。私は陛下の帰国まで兵舎にて謹慎させていただきます。では」

「ちょ、ちょっと待って！　今の話じゃなにも……」

　レオナルドは引き留めるこちらの声に耳を貸さずに部屋を出て行こうとする。その後ろを、空中を優雅に泳ぐルルーナがついていく。

「王様ってどこで会えるわけぇ？　あんまり遠いところはいやよ」

「この宮殿の中だ。お前も出歩くな」

　ぱたんと扉が閉まって、フランチェスカは訳のわからないまま一人取り残された。

　一体今の出来事はなんだったのだろう。肘掛けにもたれて頭を抱える。

　昨日のキスの話をするのかと思ったら、レオナルドは謝るばかりで理由を言わないし、おまけに悪魔が現れた。意味がわからない。

　ルルーナという女性に言いくるめられただけの可能性はないかと、先ほどのことを思い出してみるが、やはりどう考えても人間の所業ではない。あの常人離れした髪や目の色、そして血管が薄く透ける羽。当たり前のように宙に浮いていたこと。さらには剣を指先だけで変形させて、レオナルドの身体に異変を生じさせたこと。悪魔だから、と言われたら何もかもがそれで片付く気がした。

　悪魔は、存在する。その衝撃の事実を受け入れざるを得ない。

（というか、レオナルドが取り憑かれたですって？　どうしてそんなことに……）

　取り憑かれた人間はどうなるのだろう。物語の授業で聞いた悪魔憑きの話は、たいてい恐ろしい結末を迎えていたのを思い出してぞっとする。

「人間の食べ物にはいろいろな形があるのねぇ」

　不意に聞こえた声にはっとして顔を上げると、そこには今しがた出て行ったはずの悪魔がいた。

　テーブルの上にあったクッキーを物珍しそうに摘まみ上げている。

「ル、ルルーナさん!?　戻ってきたのですか」

「ルルーナでいいわ、フラン。だってさっきの話じゃなにもわからなかったでしょう」

「わ、私ももっと詳しく話を聞きたいと思っていたところです。まず貴方が取り憑いていることでレオナルドにどんな不利益があるのか」

「不利益ね。大アリよぉ。このままでいるといずれあの騎士サマは死ぬわ」

　死、という最悪の言葉が出たことに目の前が真っ暗になる。

「そんな、なんで……」

「さっきも言ったでしょう。アタシと騎士サマは魂が繋がった状態なの。さっき騎士サマは自分の首を切ろうとしたでしょう。それは自分が死ねばアタシも死ぬとわかっているからよぉ。自分の命を人質にしてまであの話をやめさせたかったのね」

　ルルーナは大げさに顔をしかめた。

「騎士サマに取り憑いている間、アタシは他の男から性欲を絞り取ることができないの。食事を取らない人間がいずれ死ぬように、アタシもこのままだと死ぬ。アタシが死ねば騎士サマも死ぬ」

「貴方はそれでいいのですか!?　みすみす死ぬようなこと──」

「いいわけないじゃない。御免こうむるわぁ」

「じゃあ取り憑くのをやめてください！　そうすれば二人とも助かるのでしょう!?」

　フランチェスカの懇願に、ルルーナは大きくため息をつく。

「出来ることならとっくにやっているわぁ。出来ないからお手上げなのよ。そもそも、淫魔に取り憑かれた人間は喜んでまぐわうものなのよ。アタシにちっとも反応しないなんて変態よぉ！　あんなに性欲を持て余していたのにぃ！　取り込むのにちょうどいいと思ったのにぃ……。ド変態騎士なのよ、あいつが」

　悪魔はふてくされた顔をしてぶつぶつ言ったあと、鋭いまなざしをフランチェスカに向けた。

「口ぶりからするとあなたは変態騎士サマを助けたいようね」

「レオナルドを？　も、もちろんです」

「助かったわぁ。貴方に断られたら本当に死ぬのを待つばかりだったから。なにせ、貴方しか解決出来る人間がいないんだもん」

　貴方しか、そう言われてフランチェスカは居住まいを正した。なにか自分に大役が回ってくるような話しぶりではないか。

「いいこと？　よく聞いて。アタシは説明ってものが大嫌いなんだから、一度で理解して。淫魔は男の性欲を自分に取り込むために取り憑くの。だから一度まぐわって性的な満足を得られればその状態は解消される。私は直接あの男とまぐわうことに失敗したけれど、あの男が性的な満足を得られれば魂の繋がった状態の私もそのおこぼれを取り込んで離れられるの。わかる？」

「ご、ごめんなさい。よく意味が……」

「そうねえ……」

　ルルーナは飾り棚にあった人形を持ってくる。フランチェスカが幼い頃に与えてもらった、男女一対の人形だ。

「人間にもわかりやすいように食事で説明してあげる。まず空腹の騎士サマと私がいるわ」

　タキシードの男性とドレスの女性を、ルルーナはテーブルの上に立たせる。そしてさっきまで弄んでいたクッキーを男性のほうに置いた。

「騎士サマが満足いく食事を得る」

　今度はクッキーを割って、そのかけらを女性のほうに置いた。

「すると私にもそれが分け与えられる」

　男女の人形の距離をぐっと離すと、窺うようにフランチェスカを見た。

「そうしたら離れられる。おわかり？」

「ええと……つまり私はレオナルドにクッキーをあげればいいのですね」

「そう。まあ実際にはクッキーではないのだけれどぉ」

「具体的？　具体的には何をあげればいいのです？」

「……それは騎士サマに教えてもらってよ。身分の高い人間の女、特に結婚していない女はそういう経験に乏しいって聞くわ。アタシ何かを教えるなんて面倒なこと大嫌いなの！」

　ルルーナは端正な顔をまたも大げさに歪めて見せる。

「……ルルーナはさっき、私にしか解決出来ないと言いましたね。それは本当ですか？」

「え？　ええ、まあね……」

「それは……なぜです？　レオナルドに私しかあげられないものなんてないと思うのですが」

「そんなことないわよ。まあ詳しくは言えないけど。それを言ったって知れたらあの男本当に首を切りかねないわ。いいえ、絶対やるわ」

　ルルーナがぶつぶつと文句を言う。一息ついたフランチェスカは自分の口元が緩んでいる事に気づいた。

「……でも良かった。私がレオナルドのために何かしてあげられることがあるなんて」

　悪魔に取り憑かれた。しかもその先に待ち受けているのは死。そんな恐ろしい出来事から彼を救う手立てがあることに安堵した。

　しかも自分はその役に立てる。最悪な状況の中に差した救いの光のようだ。

「積極的に動いてもらえるのは歓迎だけれど、どうしてあの強情面倒騎士サマのためにそこまでできるわけぇ？」

　ルルーナは信じられないといった様子で眉をひそめる。強情で面倒とは、城では完璧と称される騎士がずいぶんな言われようだ。フランチェスカはくすりと笑った。

「どうしてって、それは……レオナルドが私の特別な人だからです」





◇






　あれは一年前の春先のことだった。

　いつもより長く雪の残っていた北の領地から、やっと雪解けの知らせが届いた日。フランチェスカは待ち望んでいた吉報に早速、愛馬テオとその地への遠乗りをしたいとねだった。

　雪が解けてすぐは道が悪く危ないと国王である父は止めたが、猫かわいがりしている末娘のフランチェスカの要望を最終的には聞き入れてくれた。

　北には雪解けと早春のほんのわずかな間にだけ咲く花がある。

　それを毎年テオとともに見るのが、フランチェスカの楽しみの一つだった。

　今年はもう見られないものだと半ば諦めていただけに喜びが大きくて、父に許可をもらうと早速愛馬に跨がったのだった。

「いい子ね。久しぶりの遠乗りが嬉しいのね」

　フランチェスカとの旅路を楽しむようにテオは尾を振りながら進んだ。たまに珍しい植物や綺麗な景色があるとそれをじっくり見せようとするかのように止まってもくれた。言葉はわからないけれど気持ちが通じ合っている。フランチェスカはこの、種族の違う友人が大好きだった。

　冬の間も欠かさず手入れしてやっていたたてがみを撫でるとテオは気持ちよさそうに鼻を鳴らした。

「フランチェスカ様、前を見ていないとぬかるみに足をとられます」

　同じく馬に乗り、自分の後ろにぴたりとついていたレオナルドが事務的な調子で注意してくる。

　十六歳の成人を迎えてからレオナルドとまともに話すのはこのときがはじめてだった。

（真面目なかただわ）

　愛娘の旅路を心配する父が付けたのが、二十一歳という若さで一つの隊を任されているレオナルドだった。

　フランチェスカはチラリとその騎士の顔を盗み見た。

　涼やかで美しい顔立ちはにこりともしないものだから威圧的にも感じられた。

（ちょっとくらい旅を楽しんでもいいのにね）

　フランチェスカが物珍しそうに周りをきょろきょろしている間も、その瞳は守るべき対象から離されることはない。

　父はそんな性格を見越して自分の護衛を任せたのだろうが、フランチェスカとしてはせっかくの旅は皆で楽しみたい気持ちがあった。景色など微塵も興味がなさそうな騎士に少しがっかりしてしまう。

　目的地である北の領地には予定通り着くことが出来た。

　けれど例年よりずれこんだ雪解けの影響なのか、目当ての花はあまり咲いていない。

「残念だわ。去年はこの川縁いっぱいにお花が咲き乱れていたのにね」

　馬から下りて近くの木につないでやる。話しかけながら鼻先を撫でてやると、なぐさめるように顔を寄せてきた。

「落ち込むなって？　そうよね。あ、もしかしたら上流はもっと咲いているかもしれないわね」

　フランは川に沿って、流れと反対に向けて駆けだした。

　春を告げるその花は川の源流から下るようにして段々と咲いていくことを思い出したのだ。

　平地を進んで、フランチェスカは森の中に入っていく。

　予想通り、上流に行くに従って目当ての花はたくさん咲いていた。

　いつもは草原の中を流れる川縁の花を見て帰っていたが、森の中を流れる川と花はまた趣が違って美しい。木漏れ日が川面と露に反射してキラキラと光っていた。

「きれい……」

　幻想的な光景にしばし目を奪われながらゆったりと歩く。

　しばらく歩いていると、川縁に黒っぽい塊が見えた。のそのそと緩慢な動きで顔を川面に突き出しているのは、小熊だった。短い手足がなんとも頼りない。

　水を飲みたいらしく舌を突き出しているがそのまま落っこちて流されていきそうな危うさだった。

　短い舌をさらに突き出したとき、ついに頭の重さに負けて小熊が急流に落ちそうになる。

「危ない！」

　フランチェスカは思わず小熊を抱き上げていた。いきなり目の前の景色が変わって混乱したのか、小熊はつぶらな瞳をまんまるにして硬直している。

　野生動物と思えないあどけない表情にフランチェスカは思わず笑ってしまう。

「危なっかしいのね。もっと気をつけないとだめよ」

　そのとき、ううぅぅぅと低いうなり声が周りにこだました。茂みの向こうからギラリと二つ光るものが見えたと思ったら、のそりと大きな黒い熊が現れる。

　その大熊を見て、フランチェスカの腕の中にいた小熊が暴れ出す。

　この子の親熊が来たのだと、はっと気づいた。

　親熊は一歩ずつ踏みしめるようにフランチェスカに近づいてくる。視線は合わせたまま、一瞬たりとも逸らさない。

「ち、違うの……さらおうとしたわけじゃなくて……」

「フランチェスカ様！」

　牙をむき出しにして今にもフランチェスカに襲いかからんとする熊の前に立ちはだかったのはレオナルドだった。

　すでに剣は抜き身で、いつでも斬りかかれる状態だ。

（親熊を斬り殺すつもりだわ……！）

　自分を守るのがレオナルドに与えられた使命なのだから。それを全う出来るからこそこの任務に選ばれたのだ。

　腕の中で小熊がくぅんと小さく啼いた。

（親を殺されたらこの子は一人になってしまう）

「レ、レオナルド……」

　縋るように小さくつぶやく。

　ちら、とこちらを見たレオナルドはフランチェスカの手から小熊の首根っこを掴んで持ち上げた。そのまま親熊のほうへ放ると、小熊は柔らかな葉の重なったところへぼすんと着地する。

　すぐに小熊は体勢を直すと親熊に甘えるようにすりついた。

　その間もレオナルドと親熊は対峙している。

　びりびりと張り詰めた空気をフランチェスカも感じていた。だが次の瞬間空気が緩んだと思ったら親熊はきびすを返して森の中へ消えていった。緊張で周りの音なんか入ってこなかった耳に、川のせせらぎや風になびく葉の音が戻ってくる。

　フランチェスカは安心してその場にへたり込んだ。

「お怪我はありませんか」

「へ、平気……」

「失礼」

　跪いたレオナルドは恭しく自分の手を取ると、傷がないかを確認しながら泥を払っていく。

　その手はグローブ越しでも温かかった。

「ありがとう。親熊を殺さないでいてくれて。私がそうして欲しいって気持ちが通じたのかと思った」

　レオナルドは目を伏せたまま、真一文字に結んだ口元をふっとほころばせた。

「貴方は動物がお好きですから」

　いつも無表情で真面目なだけだと思っていた騎士の予想外の表情に、フランチェスカの胸はきゅんと高鳴る。

「出過ぎた真似をいたしました。戻りましょう。冬眠から目覚めた動物たちは気が立っている」

「ええ……」

　手を取られて立ち上がるとレオナルドの表情はいつもの硬いものに戻っていた。

　けれどフランチェスカの脳裏にはさっきの柔らかな微笑みが焼き付いて離れなかった。

（この人、本当はすごく優しい人なんだわ……）

　甘いときめきに支配されて、それからはずっと落ち着かないような、ふわふわとした気分だった。けれどこの感情の名前をフランチェスカはまだ知らない。

　何度もレオナルドの横顔を盗み見て胸が締め付けられるのは、どこか冷徹な印象のあった男の意外な一面を知ることが出来た喜びなのだと、そんな単純なものだと考えていた。

　行く道より帰路のほうが景色が美しく感じたのも心が弾むのも、春の訪れを感じているからなのだと。

　城に戻ってから、フランチェスカは早速国王に今回の旅の報告をした。

　行くことを許してくれた感謝や、花の美しさもそこそこに、レオナルドの功績について熱っぽく語ってみせたのだった。

「レオナルドってばすごいのよ！　誰も傷つけずに私を守ってくれたの！　私の一番いいと思うやり方でよ！　さすが完璧な騎士と言われているかただわ！」

　王はフランチェスカが危ない目に遭ったことにはいい顔をしなかったが、愛娘が熱く語るレオナルドの評価については熱心に聞いていた。

　そして一つの提案をする。

「そんなに気に入ったのならレオナルドを婿にするのはどうだ。彼なら家柄も実績も文句はない。人柄も気に入ったのだろう」

　フランチェスカの心臓はことさらに甘く痺れた。レオナルドの笑顔を見たときから続く、幸福感で満たされるような気持ちは父の一言でさらに全身を支配していった。

「お、お父様が決めたのならいいんじゃないかしら……」

　なぜか素直に喜んでみせるのが気恥ずかしくて、気乗りしない返事をしてしまった。

　次の日から、レオナルドはすぐに自分の護衛騎士隊長となった。お互いの人柄を知り、親しくなるための父のはからいだ。

　フランチェスカはさらにそわそわと落ち着かない気分になる。

（お父様が決めた人と結婚するって元から決まってたもの。それがおかしな人にならなくて良かったから、だからほっとしているだけよ）

　そんな風にどこか言い訳めいたことを胸中で考えたりもした。

　いよいよフランチェスカの降嫁の話をレオナルドに持ちかけるという日、落ち着かなくて二人の話を盗み聞きしにいった。

　まだ打診の段階だ。大事にしたくないと王は二人きりで話すことに決めたようだった。

　二人がいる応接の間の扉にフランチェスカはピタリと耳をつけた。

「私にはとてもじゃないがもったいない話です。この話ははじめからなかったことにしていただけませんか」

　レオナルドの口から語られたのははっきりとした断りの言葉だった。

　王女を嫁にもらうということは伯爵家にとって悪い話ではない。むしろ名誉なことだ。そのくらいのことは知っていたフランチェスカは予想もしていなかった返事に打ちのめされる。

　そのままふらつく足取りで自室に戻ると枕に顔を埋めた。

　なんて驕りだったんだろう。結婚の打診を断られることだってもちろんあるはずなのに。

　レオナルドと結婚するものとばかり思って甘くときめいていた心はズタズタだった。本当に心臓が切り裂かれたかのように胸が痛い。

　そこでやっと気づいてしまった。自分はレオナルドに恋をしていたのだと。

　体中を駆け巡った甘い痺れの正体を、打ち砕かれてはじめて知ってしまったのだ。

「こんな風に気づきたくなんてなかったわ……」

　もう望みがないことが確実になったときに、自分の本心を知るなんて。

　フランチェスカの目から流れた涙はそのまま枕にしみこんでいった。
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「あの時とても後悔しました。なんでなにもしなかったんだろうって。好きになってもらえるように少しでも努力すれば良かったって」

　せめて父が結婚の打診をするときに、その感情を恋だと知っていれば。

　もっと自分の感情に向き合えば良かったとずっとそれだけを後悔していた。

「なんだか面倒くさいわね、人間って」

　ルルーナはすっかり飽きてしまったのか逆さになって浮かんだまま目をぐるりとまわした。

　悪魔の本当の年齢は知らないが、自分よりも年上に見える美しい顔立ちの女性が、子供のような動作をすることにフランチェスカは思わず笑ってしまう。

「でも、レオナルドが困っているのをただ見ているだけじゃなくて本当に良かったです。今度こそ後悔しないように、私になにかできることがあれば力になりたいんです」

「わかった、わかったわ。あの騎士サマよりもお姫サマのほうがよほど話がわかるってことがね。……ところで、人間の結婚とかいうのは好きなもの同士がする決まりじゃなかったかしらぁ」

「ええ。恋愛を経て、というのはよくある結婚の形ですよ。お姉様のように外交のため他国のかたと結婚することもありますが、でもお姉様も順番は違うけれど恋をしていると思うわ」

「恋？　恋って性欲を抱く相手じゃないわけぇ？　じゃあ騎士サマのあれはなんなのよ！　あぁんもう！　人間の考えていることってわからないわ。面倒くさい！」

　ぶつぶつ言っていた悪魔はかんしゃくを起こして髪をかきむしる。

　人智を超えた力を持つ悪魔なのに、いちいち仕草が人間らしくもありなんだか憎めない相手だとフランチェスカは思った。




「フランチェスカ様、どちらへ？」

　宮殿の扉を開けて外に出ようとしたとき、後ろから声を掛けられて足を止めた。

　振り向くと姉付きの女官が不思議そうにこちらを見ている。

「ちょっと近くまで……」

「まあ、お一人で？　ご一緒いたしますわ」

「いいんです。お姉様についてあげてください」

「そんなわけには……」

　彼女は怪訝そうに周りを見回す。フランチェスカ付きの女官や侍女がついていないことを不思議がっている顔だ。

「お父様に、敷地内では自由にしていいって許可をもらっているんです。お散歩やテオのお世話で席を外すことが多いものですから」

　一人になる時間が欲しくて父にわがままを聞いてもらっているのだ。

　まだ心配そうな女官に「城の敷地からは出ませんから」と告げて、外へと出た。

　向かうのは東側にある兵舎だ。

　二階建ての飾り気のない建物を訪れるのははじめてだった。正面の入り口をノックしても返事はなく、そっと中へと入る。

　扉を開けると広間になっていて、壁伝いにたくさんの部屋がある。奥の主階段は二階をぐるりと囲む回廊につながっている。扉の数は一階よりさらに多い。

　元々騎士が住み込みで勤めていたときの名残か、兵舎は広々としている。

（レオナルドがいるのは隊長室よね）

　扉の意匠はどれも同じで、一目見ただけではどこが隊長室なのかはわからない。

　そのとき不意に近くの扉が開いた。

「えーっと、このあとは二階を掃いて、手すりと床を磨いて……」

　騎士見習いだろうか。あどけない顔をした少年が箒の柄で肩を叩きながら出てきて、フランチェスカの顔を見て固まった。

「あ、お仕事の邪魔をしてごめんなさいね。ちょっと聞きたいのだけれど」

「ひ、姫様……なんでこんなところに……」

　少年はぽかんとしたあと箒を床に放り、直立して左手を背中側へ隠して敬礼の姿勢をとる。

「ど、どっ、どのようなご用件でしょうかっ」

「隊長室はどこかしら。レオナルドに会いたいのですが」

「ご、ご案内しますっ」

　硬い動きで階段を上る見習い少年の後に続いた。回廊を左へと進んでいき、少年は扉の一つをノックした。

「失礼いたします！　隊長に来客であります！」

　少年が声を張り上げると、無言で扉が開く。中から不機嫌そうなレオナルドが顔を出した。

「そんなに大声を出さなくていい。仮眠を取っているものも多いん、だ……」

　ふとこちらへ目を向けてレオナルドが言葉を失った。

「なんでフランチェスカ様がここに……」

「さっきのこと、もっとちゃんと話したくて」

　レオナルドは少し考えたあと、少年に鋭い目を向ける。

「フランチェスカ様は護衛の体制について相談にいらした。このことは他言無用だ。自分の仕事に戻れ」

「はっ」

　少年はそそくさと階段を降りていく。それを見届けたあと、彼は扉を大きく開けてフランチェスカを中へと入れた。

「私から来れば部屋に入れてくれるのね」

「フランチェスカ様、いけません。こんな軽率に男の部屋を訪ねられては困ります」

「ご、ごめんなさい。迷惑だったわね……」

「困るのは私ではなく貴方です。おかしな噂を立てられたらどうするのですか」

　険しい表情で言われて、フランチェスカはしょんぼりとうなだれた。

　自分は別に噂を立てられたっていいと思っている。だがレオナルドは明らかに迷惑がっていて、彼にとっては自分との噂は面倒なものでしかないのだと痛感させられる。

「でも一刻を争う事態だと思うのよ。貴方の命がかかっているのだから」

　気を取り直して、努めて冷静に言うとレオナルドは目を見開いた。

「聞いたのですか」

　青ざめて後ずさり、大きな体躯が近くにあったチェストにぶつかる。その上に置いてあったランプがかしゃんと耳障りな音を立てた。

「聞いたんですね……。私がなぜあの羽虫に取り憑かれたのか……」

「そ、それは聞いてないわ。ただ、私なら貴方を救えるって教えてもらっただけ。だから協力したいの」

　ふらふらと危うい足取りのレオナルドに差し伸べた手は、さっと振り払われる。

「何を言っているのかわかっているのですか！」

　急にレオナルドが声を荒げて、予想外の出来事にフランチェスカの身体はびくりと跳ねた。

「貴方はもっと自分を大切にしないといけない。私に同情などしてはいけない……」

　大声から一変してレオナルドは絞り出すような力のない声で話す。その表情はうつむきがちで、悲痛に歪んでいる。

「ど、同情なんかじゃないわ！　私本当に貴方を助けたいと思って──」

「お優しい方だ。ではそれで命が助かるならどんな男の相手でもするのですか」

　この男には珍しく嘲るような口ぶりに、意味がわからずフランチェスカは戸惑う。

「なにを言って……」

「淫魔を祓うとはそういうことです。貴方があの羽虫の代わりに俺と枕を共にするのかと聞いているのです」

「え……」

　ルルーナの言葉が頭をよぎった。

　自分はクッキーをレオナルドに与える必要があって、でもそれはもののたとえで。本当に与えるものはクッキーじゃなくて──

　性欲、という単語の意味にやっと思い当たって、フランチェスカはかっと顔を赤らめた。

　たとえに使われたのがクッキーだったので重く考えていなかったが、それはつまりレオナルドと男女の関係になることだとようやく理解が追いついたのた。どんな行為なのか具体的なことは知らないけれど、少なくとも自分から口にしてはとても品がない行いのはずだ。

「わ、私知らなくて……」

「……そうでしたか。無礼な物言いをお許しください。さ、もう部屋へお戻りください」

　レオナルドはいつもの慇懃な態度に戻って扉を開く。さっさと出て行って欲しいと目が訴えていた。

「待って！　まだ話は終わってないわ。レオナルド、ちゃんと聞いて！」

　帰れと言われておとなしく帰るわけにはいかない。なにせこの先にあるのはレオナルドの死なのだから。

　けれどレオナルドは弱々しく首を横に振るだけだった。

（なにも聞き入れるつもりはないのね）

　頑ななその態度に今はなにを言っても無駄だと悟り、とぼとぼと部屋を出た。

　でも絶対に諦めたりしない。このままレオナルドを死なせるわけにはいかない。

　下唇をきゅっと噛んで、その思いをますます強くするのだった。
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　いつもならもうとっくに寝台へ潜り込んでいる時間なのに、解決しなければならない問題が頭の中を駆け巡って、とてもじゃないが寝られそうになかった。

　フランチェスカは小さな灯りを持って自室を抜け出し、厩舎に来ていた。

　愛馬テオはフランチェスカの姿を見つけると嬉しそうに尾を振る。いつものように彼の鼻筋を撫でていると心が少しだけ落ち着いた気がした。

（知らなかったとはいえ間接的に男女の仲になりたいと言ってしまったなんて、はしたないと思われたかしら。でも、違うのよ。純粋にレオナルドの命を助けたいと思って……）

　たてがみに顔を埋め、ため息をつく。

　思い出すのは昼間の出来事ばかりだ。

　わざわざ相手の部屋にまで行ってずいぶん恥ずかしい提案をしてしまったものだと思う。けれど、なりふり構っている場合ではないのだ。

　フランチェスカの苦悩を知ってか、艶やかな毛並みを持つ友人は木の柵にわざと尾をぶつけてみせた。パン、パンと威勢のいい音が響いて、それがなんだかわざとおどけて見せてくれているようでフランチェスカは微笑む。

「いい子。貴方は私のことを何でもわかってくれるお友達ね」

　言葉は通じないはずなのにまるでこちらの気持ちをまるごとわかってくれているようだ。だから昔から、悩んだときにはテオに相談するのが癖になっていた。

「いくら結婚する気がない相手とはいえ、自分の命が掛かっているのよ？　あんな風に拒む必要はないじゃない……」

　慌てふためいて空回りしているのは自分だけで、レオナルドはずいぶん落ち着いたものだった。さすがにふしだらともとられる提案には、珍しく声を荒げていたけれど。

　そういえば、とフランチェスカは思う。

　ルルーナは、彼の相手は自分にしか出来ないと言っていた。それはどうしてだろう。

　結婚を断られ、助けるためにと協力を申し出ればそれも断られ。そんな自分が適役とはとても思えなかった。

（関係を持つのは好いた相手のほうがいいに決まっているのにね）

　レオナルドはどんな人を好きになるのだろう。そう考えて胸がチクリと痛んだ。もしかしたら噂になっていないだけで人目を忍んで愛を育んでいる相手がもういるのかもしれない。

　すっかり自分の妄想に打ちのめされているとフランチェスカを松明の明かりが照らした。

「姫様？　ご用事でしたか」

　まだ年若い兵士が驚いた顔で自分を見ていた。

　そういえばちょうど見張りがいない隙を狙ってここに来ていたのだと思い出す。

「勝手に入ってごめんなさい。テオとお話がしたくて」

「そうでしたか。言ってくだされば外にお出ししたのですが」

「いいのよ。私の勝手だし、もうこの子は休む時間でしょう」

　そう言うと、テオは抗議するようにぶるると鼻を鳴らした。どうやら彼もフランチェスカとまだ話していたかったらしい。

　ずいぶん間のいい返事に、フランチェスカと兵士は顔を見合わせて思わず吹き出してしまう。

「それにしても、僕不安です。レオナルド様が城を去るなんて」

　気安い空気になって安心したのか兵士はぽつりと漏らす。フランチェスカはその言葉に目を見開いた。

「どういうこと!?」

「今見張りの最中に城の裏手でお会いしたんです。姫様のことをくれぐれも頼むと言っていました。レオナルド様以上に強い方なんて騎士団にいませんよ。荷が重いよなあ……なんて。はは、申し訳ありません」

「なんで……」

　レオナルドの予想もしていなかった行動に、フランチェスカは青ざめた。

　自分から兵舎での謹慎を申し入れていただけに、まさか急に城を去るなんてことは考えもしていなかったのだ。

「姫様、どうされました？」

　怪訝な顔をする兵士に返事もせずに、フランチェスカは走り出していた。

　城の壁沿いにぐるりと裏手まで駆け抜ける。裏側には深い谷があり、城のある陸地と向かい側の土地とを細い橋でつないでいる。危ないので暗いときに来ることなんてないが、今はそんなこと気にしていられなかった。

　息を切らして走ってくると、ちょうど橋を渡り始める位置に人影が見えた。

「レっ、レオナルド！」

　絞り出すようにして声を上げると人影はこちらを振り向く。驚いているのか身体を硬直させているのはやはりレオナルドだった。

「フランチェスカ様……」

「ど、どこへ行くのですか。勝手に出て行かないでくださいっ」

　まだ息の整わないフランチェスカの言葉に、レオナルドはふっと自嘲気味に笑う。

「貴方は本当にお優しい方だ。私のことなんて引き止めなくていい」

「なにを言っているんですか。止めるに決まっているでしょう」

「私がいつまでも城にいたのでは貴方も気を揉むでしょう。挨拶もなしに姿を消す非礼をお許しください。私はもう貴方に同情されたくない。主君からの憐憫ほど騎士を傷つけるものはありません」

（私、そんなにレオナルドを追い詰めていたの？）

　レオナルドの言葉にフランチェスカは唖然とした。

　誇り高い彼にとって王になにも言わずに城を去るなんてありえないことだ。

　そうまでして自分の前から姿を消したかったのか。震える拳でぎゅっとスカートを握る。

　それほどまでに自分と関係を持つのが嫌なのだろうか。命を捨てることになるとしても。

「……貴方の考えはよくわかりました」

「理解していただけてよかった。ではお元気で、フランチェスカ様」

　レオナルドはさっさと前に向き直ると、橋が揺れるのも気にせず大股で進んでいく。

　フランチェスカも進み出ると、崖のぎりぎりで立ち止まった。

「戻りなさい！　でないと私はここから落ちます」

　声を張るために足を踏みしめると小石がぱらぱらと谷底へ落ちていった。底に落ちる音は聞こえない。それほどまでに谷は深かった。のぞき込んでも暗闇が広がるばかりだ。

　手がじとりと汗ばむ。

　恐怖心を無視してフランチェスカはもう半歩踏み出した。爪先が崖からはみ出していて、そのまま闇の奥へとひっぱられて落ちていきそうな錯覚に陥る。

（怖い……！）

　けれど引くわけにはいかない。

「なにを馬鹿な……。危険です。後ろにお下がりください」

　理解できない光景を目にして、レオナルドの声は狼狽えている。

「そんなに……そんなにいやなのですか……。死ぬよりいやなのですか。私が……」

「フランチェスカ様、危ないですからゆっくりと下がって──」

「死んでも私と身体を重ねるのはごめんということですかっ！」

「フランっ!!」

　フランチェスカが声を荒げた瞬間、脆くなっていた足下が塊ごと崩れ落ちる。フランチェスカも大きく体勢を崩して暗闇に放り出された。

（落ちる──）

　覚悟した瞬間、身体全体に衝撃を受けた。

　恐る恐る目を開けるとそこは予想していた闇の中ではなく、柔らかく茂る草の上だった。そして眼前には黒いサーコート。

　どうやらレオナルドがすんでのところで自分を引っ張り上げてくれたのだと、頭がやっと理解する。そして、抱きしめられるようにして草の上に転がったのだということも。

　自分の背に回されたがっしりとした腕の力が強くなる。その手は微かに震えていた。

「貴方に、貴方に何かあったら俺は……」

　今にも泣き出しそうなレオナルドの声に、なんだか胸がいっぱいになる。

　レオナルドが自分の身を案じてくれた。所詮仕事として護衛しているだけの存在だと思っていたのに、本気で心配してくれていた。それだけでこんなに満たされた気持ちになってしまう。

　フランチェスカはたくましい背にそっと自分の腕を回した。

「貴方が好き……」

　無意識にそうつぶやいていた。

　愛しさが溢れて伝えずにはいられなかった。

　好きだから、ほかの誰でもないレオナルドだから自分はこんなに身体を張れるのだとわかって欲しい。

　がばりと身体を引き離され、目にしたのは戸惑うレオナルドの表情だった。

「同情なんかじゃないわ。貴方が好きなの。だから死んで欲しくないのよ。わかって……」

　レオナルドは耳にした言葉を振り落とすように力なく首を振る。

「まさか……信じられません。それも俺を助けるだけの嘘としか」

「私じゃ不本意だって知っているわ。お父様に結婚の打診をされて断ったのを聞いていたの」

「それは……」

「でも私の気持ちは本当よ。貴方が好きなの」

「それは──家臣の一人として？」

「違うわ。……男性としてよ。多分あの遠乗りの日からずっと。命が助かるならどうか──」

　ふわりと、先ほどまでとは違う優しい力で抱きしめられフランチェスカは言葉を失った。

「信じられない。こんな……俺は夢を見ているのか」

「レオナルド……？」

「あの羽虫が見せている夢か？　こんな都合のいいことが……死にぎわに見る夢だ、これは」

「か、勝手に死なないで」

　なにか良くない方向へ勝手に話を進めているレオナルドの片頬を軽く引っ張る。

「ほら、痛いでしょう？　夢じゃないわ」

「へんへんひたくはりません」

　顔の片側を引っ張られながらも真面目くさった顔でレオナルドは答える。

「全然痛くないの？　あ、貴方鍛錬のしすぎで痛覚がお留守になっているんじゃないの!?」

　フランチェスカは慌ててもう一方の頬も引っ張った。

　令嬢達を騒がせる端正な容姿は少しだけ残念なことになってしまっているが、これを夢で片付けられては困るのだ。

「ふこしひたいです」

　少し痛い、と言ったのだろう。痛覚はどうやら正常通りの働きをしてくれていたようで、ひとまず安心して手を離した。

　両頬は少しだけ赤くなっていたが、いつもの端麗な姿が元通りになる。今更ながら間近で見るレオナルドの顔にドキドキと胸が高鳴った。

　頬は痛まないだろうか。引っ張ってしまった手前、今度はさすってやったほうがいいだろうかと考えていると反対にレオナルドの手が自分の頬へ添えられた。それは壊れ物を包むように繊細な仕草だった。

「本当によろしいのですか」

「え？」

「好きだなどと──俺を助けるなどと言ってしまって」

　大胆にも告白してしまったのだと思い出して身体中がかっと熱くなる。

　けれどもちろん否定なんてしない。そんなやわな覚悟じゃない。

「い、いいわ」

　返事を受けてレオナルドの親指はそっとフランチェスカの唇をなぞった。まるでそのあとの行為を予告するように。

　予告通り、唇にはキスが落ちてくる。

　少し乾燥した柔らかな感覚を受けてフランチェスカの鼓動はますます早くなった。

　だけど、嫌じゃない。なんだか心地がいい。

　フランチェスカは自然と目を閉じる。

　角度を変え、触れ合わせるだけの柔らかな口づけが何度も与えられる。そのうちに、唇の間を一瞬、熱く滑る塊が触れた。

　その感覚を知っている。あのパーティーの日、そこから先へ進むことはなかったけれど。待ち受けているものはなんなのか知りたい、と思った。

　けれどフランチェスカの期待とは裏腹に唇は離れていってしまう。

　かわりに今度は首筋に唇が這わせられた。

　薄い皮膚をちぅ、と軽く吸われ、ぞくりとした感覚が身体の内側からせり上がってくる。

「ん……っ」

　身を捩るとレオナルドはすぐに離れた。

「淫魔を祓うというのはこの先をするということです。よくお考えください」

　考えずともフランチェスカの心は決まっている。レオナルドを救うためならどんなことだってするつもりだ。

（でもこの先って、この先はなにがあるの……？）

　レオナルドの熱い舌が自分の唇を割ったら。首筋だけでないところにまで唇を這わせられたら。

　どんな行為をするのかなんてフランチェスカは知らない。でも、知りたい。レオナルドとなら悪魔のことなんて関係なく。

　ぼんやりしているとレオナルドはフランチェスカの手を取って立たせた。

　その手つきはいつもの、騎士として主に接するものに戻っている。

　部屋の前まで送ってもらい、フランチェスカはすっかり無表情を取り戻した騎士を窺い見る。

「いいの？　その……今じゃなくて……。貴方の命が心配なの」

「安心してください。今すぐには死ぬことはありませんから。そんな顔をなさらず」

　伸ばされた手が耳朶をなぞるように触れた。

　レオナルドがいつもどおりの完璧な騎士に戻ったと油断していたフランチェスカは、不意を衝かれて思わず声を上げた。

「ひゃあ……っ」

　レオナルドははっとしてすぐに手を引っ込めた。自省するように拳をぎゅっと握っている。相当力を込めているのか、グローブとサーコートの間からのぞく手首には太い腱がくっきりと浮かび上がっている。

「っ、申し訳ありません。夜は理性が効かなくなる。あの羽虫の力が強まるかららしいですが……油断をするとすぐこうだ」

（それで夜会の時、急にキスを……）

　普段の行動からはあり得ない行為の意味がやっとわかった。

　あのキスの理由をぐるぐると考えていたが、原因が淫魔に取り憑かれたからだなんて、いくら考えても正解が出ないわけだ。

「では」

　きびすを返して立ち去ろうとする彼の服の端を慌てて引っ張った。

「待って！　じゃあいつになるの。その……あなたの命を助けるための……」

　レオナルドは部下の指揮や稽古で忙しいし、自分も座学や公務がある。とても人に言えない理由で会うのだから、今日のように見習い騎士に案内してもらうなんてもってのほかだ。誰にも内緒で二人きりで会える時間がこれからあるのだろうかと不安がよぎる。

　フランチェスカが口の中でもごもごとつぶやくと、レオナルドは少し考えて口を開いた。

「フランチェスカ様、明日の午前中は授業が少なかったと記憶しているのですが」

「ええ、そうね。絵の先生がいらっしゃるだけだわ」

　いつもは語学や歴史など、午前中は教養のレッスンを二つほど受けるのだが、明日は絵画の授業があるだけだ。

「授業の後、衛兵交代の空砲がなるまでの間に隊長室へ来てくれませんか。空砲が鳴ると前夜から警護に当たっていたものたちが帰り仕度をしに兵舎へ戻ってきます。夜の警護に備えて仮眠を取ろうと来るものもいる。ですが、午前中のその間でしたら兵舎にはほとんど人がいません。私も急ぎの書類があるだとか理由をつけて戻りますから、来てくださるならその間に」

「明日、私のレッスンが終わって、空砲が鳴るまでの間ね。わかった」

　それなら二時間ほど猶予があるはずだ。問題なく移動できる。

「その……もし貴方の気が変わらなければの話です。もし来なくてももちろん構いません。俺は貴方が思いやってくれた気持ちだけで十分ですから」

「なに言っているの！　絶対行くわ」

　レオナルドは瞳にどことなく寂しそうな色を一瞬浮かべると、今度こそくるりと背を向けて兵舎へ戻っていった。





◇






　今日は鑑賞ではなく実作をしましょう。絵画の講師の言葉に少しだけ胸が踊った。

　名作の技術や背景を学ぶことが多い授業の中で、たまに自分でも絵を描いてみることがある。座学よりも手を動かしているほうがフランチェスカは好きだった。

　テーマは風景だ。フランチェスカは夢中でキャンバスに筆を走らせる。

（川に光が反射するところとか、花の色が鮮やかだったことをちゃんと描いておきたいわ）

　キャンバスに再現しようとしているのは、一年前の遠乗りで見た景色だ。

　レオナルドとの思い出が脳裏に浮かんで、つい筆に熱が入る。

「とてもいい絵ですね」

　熟年の男性講師は白いものが混じったあごひげを撫でながら目を細めている。周りの音が耳に入らないほど熱中していたフランチェスカは、話しかけられてはっと顔を上げた。

「あ、ありがとうございます」

「これは北の地方で咲く花によく似ていますね」

「はい、春先の花を描きたかったんです」

「雪解けしてすぐの美しい川の流れがよく描けていますな。これは実際に行ったことがないと描けない絵だ」

　講師の言葉に気をよくし、何気なく時計に目をやって心臓が止まりそうになった。いつもの授業が終わる時間より一時間以上経っている。

（どうしよう！　夢中になって時間を忘れていたわ）

「この地方はいいものです。真冬は寒いですが、避暑にはもってこいですよ。貴族の別邸がたくさんあるでしょう。夏にこの地方から肖像画の依頼を受けるのが画家の間で名誉な仕事なのですよ」

　青ざめるフランチェスカの様子に気づく様子もなく講師は説明を続ける。

「あ、あの先生、今日はそろそろこの辺で……。先生のお時間を取らせてしまってごめんなさい」

「なんのなんの。筆がのっているときに書き続けるのがよろしいですよ」

　どうぞ、というように手のひらを向けて続きを描くよう促された。

（どうすれば……）

　さまよった視線が窓の外を映す。その先にレオナルドの姿があった。

　部下を数人集めてなにやら話している。二階に位置するこの部屋から俯瞰の角度でその様子がよく見えた。

　話が終わったのか部下たちが散っていくと、不意にレオナルドが顔を上げた。

　まっすぐにこちらを見ている。距離はあるが一瞬確かに視線があった。

　レオナルドはすぐに顔を背けると、その場を去って行ってしまった。

（なんでそんな哀しそうな目……）

　昨夜の去り際に見せた寂しげな表情とよく似ている。

　彼はきっと兵舎へ戻っただのろう。そのことを部下たちに伝えていたに違いない。

（私がもたもたしているから呆れたのかしら）

　そして、ふと思い出した。

　──もし貴方の気が変わらなければの話です。

　レオナルドがそう言っていたことに。

（あの時から、私が部屋に行くって信じてなかったんだわ）

　一時の気の迷いだと思ったのだろうか。

　きっと今もフランチェスカが本当に来るなんて思っていないのだ。

　兵舎でひとり、来るはずがないと思いながら人を待ち続ける彼の気持ちを考えて胸が痛くなった。

「先生、残念ながら次の予定が控えていますの。今日はここまでにさせていただきますわ」

　すっと背筋を伸ばし、なるべく優雅に振る舞う。講師は話しすぎていたことに気づいて、一歩身を引くと頭を下げた。

「それは失礼いたしました。では続きはまた来週にいたしましょう」

　講師が部屋を出て行くと、フランチェスカは絵の具で汚れたエプロンを取り払う。窓から外を見ると、城に続く坂道を男たちが上がってくるのが見えた。夜の警護を担当する騎士たちだろう。空砲の時間まではもう少しだ。

　けれどあんまり急いでいるとかえって怪しまれる。フランチェスカはゆったりとした足取りで宮殿から外へ出た。

　散歩をするような気軽さを装って兵舎へと向かう。そっと正面の扉を開けて、広間に誰もいないことを確認すると中へ入った。

　ここまでくれば大丈夫。一息ついたとき、外から乾いた破裂音が聞こえた。

（うそっ。空砲だわ）

　フランチェスカは慌てて主階段を駆け上がる。

　回廊を左に進んで角を曲がったとき、はたと気づいた。

（どうしよう。隊長室って三つ目の扉だったかしら。それとも四つ目？）

　灰色の扉はどれも同じ形で見分けがつかない。昨日訪れたときには少年のあとについていくばかりで、場所を確認する気がまわらなかった。

　間違ったほうをノックしてもし中に人がいたら。そしたら計画は台無しだ。今度こそ本当にレオナルドを失望させてしまう。

　手前から三つ目と四つ目の扉の間で悩んでいると、人のざわめきが近づいてくる気配がした。当番を終えた騎士たちの声だろう。

（ど、どうしよう。どちらをノックすれば……）

　威勢良く正面玄関が開き男たちが広間へ入ってきたのと同時に、フランチェスカから向かって左側、四つ目の扉のほうが開いた。考える暇もなく、中から伸びてきた手に部屋の中へと引っ張り込まれる。

「ちょ、──んんっ」

「静かに」

　抱きしめられ、頭を抑えられると顔は黒衣に沈んだ。その香りで自分が誰の腕の中にいるのかわかりおとなしく口を閉じる。

　しばらくそうしていると、外の話し声は段々と減っていき、数分後には兵舎に静寂が戻った。

　それを確認して男はフランチェスカを抱きしめていた力を緩めた。

「申し訳ありませんでした。苦しくありませんでしたか」

「平気よ。助けてくれてありがとう。部屋がわからなくて困っていたの」

「まさか本当に来るとは思いませんでした」

　レオナルドが目を細める。その嬉しそうな顔を見ているとこっちまで胸がいっぱいになった。

「どうして。昨日絶対行くって言ったわ」

「ですが貴方は空砲の時間が近づいても絵を描くのに夢中になっていた」

「それは……で、でもちゃんと来たわ」

「ええ、そうですね。貴方は来た」

　ほんの少しとがめるような彼の口調も、珍しくほころんだ口元から冗談だったとわかる。

「本当によろしいのですか」

　レオナルドが優しくフランチェスカの肩に手を置いて視線を合わせる。その瞳は真剣だった。

　まっすぐに見つめたまま、こくりと頷いた。

　彼を助けるためと覚悟はしてきた。とはいえ緊張しないわけがない。なにが行われるのかわからない不安もある。

　落ち着かない気持ちでいると、レオナルドの喉がごくりと上下した。彼の纏っている空気が変わったような気がした。

　自分を見つめる表情はあの夜、訳もわからないままキスされたときのそれによく似ていた。

　少しだけ濡れて潤んだ熱い視線。その目に見つめられるとフランチェスカの体温もじわりと上がっていく。

（だめよ。勘違いしちゃ）

　自分が求められているわけではない。なのにそう錯覚してしまう。

「レオナルドは好きな人がいるの？」

「は？」

　あとでもっと傷つくくらいならいっそ最初に。そう考えて口にした質問に、レオナルドは怪訝な顔をした。

「こういうことを聞くのはマナー違反かしら。でも、でもね、おかしな期待をしないように……」

　このまま先に進んだら、もっと好きになってしまう。そうなってしまうのが怖い。

　けれど願わくばレオナルドの口から特定の女性の名前が出ませんように。

　相反する感情が心の中をぐるぐると駆け巡る。

「──とんでもない非礼を。確かにきちんとお伝えしていませんでした」

　レオナルドがまっすぐに立ち、自然と見上げる形になった。

「貴方をお慕い申し上げております」

「え──」

「ずっと前から」

「それって……」

「フランチェスカ様のことが、好きです」

　信じられない気持ちでレオナルドを見つめるが、彼はとても嘘をついているようには見えなかった。

　優しく手を取られ、はっとしてフランチェスカはかぶりを振る。

「う、嘘よ！　だって貴方は私との縁談を断ったじゃない」

「……俺にはとてももったいない話だと思ったのです。降嫁などせずもっといい縁談があると。姉姫様のように」

　レオナルドは苦い顔をする。

「そんなことを考えていたの？　お父様は私をよその国に嫁がせる気なんてないのに」

「そう……だったのですか」

「さみしがり屋の王様なの」

　フランチェスカは重ねられた手をぎゅっと握り返す。

「じゃあ私たちずっと同じ気持ちだったのね」

　身体の中が温かいもので満たされていくようにじわじわと幸福感が広がっていく。

　レオナルドを諦めないで良かった。

　気持ちを伝えて良かった。

　昨日まで悩んでいたことが嘘のように晴れやかな気持ちだった。

　柔らかく微笑まれて指先に口づけを落とされる。

　彼にとっては主君と騎士の関係でしかないと思っていた。けれど本当はずっと女性として愛してくれていた。そう思うだけで鼓動が高鳴った。

　レオナルドはフランチェスカをひょいと横抱きにすると寝台へ座らせ、自らもその横に腰掛けた。

　そこでフランチェスカは自分がここへ来た意味を思い出す。

　部屋に来るまではなにをするのかと不安な気持ちだったが、今ならなんでも受け入れられそうだった。

「いやだと思ったらすぐに言ってください。貴方のいやがることはしたくない」

「ええ……」

　レオナルドはグローブを取ると筋張った手をフランチェスカの頬にそっと添える。

「夢のようだ。貴方にこんな風に触れられるなんて」

　嬉しさをかみ殺したようなレオナルドの言葉が胸にじんと響く。

（レオナルドもそんなに私のことを思っていてくれたのね）

　そっと唇を合わせられてフランチェスカは目を閉じた。もう三度目になる優しいキス。首の角度を変え、柔らかな感触が何度もついばむように軽く押し当てられる。

　力の抜けたフランチェスカの唇は、不意に熱いものに割り開かれた。

　口内にぬるりと侵入してきた熱い塊は歯列をなぞり、隅々まで味わうように這っていく。

　初めての感覚に翻弄されて、フランチェスカはレオナルドの服をぎゅっと掴んだ。

「ん、ふっ……」

　舌の根元をくすぐるように舐められて思わず鼻にかかった声が漏れる。

　驚いて引っ込めてしまった舌を誘うように、何度もそこをなぞられた。

　根負けしてそっと自分の舌を差し出すと、互いのそれを絡ませるように触れ合う。

　そうしていると頭の中がじんと痺れ、もう何も考えられなくなってしまう。

　ようやく身体を離すと、唇を濡らした彼の匂い立つような色っぽさに心臓がどくんと跳ねた。

　レオナルドは身体から余計な力の抜けたフランチェスカをそっと寝台に横たえる。

「いやではありませんでしたか？」

「え、ええ。もちろんよ」

　いや、どころか気持ちが良かったとは恥ずかしくてとても言えないけれど。

　レオナルドはフランチェスカの手を取ると、壊れ物を扱うようにそっと手首に唇を落とした。

「確認させてください。どこか触られて不快なところはないか。そうでないと貴方につらい思いをさせてしまいそうだ」

　優しく押し当てられた唇は手首から肩のほうへと軽い口づけを落としながら進んでいく。

「平気ですか？」

「平気よ。ちょっとくすぐったいけれど」

　布の上から押し当てられる温かな感触は不快ではないけれど、なんだかこそばゆくてフランチェスカは小さく笑った。

　その様子に安心したのかレオナルドはほっと肩の力を抜く。

「失礼いたします」

　締め付けの少ない室内用のドレスを脱がされ、フランチェスカはシュミーズ姿になった。

　シュミーズの生地は薄く、身体の線が強調される。だがまだ腕も足もしっかりと布で覆われているから大丈夫と自分に言い聞かせる。本当は下着姿でレオナルドの前にいることがとてつもなく恥ずかしかったけれど。しかも時刻は昼だ。窓にはカーテンが引かれているが、漏れる光で室内は明るい。

　肩までたどり着いたキスは、今度は大きく開いた首元に落とされる。

　唇の感触を直接肌に受けると今度はくすぐったさではなく、期待感に身体がざわめいた。

「ここは？」

「へ、平気よ。──ひぁんっ」

　平静を装って返事をすると今度は舌で舐め上げられ、予想していなかった感触に思わず声を上げた。

　舐められたと思ったら首筋を吸われ、やっと慣れたと思ったら今度は鎖骨を同じように責められる。

　薄い皮膚にきつく吸い付かれ、自分の中心がじわと熱を持ったような気がした。

「ああ、こちらを忘れていましたね」

　首元に顔を埋めていたレオナルドが身体を起こしたと思ったら、耳の縁をぺろりと舌で舐めた。

「ひゃんっ」

「平気ですか？」

（平気じゃ、ないっ）

　耳元でレオナルドの低く響く声が聞こえる。そんなところで話しかけられたのは初めてで、直接頭の中に声が響くようで身体の熱がぐんと上がった。

　けれどこんなところでやめるわけにはいかない。

　フランチェスカはこくこくと頷いた。口を開くとまたおかしな声が出そうだから、唇は引き結んだままで。

　生真面目に反応を確認したレオナルドは安心して再び耳を愛撫する。

　尖らせた舌先で耳の輪郭をなぞっていたかと思えば、耳の穴に舌をねじ込まれて、今度こそ脳内に直接音が流れ込んでくるような錯覚に陥った。空気を含んだ湿った水音が頭の中いっぱいに響く。

「あ、んぁっ、……ふぁっ」

　自分が甘い声を上げていることに気づかずフランチェスカは自然と口を開いていた。

　身体の奥がむずむずと疼いてじれったい。この感覚がさっきから止まらなかった。身体をよじって動かしていないとおかしくなりそうだ。

　初めての感覚に翻弄されていると、薄いシュミーズをするりと脱がされ、いよいよ隠すもののなくなった上半身をとっさにかき抱いた。

　フランチェスカが身につけているのは腰から膝までのドロワーズただ一枚だ。

「フランチェスカ様」

　なだめるように名前を呼ばれ、片腕ずつ優しく取り払われると同時に、じわじわとあらわになる身体がかえって羞恥を誘った。

　それならもういっそひと思いに手をどけてほしい。だがレオナルドが自分に対してそんな乱暴な態度を取るわけがないことは重々理解している。

　両手はシーツに縫い止められ、白い双丘はレオナルドの眼前に晒された。

「とても綺麗だ……」

　熱っぽく囁かれて、胸がきゅうっと切なくざわめいた。嬉しいような恥ずかしいような、不思議な気持ちだった。

　レオナルドの言葉は魔法のように、たった一言で自分をこんなに複雑な感情にしてしまう。

　節くれ立った手に片方の膨らみをそっと包み込まれ、やわやわと揉まれる。

　桜色だった中心の飾りは段々と赤く熟れていく。

　フランチェスカが自分の身体の変化に気づいたのは、その飾りをレオナルドの手が掠めた時だった。

「あ、んっ」

　びりびりと甘い痺れが全身に走って思わずのけぞる。

　そこでようやく胸の中心が硬くしこっていること、そして敏感な器官へ変わっていることに気づいた。

　自分のものとは思えない甘い声が恥ずかしくて口を閉じるが、レオナルドが今度は手のひらを押しつけ、乳房を撫でさする。そうされるともう口を閉じているのは不可能だった。

「ふ……っ、んぁ……」

「ここもお気に召したようだ」

　いちいち冷静なレオナルドに、なんだか自分だけよがっているのが恥ずかしくなってくる。

　しかし抗議しようと開いた口からは甘い嬌声だけが漏れる。

　段々と激しく乳房を揉まれ、胸の中心は両方がもうすっかり立ち上がっている。

　その紅い突起をレオナルドは指先できゅっ、と摘まんだ。

「やぁんっ……！」

　甘い衝撃が身体を駆け抜け、悩ましげな声を出すとレオナルドはぱっと手を離す。

　うっすらと目を開けその姿を確認すれば、なにやら思案顔の彼が見えた。

（あ、今「いや」って言ったから……？）

　自分でもなぜそう言ったのかはわからないが、とにかく意図せずして「いや」だと言ってしまった。

　レオナルドはずっと自分がいやなことはないかと確認しながら行為を進めていたではないか。

　フランチェスカは泣きたい気持ちになる。

（いや、ではなかったのに）

　なんでそう言っちゃったの、ばか！　と脳内で自分をなじった。

　身体は中途半端にじんじんと熱を持ってもどかしい。

　こんなところで止められるなんていや。本当はもっとして欲しい。そんなはしたないことはとても言えないけれど。

「フランチェスカ様、ここに触れないときっと後がつらい。段々慣れてくるのでどうか少しだけ我慢をしていただけませんか」

「わ、わかったわ」

　申し訳なさそうな顔をするレオナルドに物わかりのいい返事をする。その胸中では、ここでやめるなどと言われなくてほっとしていた。

　レオナルドは今度は立ち上がった突起を指先でそっと挟むと糸をより合わせるような仕草で擦った。

　優しい触れ方だ。優しすぎて、むしろ今は意地悪されているようにすら感じてしまう。

　身体の中心は半端にじりじりと熱いままだった。どこへも行けない熱がもどかしく体内をさまよっている。

　もっと刺激がほしい。さっきみたいな。

　ふしだらな考えが脳内を占拠するが、フランチェスカはその考えを取り払おうともしなかった。そんなことを考える隙がなかったと言ったほうが正確だろうか。

　不意に、もどかしい刺激を与えるばかりだった指先が、きゅっと突起を挟み上げる。

「はあ、んっ」

　待ち望んでいた刺激に身体がぐんとのけぞった。

「さっきよりも慣れてきたようだ」

　レオナルドは安心したように言うと、摘まみ上げているのと反対の飾りにちゅ、と吸い付いた。

　軽く食まれた突起の先端を円を描くように舐められて、フランチェスカの中心がずくん、と疼く。

　身体の中を甘い痺れが駆け巡ってどうにかなってしまいそうだ。

　だめ、たまらない。こんなの、いや。

「い、──っ」

　反射的に否定の言葉が口から出そうになって慌てて口を押さえる。

　駄目じゃないのに駄目と言いたくなるのは、嫌じゃないのに嫌と言いたくなるのはどうしてだろう。

　さっきみたいにやめられるほうがよほど、駄目で嫌なのに。

　突起を食む唇の力が強くなり、ぢゅっと吸い上げられて、一瞬視界が白くなりかける。

　どこかへ飛んでいってしまいそうな錯覚に、足の指でシーツをきつく掴んだ。

　レオナルドが身体を起こすと、フランチェスカはくたくたになりながら肩で息をしていた。

　そんな彼女を見てレオナルドは愛おしそうに頭を撫でると、今度はフランチェスカが身につけている最後の衣服に視線を移した。

　はいているのは純白のドロワーズだ。シルクの光沢を生かしたシンプルなものだが、裾のレースや縛って固定させる腰のリボンはさりげなく凝った意匠でお気に入りだった。

　レオナルドはそれをじっと見つめている。

　下着の細かいデザインにこだわるのは女性だけだろうし、まさかレオナルドがこのドロワーズについて思うところはないだろう。フランチェスカはレオナルドの考え込んでいるような態度を不思議に思う。

「レオナルド……？」

　はっと我を取り戻した彼はどこかばつの悪そうな顔だった。

「どうかしたの？」

「いえ……」

　ごまかすようにドロワーズの腰紐をほどかれ、気づいたときにはあっさりと脱がされていた。

「こちらもフランチェスカ様の不快なところがないか確認しないといけませんね」

　すっかり先ほどまでの調子を取り戻したレオナルドは、丸裸の自分を前にしてやや丁寧すぎる口調で言う。

　はじめはレオナルドの優しい性格ゆえにこんな風に行為を進めるのだと思っていたが、段々と自分が気持ちいいことをねだるように仕向けられている気になってくる。

（だって、いやって言ったらやめちゃうし……）

　きっと「気持ちいい」とか「もっと」なんて言ったらレオナルドは喜んでそうしてくれるだろう。

　けれど、言えない。言えるわけがない。

　男女の行為自体はじめてのフランチェスカにとって、それを気持ちいいと言うことはとてつもない羞恥を伴う。

　快楽をとるか、理性をとるか。今のところまだかろうじて理性が勝っている。

（この先、気持ちよさが勝つようなことをされちゃったら……）

　そう思い至ってまた身体がざわめいた。本能では快楽を求めているのだと身体が訴えているようだった。

　レオナルドはそんな葛藤を知る由もなく、うやうやしく片足を取ると爪先に軽く口づける。

　フランチェスカは卒倒しそうになった。

　裸の状態で足を持ち上げられたら自分の中心が丸見えになってしまう。

「ま、待って……！」

　慌てて身体をよじるがレオナルドはやめなかった。

　自分の足に頬を寄せる彼の目は濡れて、野生の動物のようにギラギラしている。

（あ、その目──）

　夜会でキスされたときにも感じた、温度を持った視線。

　熱いまなざしに射貫かれて、フランチェスカは背筋をぞくぞくとしたものが走るのを感じた。

「フランチェスカ様につらい思いをさせてはいけませんから」

　その言葉は自分に向けて、というよりむしろレオナルドが自身に向けて言っているもののようだった。

（もしかして、レオナルドも興奮してるの？　私よりもずっと──）

　普段と変わらない丁寧な口調なのも、自分を律する為のものなのだろうか。

　初めての男女の行為は痛みを伴うものだと聞く。彼はそうならないように自分の欲を抑え、フランチェスカに合わせてくれている。

　全て、自分につらい思いをさせないため。

　大事にされているのだとわかって胸がいっぱいになる。

　レオナルドに愛されている。それを実感してなんだか泣き出してしまいそうだった。

（恥ずかしくっても痛くっても、どんな行為でも平気よ）

　フランチェスカは無意味に抵抗するのをやめ、かわりにレオナルドを見つめた。

　この先を受け入れられたのだと察したレオナルドは足の甲に一つ口づけを落とすと脛から腿へと軽いキスをしながら辿っていく。

　腕から肩へと口づけされたときと同じやり方だったが、戯れのようなさっきの行為とはその性質が全く違っていた。

　キスが一つ上へと進むたびに、フランチェスカの中心はなにかを期待してひくりとうごめく。

　太ももの内側へと達したレオナルドの唇はその柔らかい肌をきつく吸い上げた。

「どうかお許しを。ここなら誰にも見られませんゆえ」

　ちり、とした甘い痛みが残したのは白い肌に良く映える紅い痕だった。

　レオナルドから秘密の印を与えられたことがとても嬉しい。

（この痕も「もっとつけて」っていつか言えるかしら）

　レオナルドの唇はついに、足の付け根までたどり着く。

　恥ずかしいことでも受け入れると決心したフランチェスカだが、さすがにその部分をまじまじと見られることには抵抗があった。

「そ、そんなところ見ないでっ。汚いわ……」

「フランチェスカ様に汚いところなどありません」

　当たり前のように言うと、レオナルドはぴたりと閉じた割れ目に舌を這わせる。

　ぐちゅ、と粘ついた水音がした。

　さっきの行為で身体が甘く疼くたびにそこから蜜を溢れさせていたのだとわかってかっと顔が熱くなった。

「よかった。ちゃんと濡れている」

「い、言わないでっ」

　安堵する彼の様子に、どうやら濡れていたことは悪いことではないのだと頭では理解する。

　だからといって恥ずかしいのとは別の話だ。羞恥心は拭いきれない。

　レオナルドは構わず、さらに割れ目を上下に舐め上げる。内ももがふるりと震え、隘路からはまたこぷりと蜜が溢れた。レオナルドはあろうことかその愛液をすすり上げる。

（うそでしょ!?　恥ずかしすぎる……）

　思わず手で顔を覆うが、ずっ、じゅっという羞恥を煽る水音は構わず耳に届いた。

　割れ目に浅く舌を入れ舐め上げられ、さらに奥からは蜜が溢れる。そしてそれをまたすすられる。

　この恥ずかしい行為は永遠に繰り返されるのではと気が遠くなりかけたとき、レオナルドの舌は割れ目を上に這うと、そっと茂みの中を探った。

　つん、とそこに触れられてフランチェスカの身体は大きく跳ねる。

「あ、ん……ぅっ！」

　蜜で口元を濡らしたレオナルドが口の端だけを持ち上げてにやりと笑った。

「ここも『いい』とお見受けします」

　レオナルドはすっかり大きく膨れ上がった、快感を受け取るためだけの器官に舌を這わせる。飴をしゃぶるようにねっとり円を描いて舐められると、フランチェスカの身体はすぐに高みに連れて行かれた。

「あ、っは、ぁ、──っっっ!!」

　声も上げることができず、はくはくと口を開けてかろうじて空気を取り込む。身体は大きく痙攣し、ぐんと弓なりにしなった。

　与えられた快感が大きすぎて身体がついていかない。

「な、に……」

　痙攣がようやくおさまり、焦点の合わない目で浅く呼吸をするフランチェスカをレオナルドは愛おしそうに見つめる。

「これが達するということです、フランチェスカ様。貴方が気持ちよくなってくれて良かった」

　今のはなんだったのかという疑問を汲んでくれて、レオナルドが答える。確かに気持ち良すぎてどこかに到達したような感じだったとフランチェスカは思う。

「俺の与えた快感で貴方が達するなんて……。とても綺麗でしたよ、フランチェスカ様」

　恍惚の表情を浮かべるレオナルドに、ぼんやりとした頭でどこか嬉しく思う。

　自分はレオナルドに翻弄されていただけだったが、それで彼がこんなに喜んでくれるなら良かったと心の底から思った。

「暑いな……」

　レオナルドはつぶやくと上衣を全て脱いでしまう。鍛え上げられたしなやかな筋肉のついた身体には汗がにじんでいた。

　その男性らしく美しい体つきにフランチェスカの胸は高鳴る。

　視線に気づいたレオナルドが小さく笑った。

「俺の身体なんか見てもつまらないでしょう」

「そ、そんなことない。貴方もとても……綺麗よ？」

「綺麗……。はじめて言われましたよそんなこと」

　喉の奥で軽く笑った彼が覆い被さってくる。太い指が散々濡れた割れ目に這わせられ、行為にはまだ先があるのだと思い至った。

（だってまだ痛いことなんてされてないもの）

　つぷりとレオナルドの指が隘路を割り入ってくる。自分の中に自分でないものがある、奇妙な異物感だった。

「痛くはありませんか？」

「ええ。平気よ」

　一本の指を抜き差しし、隘路に少しだけ出来た隙間にもう一本指が増やされる。二本をバラバラに動かされて、異物感しか感じなかったそこが少しだけ快感を拾い始めた。

　花芽を弄られていたときとは違う感覚だった。そのときは高みに上り詰めていくような気がしたけれど、今度は深く潜っていくような──。

　だが上手にそれを感じることが出来ない。もどかしさに身体を震わせるとずるりと指が抜かれた。

　レオナルドの指は蜜でてらてらと光っている。

「慣らしたつもりですが……痛かったら遠慮なく言ってください」

　レオナルドは下衣も脱ぎ去ると、自身の中心で反り返る怒張をフランチェスカの割れ目に押し当てた。

　その先の行動を知らないフランチェスカがきょとんとしていると、隘路を熱い塊に割り開かれる。

「ん、んん……っ」

　先ほどまでの指とは比べものにならない質量に思わず顔を歪める。

「やめます、か？」

　自分の上ではレオナルドも苦しそうに眉根を寄せていた。額から落ちた汗が胸で跳ねる。

（やめたくない……）

　これが男女の行為なのだとやっとわかった。だったら最後までしたい。痛くってもレオナルドをこの身で感じたい。

「やめないで……」

　懇願するように首を横に振ると、深い口づけを与えられる。

　舌を誘う様な動きに必死でついていこうとしていると、気づけば隘路の奥までレオナルドでいっぱいに満たされていた。

「ん、ふう……っ」

「はあっ、最後まで入りました」

　閉じていた部分に大きなものを受け入れてじんじんとした痛みは確かにある。けれどそれがレオナルドと繋がった証なのだと思ったら痛さなんてどうでも良くなった。

　彼は汗を滲ませたまま動かない。

　そうしているうちにだんだんその大きさがなじんできたようでフランチェスカの痛みは消えていった。

「あ、あんまり痛くなくなってきたわ」

「本当ですか？」

　大きなものが一度引き抜かれそうになったと思ったら、またゆっくりと奥まで挿し入れられる。

「ん……っ」

「痛い、ですか？」

　フランチェスカは小さく首を横に振った。

　感じたのは痛みとは逆のものだった。

　指で慣らされていたときに見つけた深い快感。その芽が再び開こうとしている。

「へ、平気よ。本当に……」

　心配そうに見つめる彼を安心させようと言葉を重ねると、やっと信じてくれたようでレオナルドは律動を開始する。

　はじめはゆっくりだった抽送が段々と早くなる。内壁を擦り上げられるたび身体中がゾクゾクと震え、中がぎゅうっと締まった。

「あっ、あん──ああっ」

「フランチェスカ様っ」

　切なげな表情で抽送を繰り返していたレオナルドはその熱杭をフランチェスカの中から引き抜くと、眉根を寄せて身体を震わせた。

「ぐっ……！」

　怒張が欲を解放し、白い飛沫がフランチェスカの太ももにかかる。

　それはなんだろうかと確認しようとすると、レオナルドが慌てて拭いてしまった。

「も、申し訳ありません」

「今の、なに？」

「……フランチェスカ様の目に入れるようなものでは」

　身体がだるくてそれ以上追求する気にはならなかった。

　疲れているのに心地がいい。レオナルドと一つになれたからだろうか。

　レオナルドはフランチェスカの横に寄り添うように寝そべるとそっと毛布を掛けてやる。

「身体はお辛くありませんか」

「ちょっとだるい感じがするけど、平気よ。それより、これで貴方の命が助かってほっとしたわ」

「本当になんとお礼申し上げていいのか……。フランチェスカ様、俺のために……」

　視線が絡み合い、どちらともなくキスとしようとしたそのとき──。

「あら失礼。ぼんやりしてたら姿を現しちゃったわぁ」

　語尾を伸ばす甘ったるいしゃべり方に、二人は慌てて声のほうを向く。

　視線の先にはルルーナがぷかぷかと浮かんでいた。

「あの、これでレオナルドからは離れられるんですよね。もう大丈夫なんですよね」

「用がなくなったらさっさと城を去れ、羽虫」

　思い思いの言葉を投げかける二人に、ルルーナは哀れなものを見るような目を向ける。そして盛大なため息をついた。

「おめでたいわねぇ。こんなんで足りるわけないじゃない」

　その言葉に二人は顔を見合わせた。

　どうやら風向きがおかしい。嫌な予感が胸に広がる。

「あのね、フランには説明したけれど私は強情騎士サマのおこぼれしかもらえないのよ？　得られる性欲はほんのちょっとなわけ。一度まぐわったくらいで満足するわけないでしょ」

「そんな……」

「それに、そこの変態男の欲がこんな普通の関係で──っと」

「言うな！」

　レオナルドが目にもとまらぬ速さで枕を投げつけるが、それはルルーナに直撃する寸前に空中で止まった。悪魔の力を使ったのだろう。

「まあそういうわけでアタシが満腹になるまでまだかかりそうだからぁ。そうやって関係を持てばいつかはお腹いっぱいになるでしょうけど……はあ、気の長い話ねぇ」

　うんざり顔の悪魔が消えると、枕は床に落ちてぼすんと鈍い音を上げた。

「えーっと、つまり、レオナルドにはまだルルーナが取り憑いたまま？」

「そのようです……」

　レオナルドは悔しそうにうなだれた。
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　遠くから大勢の歓声が聞こえる。おおかた闘技場で行われている騎馬試合の優勝者が決まったのだろう。

　城の裏庭、その隅の生い茂った草の中に座り込み、十歳になったばかりのレオナルドはぼろぼろと涙を流した。

「くそっ、くそ……っ」

　鞘を放り投げて剣を抜く。普段なら絶対に許されない行儀の悪さと男泣きもここなら誰にも見られることはない。

　左手に抜き身の剣を構えると、レオナルドはそれを振りかぶって投げた。

　剣はほとんど真っ直ぐな軌道を描き、数メートル先の木の幹に深々と突き刺さる。

（左手ならこんなに簡単に扱えるのに）

　悔しさばかりがこみ上げてきて、拳を地面にたたきつけた。

　レオナルドは物心ついたときから左利きだった。王家の騎士団長である父親はそのことに昔からいい顔をしなかった。

　カプレシア王国の古い風習に、忌み手というものがある。

　──忌み手で人と握手をしてはいけないよ。その人が悪魔だと言っているに等しいから。

　──忌み手で食べ物に触れてはいけないよ。たちまち毒に変わってしまうから。

　レオナルドの親世代は小さな頃からそう教えられてきた。

　左手は人ならざるものと通ずる手。積極的に使ってはいけないのだ、と。

　まさか本当にそんなことあるはずもなく、昔、悪魔の力を持つと騙り人々を恐怖に陥れた有名なまじない師の利き手が左手だったからというのが通説だ。

　今では街に行けば左利きの人だってそれなりに存在している。

　けれどグレンヴィル家の一人息子であるレオナルドにはそれが許されなかった。

　グレンヴィルは代々王家付きの騎士を務めている由緒正しき伯爵家だ。まだ古い風習が根強く残る王家のしきたりでは、左利きの者は毎年行われる騎馬試合への出場を許されていない。

　王家が観戦するその試合に出られない、つまり主の前で剣を披露できないというのは実質的に王家の騎士としての資格を持たないということだ。

　誇り高き父がそれを許すはずもなかった。

　──グレンヴィル家の男が王家の騎士にならないなど、そんな恥をさらすくらいならいっそ死ね。

　右手ではまともに食事をすることすら難しかった時にそう言われた。その言葉は今でも鋭く胸に突き刺さっている。

　このままでは家族に見捨てられる。レオナルドの子供時代は、だからどこか焦燥感と共にあった。

　王立学校で仲の良い同窓生にちらりとその話をしたこともあるが、「騎士団長は自分にも厳しいからな。そういうのも家族愛っていうんじゃないのか？」とのんきに言われてしまった。家族からの愛情を素直に受けて育っている彼には本当にそう見えたのだろう。打ち明けても徒労に終わると気づいて、それからは誰にも自分の気持ちを話していない。

　愛、だろうか。利き手を理由に人格まで否定するのが。

　自分の将来を思えば王家の騎士という道を勧めるのはわかる。だがもはや父が家の誇りを守りたい一心で言っているとしか思えなかった。

　多忙な父は家を不在にする事も多かったが、それをいいことに利き手を矯正してくれなかった母のことも密かに恨んでいた。

　自分が左利きだと知られれば激怒されるのは目に見えていた。幼少期に直してくれればここまで苦しまなかったはずだ。

「貴方のせいで怒られちゃったよ」

　娘時代の話し方が抜けきらない母はレオナルドが散々折檻されたあとそう言い放った。

　彼女も父に手を上げられて頬には赤い跡がついていたが、レオナルドはそれ以上に全身が青いアザだらけだったというのに。

　愛のない結婚をした母は自分にも愛着を持っていなかったのだろう。

　思い出すだけでなんだか情けなくなってきてまた涙が溢れた。

　こんな家に生まれなきゃよかった。王家付きの騎士がなんだ。そんなものになりたいなんて思った事がない。

（そういえばあいつも王族の親類か……）

　先ほど自分が対峙した相手を思い出す。

　騎馬試合の前には見習い騎士の試合がある。決勝戦まで勝ち上がったレオナルドの相手はジュストといううさんくさい男だった。

　こちらはただでさえ使いにくい右手だというのに、さらに見えないところで反則行為をされた。審判の死角を狙って服を引っ張られ、体勢を崩したところで剣を弾かれてしまったのだ。

　初めて出た騎馬試合で準優勝なんてすごいと周りの級友からは讃えられたが、レオナルドはこの結果に納得していなかった。

（あんなズル野郎、反則されようが左手なら余裕で倒せたのに）

　剣の腕には自信があった。幼い時から暇があれば自主的に訓練してきたからだ。

　しかし剣がしっくりなじんでいたのは左手だった。もちろん見つかるとすぐ父に矯正され、それ以降はなんとか右手を使っている。

　身体の一部のように扱えた剣は、今では単なる異物にしか感じられない。あれほど打ち込んでいたのに大嫌いになりそうだった。

　いっそ自分を勘当でもしてくれないだろうか。貴族じゃなく商人や農民の子だったなら自由に左手を使って生活できたのに。

　悶々と考え込んでいると、茂みががさがさと音を立てた。

「誰かいるの？」

　草をかきわけてその間からぴょこんと顔を覗かせたのは自分よりも二つか三つほど幼い女の子だった。

　レオナルドは慌てて涙を拭う。

　けれど一歩遅かったようで女の子は心配そうに眉をハの字に下げた。

「悲しいの？」

　くりんとした碧色の瞳が印象的な子だ。

　そういえばさっきのジュストとかいうのもこんな色の瞳だったと気づいて、はっとする。

（この子、王族じゃないか。第二王女のフランチェスカ）

　よりによって悩みの原因である王族に泣いている所を見られるなんて。レオナルドは拳をわなわなと震わせた。

　フランチェスカは木に刺さっている剣に気づいて指さす。

「あれ、貴方の？　取ってきてあげる」

　剣を失ったことで泣いていたのだと勘違いしたらしい彼女は、たっと走り出した。

　屈託ない性格から察するに、さぞ周りから愛されて育っているのだろう。

　別にこの女の子が悪いのではないとわかっている。けれど今は八つ当たりでもしないと治まらない気分だった。

「そこには悪魔が刺さっていますよ」

　ちょっとした嫌がらせのつもりでそう言った。悪魔と言えば温室育ちのお姫様なら怖がると思ったのだ。

　級友がやっていた、女の子の目の前にカエルを放つようなくだらないいたずら。からかわれた女の子は悲鳴を上げて飛び退いていた。フランチェスカのそんな様子を見れば少しは溜飲が下がるかと思ったのだ。

　自分でもあまりに馬鹿らしい発想に反吐が出る。だがこうでもしないと苛立ちが静まりそうにない。

　フランチェスカは足を止めるときょとんとして振り向いた。

　叫ぶでも怖がるでもなく、ちょっとだけ微笑むと改めて剣のほうへ進んでいく。今にも剣に手を掛けそうでレオナルドは焦った。

（まずい！）

　悪魔がいるなんてもちろん信じているわけではないが、忌み手で放った剣に姫を触れさせたと知られたら今度は本当に父親に殺されるかもしれない。

　自分に折檻をする恐ろしい形相の父親を思い出して背筋を冷たいものが伝った。

「悪魔なんていないわ。怖がらないで」

　剣が突き刺さった幹をじっくりと確認していたフランチェスカは、笑みを作るとお姉さんぶって言った。

　そして幹に足を突っ張り、剣を引っこ抜く。反動で派手に尻餅をついてひっくり返った。

「大丈夫ですか!?」

　これでは悪魔どころか、単純に怪我をさせたとして大目玉を食らう。レオナルドは慌ててフランチェスカに駆け寄った。

「はい！」

　フランチェスカはけろりとした顔で剣を差し出してくる。

「安心して。なにもいなかったから。もう泣かなくて大丈夫よ。それにもし悪魔がいても私がちゃんとお話しして仲良くなってあげる」

　曇りのないまっすぐな笑顔に良心がずきずきと痛んだ。

　太陽のように明るい優しさを持つフランチェスカに対して、自分はなんて小さい人間なんだろうか。

（もう、やめてくれ。頼むから憎むに値する人間でいてくれ……！）

　そうでないと自分を許せないから、などと勝手なことを思ってしまう。

　レオナルドはわざわざグローブを外して左手を差し出した。

　忌み手という風習は早くに教えられているはずだ。無礼な男だとこの手を振り払ってくれ。そうすれば所詮王族だと、自分の中で納得できる。

　けれどフランチェスカはその手になんのためらいもなく自分の手を重ねた。

「ありがとう」

　柔らかく温かな感触に戸惑いながらレオナルドは女の子を立たせた。

　家族にすら疎まれているこの手を簡単に受け入れてくれた。自分の存在自体をまるごと受け入れられたように錯覚して目頭がじんと熱くなった。

「あなた、グレンヴィル団長の子供よね？」

「レオナルドと申します」

「レオナルド。もしかして手を怪我している？」

　フランチェスカは重ねたままの手をじっと見つめている。

「さっきの試合、とても手が使いにくそうだったわ」

「剣捌きを見ただけでそこまでわかるのですか？」

　年端のいかない少女にそんな観察眼があるのかと素直に驚いた。

「そうじゃなくて、あなたの乗っている馬がなんだかとても動きにくそうだったから」

　指摘されてはっとした。

　剣を左から右に持ち替えたことで、馬の手綱を持つ手も反対になっている。動きがぎこちないのは剣捌きだけでなく、馬の扱いも関係があるのではないか。

「私も馬に乗るのよ。とってもいい子で大好きなの。馬だけじゃなく動物はみんな好き。はじめは警戒されるけれど、じっくり付き合っていけば言葉がなくてもお友達になれるから」

　心の底から楽しそうな笑みを浮かべるフランチェスカにレオナルドも口元を緩めた。

（不思議だ。さっきまであんなにささくれ立っていた心が今はなんだか温かい）

　左手にはまだ小さな手が重ねられている。許されるならずっとこのままでいたい。そんな衝動に駆られる。

　これが忠誠心、なのだろうか。今までどんな教育を受けても理解することができなかったが、彼女を守るためにならいくらでも剣を振るってみたいと思えた。

　フランチェスカは改めてレオナルドの手を確認する。

「大きな怪我はしていないみたい」

「俺が負けたのは……怪我のせいではありません」

「もしかしてジュストのせい？」

「え……」

「審判は見ていなかったようだけれど私のところからは見えていたわ。ジュストが服を引っ張ったのでしょう」

　興奮したのか白い頬はほんのり赤みが差している。その柔らかな頬をフランチェスカはぷくっと膨らませた。

「ジュストはみんなが見ていないところで私に意地悪してくるから嫌いよ。お気に入りの髪飾りを隠したり、突き飛ばしたりしてくるんだもの」

「……ふ」

　笑ったかと思えばむくれてみたり、ころころ表情の変わるフランチェスカが可愛らしい。思わず吹き出すと、フランチェスカの顔色はぱっと明るいものへと変わった。

（そういえば、最初から俺を心配してくれていたな）

　泣いていた自分を励ますために色々考えてくれていたのだろう。

「ねえ、来年は絶対ジュストに勝ってね！　二人でジュストが悔しがるところを見ましょうよ！」

　レオナルドは思わず跪いた。

　まだ本当の騎士でも、ましてや王家付きになったわけでもないのに、この秘密の提案は騎士として絶対に果たさなければならない約束だと感じた。

「勝ちます。絶対に」

　優勝の盾を見せたらフランチェスカはどんなに驚き喜んでくれるだろう。

　その顔を見るためなら右手で剣を使いこなしてみせる。

「貴方のために」

　少しだけキザな言葉に、フランチェスカは屈託ない笑みを浮かべた。

　そんな彼女を見ているとレオナルドの胸は愛しさでいっぱいになる。

　そのとき一陣の風が吹いてフランチェスカのスカートを大きくはためかせた。レオナルドの眼前に広がるのはパニエの白いレース、それから──。
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　目覚めてもすぐには動けなかった。

　下半身の違和感を刺激しないようにレオナルドはじっとしたまま大きく息を吐き出す。

（久しぶりにこの夢を見た）

　幼いときのフランチェスカに想いをめぐらせると、意図せず主張している自身がまたひときわ大きくなる。

　外はもうすっかり暗い。夜の警護に備えて隊長室で仮眠を取っていたレオナルドは顔をしかめる。そろそろ支度をしなければならない。慌ててきつい鍛錬のことや異国で食べた口に合わない料理のことなどを思い出して、なんとかその熱を落ち着かせようとした。

　幸いなことに、見たくもない人物の姿が視界に入って、下半身はすぐに治まった。

「過去の夢を見せたのはお前か」

「なんのこと？」

　漆喰でできた天井の浮き出し模様に沿ってぶらぶらと歩いていたルルーナがきょとんとする。

　真っ逆さまにぶら下がっている姿は、悪魔というより本当はコウモリなんじゃないのかお前は、と突っかかりたくなってくる。

「とぼけるな。お前らが性的な夢を見せて人間を襲うというのは知っている」

「今の夢のどこが性的なのよ」

「やはり見せたな！」

　気色ばむとルルーナは隠す素振りも見せずにうんざり顔をした。

「違うわよ。魂が繋がっているから勝手に記憶が流れ込んできただけ。それにアタシはそんなまどろっこしい手口使わないわぁ」

「どうだかな」

「あれって小さいときの騎士サマとフラン？　かわいい初恋のお話ですこと」

「余計なことを口走るな」

「そのとき騎士サマに会ってたらやっぱり取り憑いていたかもしれないわねぇ」

「子供なんかに取り憑いてどうする。腹がふくれず泣きを見るだけだ」

　しみじみと言う悪魔に反論するとにやりと笑われた。

「あらぁ、私が取り憑くのは欲を持て余している人間だけよ。年齢は関係ないわぁ」

「くだらないことをいう──なっ!?」

　顔を見て話す必要などないと目の端だけでルルーナをとらえていたが、その悪魔が取り出したものにぎょっとして、レオナルドは今日はじめてまともにそちらを見た。

　ルルーナが指にひっかけくるくると布地を振り回している。見覚えのある桃色の生地に赤いリボン。それはさんざん自分の欲を受け止めてきた、子供用のドロワーズだった。

　引き出しの奥底にしまっていたはずだったのになぜそれを。もしフランチェスカの前に持って行かれたら。そう考えて青ざめる。

「これってやっぱりフランのなわけ？」

「返せ!!」

「盗んだの？　それとも頼み込んでもらったわけぇ？」

「そんなわけあるかっ！　似たのを買って──うぐっ」

「あははっ！　でしょうねぇ！　欲しいって言えるような性格じゃないわよねぇ、変態騎士サマ？」

「この羽虫……！」

「褒めているのよ？　面倒な欲を持て余しておいしそうな匂いを出しちゃって。本当に逸材だわ、貴方って。これでアタシに反応してくれればねえ、そのコ」

　ルルーナは気の毒そうな顔で、さっきまで熱を持っていた下半身を指さす。

「まさかフランにしか反応しないなんて……。それこそが貴方を変態たらしめているのかしら」

「うるさい!!」

　隙をついてルルーナの手からドロワーズを奪い返す。これだけは絶対に誰にも見られるわけにはいかない。

　ルルーナはそんなレオナルドの様子を見て真面目な顔になる。

「言ってしまえばいいじゃない。自分の欲望をなにもかもさらけ出して」

「馬鹿なことを。フランチェスカ様の相手が変態でいいわけないだろう。あの無垢な人の相手は完璧でいなければならない」

「あ、自分でも変態とは認めるのね。なぜそこは素直なのよ……」

「己の弱さを知ることこそが完璧な人間への出発点だからだ。脆い部分があるのなら、その上により分厚い蓋をすればいい」

「変態を完璧で塗りつぶすってこと？　無意味だわ。欲望の前ではね」

　ばちばちと火花が飛び散りそうな気迫でいがみ合う。いちいち気に障ることを言う悪魔だ。

　本当は好きだという気持ちすらフランチェスカに打ち明ける気はなかった。王がフランチェスカの結婚相手として連れてくるのは大国の王子だと思っていたからだ。娘を猫かわいがりしている国王のことだ。悪い人間は選ばないだろう。自分なんかに降嫁するよりそのほうがきっとフランチェスカは幸せになれる。

　けれど、彼女は自分を好きだと言ってくれた。自分の命を助けるためにその身を張ってくれた。ならば答えないわけにはいかない。

　自分のおかしな欲望など捨て置いて、フランチェスカを幸せにすることだけに努めなければならない。

　幸いにも自分は「完璧な騎士」などと言われている。このままならフランチェスカの恥になるようなことはない。

「貴方がさっさと自分の無力さに気づくことを願うわぁ。アタシだってみすみす死にたくないもの」

「消えろ。フランチェスカ様と会う前にお前の顔など見たくはない」

　週に一度、フランチェスカが絵の授業を受けたあとに会うのが二人の決まりになっていた。夜が明ければ待ち望んだその日だ。

　懐かしい夢を見たのも、その約束が楽しみで仕方がなかったからかもしれない。

「言われなくても。せいぜいぬるま湯で満足したふりをしていなさい」

　ルルーナは捨て台詞を吐くと瞬く間に姿を消した。

　レオナルドは手の中に握りこんだドロワーズを引き出しの奥深くへとしまった。そのまま欲望ごと葬り去るように。
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「あ、あ……んぅ」

　淫猥な声の響く部屋に、カーテンから漏れた太陽の光が射し込む。

　自分のよがる姿がはっきりと見えてしまうのは恥ずかしいけれど、レオナルドは行為をするのは昼とかたくなに決めているようだった。

　あれから幾度か逢瀬を重ね、そのたびにフランチェスカの身体は快感を教え込まれ花開いていった。

「奥がいいのですか？」

　お互い生まれたままの姿で寝台に身体を起こして座る。後ろからレオナルドに抱きしめられ、しなやかな筋肉のついた胸に自分の身を預けながらフランチェスカは嬌声を上げ続けていた。

　投げ出した足には絡みつくようにレオナルドの足が重ねられて、大きく開いたまま閉じることも出来ない。

　すっかり潤んで紅く膨れた花びらの奥にはすでにレオナルドの自身を深くまで受け入れている。

　横になって睦み合うときよりもさらに中までえぐられて、フランチェスカは快感に打ち震えた。

「ここは？」

　中に穿たれた熱杭へこすりつけるように下腹をぐり、と押される。内壁のざらついたところに刺激を与えられ、歓喜するように中がぎゅうっと締まった。

　レオナルドはさらに下からずん、と突き上げてくる。

「は、あっ」

　一瞬頭が真っ白になるほどの快感に支配される。足を固定されているので身体を動かして熱を逃がすことも出来ず、フランチェスカは悩ましげに首を振った。

　隘路はざわめいて、もっととねだるようにさらにレオナルドの怒張を締め付ける。

　汗のにじむこめかみにレオナルドがそっと口づけを落とした。

「ああ、お可愛らしい。フランチェスカ様、中の感度がどんどんよくなって」

「ち、ちが……っ」

「恥ずかしがることはありません。俺は嬉しいんです。貴方に無理をさせてしまっているのではないかと心配だったから、気持ち良くなってくれて安心しているんですよ」

　ずくんっ、と再び最奥をつかれ上体をのけぞらせた。

　途切れ途切れに与えられる大きな刺激がもどかしい。

「んんっ、──はあっ」

「もしかしていつもよりも気持ちがいいですか？」

　指摘されてぎくりとする。確かにいつもよりさらに奥へと当たっている分気持ちがいい。

　レオナルドの少しかすれた声に耳元で囁かれて背筋をぞくぞくとしたものがせり上がってくる。

「けれど貴方の美しい顔が見えないことだけが残念だ。そうだ鏡でも置いてみましょうか」

「えっ」

「そこに鏡を置いたらこうしていても貴方の顔が見えます」

　寝台の向かいの壁を指さされ顔を上げた。

　男性ばかりの出入りする兵舎には装飾品が少なく、隊長室も例外ではない。絵の一つも飾っていないそこに置くとなれば相当大きな鏡でも置けるだろう。

　弾んだ声で言うレオナルドを信じられない気持ちで見つめた。

（そんなところに鏡があったらこの姿が丸見えじゃない）

　今だって視線を下げれば繋がっているところがはっきりと見えてしまうのに。

　レオナルドが身体を弄るところも突き上げるところも、快楽にあえぐ自分の姿がいやでも目に入ってしまう。

　恥ずかしいはずなのに、想像するとなにかを期待するように蜜路がさらに狭くなった。

「貴方もいい案だと思われますか」

「そんなこと……」

　口でそう言っても身体が反応してしまう。恥ずかしくなってフランチェスカは唇をきゅっと噛んだ。

　レオナルドは、奥まで深々と怒張を飲み込んでいる結合部を愛おしそうになぞる。

「ではすぐにでも用意させましょう」

「待っ……あんっ」

　散々焦らされていた身体にレオナルドの剛直がずんっと穿たれる。

　今度は一度でやめずに反動をつけて何度も突き込まれた。最奥を押し上げられて目の前が真っ白になる。

「フランチェスカ様っ」

「や、あ、ふあっ……あああっ」

　フランチェスカは身体を大きく痙攣させて果てた。

「ぐ……っ」

　ぎゅうっと絞り取るような締め付けに、レオナルドは短いうめき声を上げる。

　フランチェスカの身体を素早くうつ伏せにすると限界まで張り詰めた怒張を抜き、タオルの中に欲を吐き出した。

　うつ伏せのままフランチェスカはぼんやりとして瞬く。身体がどっと疲れ、このまま眠りに落ちてしまいそうだった。

「平気ですか、フランチェスカ様」

「ええ。ごめんなさい、貴方とその……した後はなんだかふわふわした気分になるの」

　心配そうなレオナルドがさっと水を渡してくれる。一口飲んで喉がからからに渇いていたことに気づいた。

　濡れたタオルを身体に滑らせながら、レオナルドはすまなそうな顔をしている。

　身支度を整えてもまだ頭の芯には靄がかかったようで寝台に座ったままレオナルドにもたれかかった。

　自室に帰らなくてはと思うのだが、まだこうして甘えていたい。

「ここでもっと休ませて差し上げられればいいのですが、申し訳ありません。あまりフランチェスカ様を引き留めると他のものが怪しみますので」

　そう言いつつレオナルドは送っていく、とは言わなかった。後ろから優しく抱きしめられて、彼もまだ自分と一緒にいたいのだと嬉しい気持ちになる。

「レオナルドこそ昨晩は警護だったのでしょう。疲れていない？」

「心配には及びません。不本意ですがあの羽虫に取り憑かれてからというもの、夜の方が元気なぐらいで……。ああ、いやその、単純に体力が余っているというか」

「悪魔の力かしらね。ルルーナも夜の方がどこか元気そうだもの」

「奴はフランチェスカ様に会いに行っているのですか」

　レオナルドは盛大に眉をひそめた。どうやら取り憑かれている当人同士はまだ仲がよろしくない様子だ。

「たまにね。少しだけ打ち解けてきた気がするの。楽しい子よ」

「友人になったのですか」

「なりたいわ。ルルーナはどう思っているかわからないけれど」

「……貴方は本当に器の大きいかただ」

　肩をすくめるレオナルドにほっとする。

　真面目な彼のことだ。王族が悪魔と話すことを認めないと怒り出すかもしれないと内心思っていた。

　もちろんそんなことを言われたら絶対に抗議する。

　悪魔だって害を加えないなら仲良くなったほうがいいに決まっているのだから。

（レオナルドが死んじゃうって聞いたときにはなんて酷いって思ったけれど、困っているのはルルーナも同じなのよね）

　利害が一致するなら余計に交流を深めて協力するべきだ。

　幸いなことにルルーナは想像していた悪魔とは違う。楽しい子、と言ったのは本心だ。奔放で、フランチェスカにはない考えを持つ愉快な人物だと思っている。

「フランチェスカ様、俺たちはいつまでもこんな関係のままではいけないと思っています」

「え？」

　急に声の調子が真剣になった彼にフランチェスカは居住まいを正した。

「三ヶ月後、騎馬試合がありますね」

「え、ええ。毎年の恒例行事ですものね……」

「俺は優勝します。貴方に勝利を捧げます。だから──」

　レオナルドはフランチェスカの手を取ると、その指先にそっと口づけた。

「勝利の暁には国王陛下に貴方との結婚を許していただきたいと進言するつもりです」

「レオナルド……！」

「どうか許可を」

「嬉しい……」

　幸福感で胸がいっぱいになる。

　レオナルドはちゃんと自分との未来を思い描いてくれていた。

「貴方がそんなこと考えてくれていたなんて。もちろんいいに決まってるわ」

　筋張った手をそっと自分の頬に持っていき、甘えるように頬をすり寄せる。

「一度は無理だって諦めていたのに……夢みたい。あなたのお嫁さんになれるなんて。お父様もきっと喜ぶわ。私とレオナルドの結婚を望んでいたのはお父様なのだから」

「フランチェスカ様……」

　頬にあったレオナルドの指先がいたずらするように耳朶を撫でる。フランチェスカは小さく笑った。

　本当に夢のようだ。レオナルドとこんなに甘やかな雰囲気になれるなんて。

「ねえ、一つお願いしてもいい？」

「なんなりと」

「貴方をレオって呼んでいいかしら」

「そんなことでしたか。どうぞフランチェスカ様のお好きに」

「私のことも、フランって呼んで欲しいの。二人きりの時はずっと」

「名前、ですか……」

「親しい人はみんなそう呼ぶわ。ね、お願い」

「そう……ですね」

「だって、二人の時は恋人、でしょう？」

　自分で口にした恋人、という言葉に胸が高鳴った。

　悪魔を祓うという建前で始まった関係に今までどこか遠慮していたところがあった。自分は彼のことを心から好いているけれど、レオナルドはどうなのだろう。もしかして自分ほどは好きじゃなのかもしれない。ルルーナがいなくなったらこの関係はどうなるのだろう。そんな不安があった。

　けれどレオナルドは自分との結婚を見据えてくれていた。相手も本気で好きでいてくれているとわかって、甘えたい気分はぐんと大きくなる。

（同じくらいレオも甘えてくれればいいのに）

　名前を愛称で呼び合うようになったら、もっと砕けた関係になれるかもしれないと期待する。

「フラン、様」

　自分が愛称で呼ばれることは快諾したレオナルドだが、呼ぶほうとなると慣れないのかおかしな間で敬称をつけてくる。

　明らかに戸惑っているのが真面目な彼らしい。フランチェスカはくすりと笑った。

「様？」

「フラン、っ──様」

　フランチェスカにしてみれば簡単なことなのに、上手に出来ない彼が可笑しい。

　小刻みに肩を震わせていると、腕を引かれてすっぽりと抱きしめられた。

「ひあっ」

「今はこれで許してください」

「レオ？」

　レオナルドの声は少しだけ震えていた。

　怒っているのか確認しようとすれば、頭を抑えられて首筋に顔を埋める形になってしまい彼の顔は見えなかった。

「ずっと貴方をそう呼びたかった。まさか許されるなんて……」

（これ、怒ってるんじゃないわ。なんだか嬉しそうだもの）

　レオナルドは喜びを噛み殺しているような様子だった。

　そんなに感激するのが不思議だったが、王族を愛称で呼ぶのは普通は無理なのだと納得した。

　だったらなおのこと愛称で呼んで欲しい。

「どうしたの？　いくらでも呼んでいいのに」

「フラン……様」

　やはり敬称をつけないのは完璧な騎士たる彼にとって抵抗があるのだろうか。

（なるほど、強情ね）

　ルルーナがよく彼をそう言い表していたのを思い出して可笑しくなる。

「もうフランって呼ばないと返事をしないことにしようかしら」

「そんな意地悪を言わないでください」

　情けない声を出すレオナルドが新鮮で、もっと困らせたいいたずら心が湧き上がってくる。

「だめ。なんでもお願いしていいって言ったもの」

「フラン、っ……様」

「……」

　肩に顔を埋めたまま返事はしない。

　笑いをこらえて肩がぷるぷると震えているから、本気で無視をしているのではないと気づいているだろうけれど。

「フラン様、どうかそう、ことを急かずに……」

　ますます情けない声で懇願するレオナルドに笑みを深める。

　わがままな子供をあやすように頭をゆったりと撫でられて、それが心地いい。

（ずっとこのままでいたいかも）

「フラン、様。フラン、さ、ま。フラン……さま」

　いよいよ本当にフランチェスカが返事をしないと気づいたのか、レオナルドはぶつぶつと名前をつぶやき始めた。

（可愛いわ）

　フランチェスカの小さなわがままに生真面目に付き合ってくれているところが、なんだかたまらない。相変わらず笑いをこらえながら、胸がきゅんと高鳴る。

　レオナルドが諦めたようにふう、と息をついた。

（からかいすぎちゃったかしら）

　次に名前を呼ばれたときには返事をしてあげよう。「様」がついていても。フランチェスカがそう決めたとき。

「──フラン」

　不意に耳元で低くしっとりとした声に囁かれて、背筋がぞくりとする。

　フランチェスカは弾かれたように頭を上げた。

「ああ、やっと可愛らしいお顔が見られた」

　今度はフランチェスカが狼狽する番だった。

　恋人の愛称を習得した騎士は、余裕綽々でフランチェスカの唇を親指でつうっとなぞる。

　レオナルドがそうするときは大抵キスをする前で、身体が勝手に期待して身構える。

「フラン……」

「な、なに？」

「呼んだだけです。フラン」

　唇に待ち望んでいたキスを落とされて、フランチェスカは目を閉じた。

「フラン、フラン──」

　口づけの角度を変えるたびに名前をつぶやかれる。そうされると自分の名前が甘い愛の言葉のような気分になった。

　レオナルドの唇が愛称を呼ぶたびに震え、フランチェスカの唇に伝わっていく。

「フラン──」

　キスがさらに深いものになりそうなとき、外の廊下に足音がした。仮眠を取っていたものが起きたのだろうか。

　はっとして二人は離れる。

　息を詰めていると、足音はすぐに離れていった。

「これ以上一緒にいると歯止めがきかなくなりそうだ。外が静まったら部屋までお送りいたします」

「うん……」

　本当はもっともっと一緒にいたかった。

（騎馬試合が終われば正式に一緒にいられるようになるわ）

　名残惜しいがあと三ヶ月だと思えば我慢出来ると、フランチェスカは自分に言い聞かせた。





◇






　城の敷地内にある図書館の壁は、床から天井までびっしりと本で埋め尽くされている。

　フランチェスカはどんどん奥へと進んで、薬学の書棚の前にいた。

　専門的すぎておそらく高位の薬師ぐらいしか手にしたことがない分厚い薬草辞典を取り出して真剣にページをめくった。

「この部屋かび臭くっていやだわぁ」

「ルルーナ」

　ぽん、と唐突にあらわれた淫魔は早速顔をしかめている。

「なにしているのぉ？」

「レオのためになることが書いていないか調べているのよ。その……セイヨクを抑える薬草とかがないのかと思って」

　ここは図書館の中でも特に使われていない書棚だ。周りに誰もいないのは知っているが、その単語を大々的に口にするのがはばかられて声を潜めた。

　フランチェスカがなじみのない難しい本を開いているのは、レオナルドの体調を心配してのことだった。

　ルルーナの影響で身体が思い通りにいかないだろうに夜間の護衛もしっかり勤め上げてくれている。そんな彼の体調を少しでもいつも通りにしてあげたかった。

「ふーん。つらいの？」

「なにが？」

「身体がよぉ。あの変態騎士サマが求めてくるから、身体が追いつかないのかって聞いてるの」

「ち、ちがっ……！　ただ、レオが自分の身体を制御できないのは大変なんじゃないかって……」

「なぁんだ」

　ルルーナは心底残念そうに舌打ちした。

（そ、そうよね。ルルーナにとっては私とレオの行為は食事みたいなものなんだから、たくさんしてくれたほうが助かるものね）

「で、見つかったのぉ？」

「うん。これなんだけど」

　開いていた図鑑のページを指さす。そこには葉の先端がぎざぎざと細かく波打っている、一見ただの雑草のような薬草が載っていた。薬学には詳しくないが、効能のところに「精力減退」とあるのをやっとの思いで見つけたのだ。

「これを煎じて飲めばそういう効果も望めるみたい。でも城の庭では見かけたことがないのよね……。すごく珍しい薬草なのかも」

「あら、こんなの町の市場に行けばいくらでも売っているわよぉ」

「本当!?」

「山にして売っていたから別に珍しい草でもないんじゃない？」

　その言葉にぱあっと目の前が明るくなる。

　見たことのない薬草をどうやって手に入れようか考えあぐねていたところだった。

　最悪他国でしか入手できないような類いのものかとも思っていた。自国で、しかも市場に出回っているなら話が早い。

「買いに行きたいわ。でも誰かに頼むわけにも、護衛を頼むわけにもいかないし……」

　こんな効能の薬草が欲しいと知られれば必ず理由を詮索される。

「私、城を抜け出して行ってくる」

　敷地の外に一人で行ったことはないけれど、やるしかない。

　決死の覚悟で言うとルルーナは目を輝かせた。

「あら、ちょっと面白そうじゃない。アタシもついていくわぁ。どうせ暇だし」

「いいの？」

　一人で行くよりよほど心強いが、勝手にすればと言われると思っていたので意外だった。

「暇で暇で仕方ないのよ。あの騎士サマってば毎日毎日、護衛だ訓練だ鍛錬だって……おんなじことばかりやってるんだものぉ。アタシが好きなのは変化！　面白いことは変わりゆく物事とともにあるの」

　城での生活よりはフランチェスカの秘密のおつかいのほうが確かに「変化」がある。

　こうやって話しているとルルーナの性格が段々とわかってきて面白い。フランチェスカは平穏な生活が嫌いではないが、ルルーナは全くの逆。けれど明け透けな物言いはわかりやすくてかえって好感が持てた。




　二人は物陰から厩舎の様子を窺う。

　フランチェスカは普段のドレスから比較的地味な街着に着替えていた。大きなフードのついた外套もしっかり着込んで、身なりの準備は整っている。

　問題なのは足だった。

「あまり時間がかかってしまうとばれるから馬を使いたいの」

「若い男が二人いるわね」

　愛馬に頼れば百人力なのだが、あいにく厩舎の入り口には見張りが立っている。

「当番の近衛兵よ。一人のときもあるのだけれど、今日に限って二人も……」

「おいしそうな若い男が二人も……」

　二人は揃ってため息をついた。

「どうしよう。あの二人にばれたら絶対に馬は使えないわ。ルルーナはなにかいい案ある？」

「さぁね。私の視界からも早く出て行って欲しいことは確かだけれど。目の毒だわぁ。あ、これならどう？」

　ルルーナは近衛兵に人差し指を向けると、くいっと上へひっかくような仕草をする。

　途端に兵士の一人に異変が起きた。

「うおっ！　す、すまんちょっと……」

「おいどうした？」

　前屈みになりすごすごと厩舎の裏へ消えていった兵士を見てルルーナは高笑いした。

「な、なにをしたの？」

「別にぃ。ちょっと下半身を元気にしてあげただけ」

（それって前にレオにもやっていた……）

　あの時はわけがわからなかった「下半身を元気に」の意味が今ならわかる。フランチェスカはレオナルドの逞しい自身を思い出しそうになって慌てて頭を振った。真っ昼間から考えることではない。

（男の人の身体って不思議だわ）

　自分が持たない器官にいろいろな不便を抱えているのかもしれないと気の毒に思って兵士が消えていった方へ目を向けた。

「えいっ」

「う、ぐっ」

　同じ要領でもう一人の兵士も退場させるとルルーナは手を叩いて喜ぶ。

「あははっ！　うまくいったわぁ！」

（ご、ごめんなさい）

　自分の都合を通すために悪魔の力を借りてしまった。かわいそうな兵士達に罪悪感を覚えつつ、フランチェスカは愛馬テオを連れ出した。




　テオは軽快な足取りで市場への道を進む。

　そういえば最近は遠乗りをしていない。久しぶりにフランチェスカと出かけることを純粋に楽しんでいるようだった。

　町が近づくにつれて段々と道行く人も増えてくる。フランチェスカは慌ててフードを目深にかぶった。こうすれば影になって顔は見えないはずだ。

　ルルーナは相変わらず空中に浮きながら、後ろからついてきていた。すいすいと軽いばた足で、まるで泳いでいるようだ。

　水の中よりも抵抗の少ないであろう空中を泳ぐというのはどんなに気持ちがいいだろうと、それを羨望のまなざしで見あげた。

「貴方を見たら他の人がびっくりしそうね」

「見えないわよぉ。自分が認識させたいと思った相手以外には」

「そうなの……なんだか悪魔って便利なのね。私もその力があればもっと簡単に町に来られたでしょうね」

　部屋の窓から飛び出て、町に来ることができたら。そう考えてうっとりする。

　そうすれば二人の兵士を職務怠慢に追い込まなくても良かったのに、と思い至って再び罪のない近衛兵たちに心の中で謝った。

「あ、じゃあ貴方に話しかけちゃ独り言を言っていることになるわね。堂々とお話出来ないのはちょっと残念」

「それなら人間になってあげましょうか」

　ルルーナはその場で宙返りすると、フランチェスカの後ろにすとんと腰掛けた。テオは急に一人分の体重が増えたことをいぶかしんで鼻を鳴らした。

「馬って揺れるのねぇ」

「え!?　なんだか雰囲気が……」

　ルルーナの姿はさっきまでと明らかに変わっていた。

　肌の露出が多すぎる服は、胸元こそざっくりと開いているがおとなしい色の街着に。鮮やかな桃色だった髪と目の色も、赤みがかった深い茶色になっていて完全に人間のようだ。そしてなによりコウモリのような黒い羽が消えている。

「人の身体になったのよ。これで誰からも見えるわぁ」

「本当に便利なのね」

「人間が不便すぎるのよぉ。この姿の時はまるきり人間と同じだから浮くことも別の力を使うことも出来ないわ。さっきみたいなのは期待しないでちょうだい」

「わかったわ。ありがとう、私のお願いを聞いてくれて」

「気にしないで。別に貴方のためじゃないから」

　含みのある笑みを浮かべるルルーナに、フランチェスカは首を傾げる。

　だがすぐに見えてきた賑やかな人混みに心を奪われた。

　市場の入り口にテオをつなぐと、早速行き交う人の波に自分の身体を滑り込ませる。

　木造の小屋のような店が道の両端いっぱいにずらりと並んでいる。店の前側に作り付けられた台にはびっしりと商品が並べられ、客たちの話し声や店主の呼び声で往来はざわざわと賑わっている。

「すごい……。市場ってこんな風になっていたんだ」

「はじめてきたのぉ？」

「きちんと中に入ったのははじめてよ。こんなに人がたくさんいるなんて」

　社会勉強だと兄に連れられ入り口からちらりと覗いたことはあったが、中まで入ったことは今までなかった。

　城にはこんなうるさいくらいの活気に溢れた場所はない。なんだかお祭りのようでワクワクしてくる。

　中へと歩みを進めると、どこからか肉の焼ける美味しそうな匂いが漂ってきた。

　骨付きの肉をハーブに漬け込んで焼いたものや薄いパン生地に肉と野菜を挟んだものなど、ちょうど食べ歩きにぴったりな料理を売っている界隈に辿り着いたようだった。

「はぁ……。あっちにもこっちにも……。お腹がすいたわぁ」

　ルルーナは指をくわえながら半べそをかいている。

「あ、そうよね。なんでも好きなものを食べて。ごちそうするから」

「いいのぉ!?」

　串に刺さった大きな肉の塊を削ぎ落として売っている屋台に、ルルーナは一直線に駆け込んでいった。

　店先ではひげ面でがっしりとした体軀を持つ店主の男が呼び込みをしている。

「おお！　お姉ちゃん、一つどうだい？」

「いただくわぁ」

　ルルーナは店主にがばりと抱きついた。

「ご無沙汰なのね。はぁん、なんていい匂いなのぉ」

「ちょ、ちょ、ちょっと！」

　驚く店主から慌ててルルーナを引き剥がすと、そのまま店が見えなくなるまで更に奥へ進む。

「なにするのよぉ！　なんでも食べていいって言ったじゃない！」

　悪魔はじとりとねめつけてくる。

「そ、そういう意味だと思わなかったの！　前言撤回するわ。お願いだから目当てのものが見つかるまでおとなしくしていてちょうだい……！」

　ルルーナの大胆な行動が目立ちすぎて正体がばれるんじゃないかとひやひやしたが、こちらに注目している人はいない。

　周りを見れば、手には酒の入った大きな木杯を持ち、顔を赤らめて千鳥足になっている人たちがたくさんいる。ルルーナの奇行も酔っ払いの戯れだと片付けられたのかもしれなかった。

　ルルーナはまだ不満そうに口をへの字に曲げていたので、今度は勝手な行動を取らないようにがっしりと手を握ってどんどん奥へと進んで行く。

　野菜や果物を売っている大きな店、装飾品や小物を売っている店を抜けると急に人が少なくなって、落ち着いた雰囲気になった。

　酔客や大声の呼び込みもなく、多様な植物が混ざり合った独特な匂いが立ちこめる、なんだか暗い雰囲気の場所だった。

　店先に並ぶ色が緑や茶に変わったのでフランチェスカはホッとする。やっと薬草を扱う店までたどり着けたのだ。

　とりわけ多くの薬草を置いている店の前でフランチェスカは思わず歓声をあげた。

「あったわ！」

　店先には探し求めていたギザギザの薬草が山と積まれていた。

　さあどのくらい買っていこうかと手を伸ばしかけたとき。

「お嬢さんがた、その薬草を買うのかあ？」

　後ろの店から声を掛けられた。並べられている商品はやはり薬草の類いだったが、店構えはなんだかこじんまり、というより古くさく見える。手入れされていない木の壁が黒ずんでいた。

　店の中には二十代と思われる男が二人いる。

「こっちで買えば安くしてやるよ」

「おまけに煎じて渡してやる」

「まあ、本当ですか？」

　口々に言われ、フランチェスカは顔をほころばせた。

　このまま買っても煎じるのは大変なのだろうとちょうど思っていたところだ。専門家がやってくれるならありがたい。

「さあ店の中へはいんな」

　男の一人が裏から出てきて扉に入るよう促す。

「え、ええ……。ついていっても大丈夫よね？」

　一瞬、扉の奥が真っ暗なことにひるんでルルーナを窺い見た。

「いいんじゃない？　とってもいい人そう」

　ルルーナは男をしっかり見据えたままにやにや笑って舌なめずりしている。その表情の真意はわからないが、言葉のほうを信じることにした。

　店の中はぐるりと暗幕で囲まれていてその隙間から漏れるわずかな明かりでしか中の様子を確認することができない。薬草の独特な匂いが強くなってフランチェスカはうっと息を詰めた。

　目をこらすと壁にはずらりと薬草が吊り下げられている。城の薬師が薬草の中には光に弱いものがあると言っていたのを思い出した。暗幕はそのためなのだろうが、陰鬱な雰囲気に足を進める気分にはなれない。

　なんだかとても恐ろしいところへ来てしまったようないやな予感がした。

「あの、ここで待たせていただきます」

「そんなこと言わずに中に入りなよ」

　入り口の近くで足を止めていると男に背中をどんと押される。

　その荒々しい手つきにさらに不安感が増した。

「さ、そっちの色っぽい姉さんも」

　男がルルーナの腰に手を回してピタリと身体を密着させている。

　ルルーナはとろんとした顔でまんざらでもない様子だった。

「そーねぇ。あ、待って、だめ。奥は行けないわ」

「ああ？　なんだ、その気にさせといて今更」

　部屋の奥へ進もうとする男に、ルルーナは急に真顔になって足をぴんと突っ張った。

　進みたい男と止まりたいルルーナで攻防がはじまる。

「ちょっと、やめてよぉ！」

「いいじゃねえか！」

「や、やめてくださいっ！　この人に触らないで！」

　慌ててフランチェスカは間に入り、ルルーナを庇うようにして引き離す。

「嫌がっているではありませんか！」

「じゃあ代わりにあんたが相手になるか」

　後ろから近づいてきたもう一人の男に急に肩を抱かれぞっとする。厚手の外套の上からだったが、レオナルド以外の男になんて触られたくなかった。

（でもここで逃げるわけにはいかない）

　嫌がるルルーナを危険にさらしたくはない。フランチェスカは恐怖で震える声を、勇気を出して振り絞った。

「そしたらこの人を逃がしてくれますか」

「ああいいぜ。──事が終わればな」

「ちょっとぉ！」

　はっとして振り返るとルルーナがもう一方の男に無理矢理腕を引かれているところだった。

　男は暗幕をかき分け、そこにルルーナをどんと突き飛ばした。

　フランチェスカは気づいていなかったが、どうやら奥にもう一部屋あるらしい。

「ルルーナ！」

　赤みがかった髪を振り乱し、大きくつんのめったところでルルーナの姿は唐突に消えた。

　男たちは顔を見合わせる。

「なっ……。どこへ行ったあの女！」

「逃げられたのか？　まあいいもう一人いる」

　フードに手をかけられ、まずいと思った瞬間には剥ぎ取られていた。

　男は遠慮のない視線でじろじろと見てくる。

「へえ、さっきの姉さんに劣らぬ美人じゃねえか。得したぜ」

「外套ごと取れよ。体つきのほうはどうなんだ」

「へいへい」

　男の手が外套を留めていたリボンにかけられ、フランチェスカは身体をよじってそれを振り払う。

「い、いやっ」

　男たちの後ろにある入り口へは、警戒されていてたどり着けそうにない。ならば、とフランチェスカは真っ直ぐ前へと走り出す。

　先ほどルルーナが突き飛ばされた奥の部屋へ駆け込むと扉を閉め、近くにあった机を置いた。

　まさか自分から奥へ進むとは思わなかっただろう。一瞬虚を衝かれた男たちの間を縫ってこの部屋に来ることができた。

　あとはこちらの部屋から逃げ出すだけ。フランチェスカはほっと息を吐く。

「飛んで火に入る夏の虫だなあ」

　扉の向こうから男たちの下卑た笑い声が聞こえて来て、背筋を冷たいものが流れた。

　部屋の中はさっきよりも真っ暗だった。

　窓も、空気穴の一つもない。むわっと淀んだ空気が溜まっている。

　こんな構造の部屋は城で見たことがない。完全に油断していた。

　逃げられない。一瞬頭によぎった考えを必死に追い払う。

（気を強く持つのよ！　絶望していてもしょうがないじゃない）

　かたかたと小さく震える身体をぎゅっと抱き締めた。

（とにかく、ルルーナだけでも逃げてくれて良かった……。私の用に付き合わせて、やっかいごとに巻き込むわけにはいかないもの）

　もうルルーナを庇う必要はない。自分一人の身ならどうにか逃げおおせる手段はないだろうか。

　この店が外からはずいぶんぼろぼろに見えていたことを思い出す。

　木の壁がどこか腐って脆くなっていたりはしないだろうか。確かめようと静かに動き出したとき、扉がどんと叩かれて身体が跳ねた。

「ほらここを開けな！　隠れてたって時間の問題だろうが！」

　脆い壁を見つける前に心許ない強度の扉が衝撃で壊れそうだ。フランチェスカは慌てて、つっかえに使っていた机を押さえる。

　急に無力感が押し寄せてきてじわりと涙がにじんだ。

（怖い……）

　レオナルドが助けてくれたら。そんな甘い希望が浮かんで虚しくなる。

（誰にも内緒でここに来たのよ。レオがここにいることを知っているわけないし、頼ろうとしても無理なんだから）

　ふと店の外の喧噪が聞こえて来て不思議に思う。

　薬草の店周りはずいぶん静かだと思ったものだが、今は外がなんだか騒がしい。

「お前さんたち、女の子を離してやんなよ」

「なんだあ。ばあさんは引っ込んでろ」

「この店のいい噂は聞かないよ。みんな迷惑してんだ」

　どうやら他の店の者や客からなじられているようだ。男たちはその対応に追われている。

　しめた、とフランチェスカはその隙に出られそうな所を探す。

　床に這いつくばって壁の根元を押していくが、しかし予想に反して人一人が出られるような隙間はない。

「ちっ。面倒くせえな。俺は先に楽しませてもらうぞ」

　男の一人が戻ってきて再び扉を叩きはじめた。押さえに使っている机がそのたびに跳ねる。

（だめ。もう開いちゃう）

　絶望的な気分になったそのとき。

「往来を塞ぐな！　どけ！」

　馬のいななきと共に、低いが良く通る聞き慣れた声がした。

（嘘──）

　それは確かにレオナルドの声だった。

　こんな時に彼の声がするなんて幻聴ではないだろうかと耳を疑うが、声はどんどんはっきりと聞こえ近づいてくる。

「やべえよ。あの紋章、王家の……。あれって王家付きの騎士か？」

「まさかこの女、王家の関係者なんじゃ」

　男たちの慌てた声に被さるようにして、木の割れる乾いた音がした。

「ここか！」

　レオナルドの声が急に近くなる。入り口の扉を蹴破って店内に入ったらしい。

「貴様ら、フラ──女性をさらったな！　どこだ！」

「い、いやあ知りませんねえ」

　男たちは狼狽えつつもあくまでしらを切り通すつもりのようだった。

　フランチェスカは渾身の力で叫んだ。

「レオっ!!」

　瞬間、体当たりで扉がこじ開けられる。

　もうもうと立ち上る埃の向こうには険しい顔をしたレオナルドがいた。

「フラン……」

（来てくれた。本当に──！）

　安心感で体中の力が抜けた。その場にぺたりと座り込むフランチェスカにフードを被せ直すと、レオナルドはその身体を横抱きにして店の外へと出た。

「市場の自警団のものはいるか！」

「は、はい」

　レオナルドの厳しい口調に、店の周りを取り囲んでいた群衆の中から男が一人名乗り出る。

「この店は営業許可が出ていない。あとで城の兵が連行しに来るからそれまで逃げないように縛り上げておけ」

　それだけ告げるとその場でじっと待っていた黒い馬に颯爽と跨がった。

　レオナルドの腕の中で子猫のように小さく丸まっていたフランチェスカはそっとフードをずらして顔をあげた。だが彼は真っ直ぐ前を見ていて、その表情は読み取れない。

　市場の入り口まで戻ってくるとレオナルドは何もない空間に向けて声を張り上げる。

「羽虫！」

「なによぉ」

　ふてくされた顔のルルーナが姿を現す。今度は悪魔の見た目に戻っていた。

「フランチェスカ様の馬はお前が責任を持って城まで連れてこい。できないとは言わせん」

「この馬ってオスかしらぁ」

「そうだ」

「じゃあできるわぁ」

　レオナルドがこちらを全く見ないことにどんどん不安になっていく。

（怒ってる。すごく……）

　当然だ。勝手な行動で、迷惑をかけて。

　フランチェスカは泣きたい気持ちになる。

「あの、ごめんなさい……」

「危ないので黙っていてください」

　やはり目も合わさずに言われ、フランチェスカは情けない表情を隠すようにフードを深く被り直した。




　城へは裏口から入った。

「立てますか」

「は、はい……」

　最低限の言葉で確認すると横抱きからそっと下ろされた。ぬくもりが離れていくととたんに寂しくなる。

　フランチェスカの自室へ行く間、レオナルドは一言も話さず、フランチェスカはただ彼の背にうつむきがちについていった。

「どうぞ」

　扉を開けられ中に入るとレオナルドもそれに続く。

「レオ……」

「……」

　レオナルドは目を合わさないどころか背中を向けてしまった。

「ごめんなさい……本当に……」

　重苦しい雰囲気に萎縮してか細い声しか出なかった。

　レオナルドはそっぽを向いたまま口を開いた。

「なぜこんなことをしたのです」

「城にはない薬草が欲しかったの……。レ、レオの身体が少しでも楽になるように」

　驚いた顔でレオナルドが振り返る。

　ようやく視線が合って少しだけほっとした。

「俺のためですか？」

「そう……。失敗してしまったけど、本当は夜に身体がつらくならない薬草を買ってこようと思って……」

　レオナルドは眉間を押さえてはあっと深い溜め息をついた。

「貴方は馬鹿だ」

「ご、ごめんなさ……」

　向こう見ずなことをして呆れられただろうか。嫌われただろうか。

　うつむいているとぎゅっと強い力で抱き締められた。

「俺のことを思うならどうか無茶なことなんてしないでください。貴方の身に何かあったらと思ったら俺は……」

　レオナルドの声は泣き出しそうな情けないもので、そこでやっと自分がひどく心配をかけていたのだと知った。彼は怒っているものだとばかり思っていたフランチェスカは、はじめて申し訳ないことをしたという気持ちになる。

「もうしないわ。貴方を心配させることは」

「どこを触られたのですか」

「え？」

「あの男たちにどこを触られたのですかと聞いているんです」

　首筋に顔を埋めていたレオナルドがじとりとした視線を投げかけてくる。

「さ、触られてないわ。外套の上から肩を抱かれたくらい」

　男が触れた二の腕をさする。本当は嫌悪感でいっぱいだったけれど、これ以上心配をかけたくないのでさも平気なふりをした。

　レオナルドは外套留めのリボンを荒々しく引っ張ると、粗暴な手つきで床に放った。街着の上から二の腕をじっとりとなぞり、恨めしそうな顔をする。

「忌々しい。貴方の姿があんな下賤なやつらに見られただけでも不快だというのに」

「心配してくれていたのね」

「心配なんてものじゃない。そんな可愛らしいものでは……」

　レオナルドは何かに耐えるようにして眉をぐっと寄せ、うなだれてしまう。

「もっと醜く禍々しい感情です。そのことをどうかご承知おきください。俺はあともう少しであの男たちを斬り伏せているところでした」

「なっ、いきなり斬るのは駄目よ。話が通じる相手なら話し合わなきゃ」

「ええ。さすがに無抵抗の相手を斬っては俺も処分を免れないでしょう。そうすれば貴方をお守りする立場から外されるかもしれないと思いとどまりましたが」

　どこか省みる論点がずれている気がする。

　けれどそれほどに自分を想ってくれていることが少しだけ嬉しかった。

「ちょっとぉ！　馬を人間の姿で厩舎に連れて行ったら兵士に胸をじろじろ見られたわよぉっ！」

　ルルーナが現れるなりぷりぷりと怒っている。腕組みをしながらせわしなく人差し指で二の腕をとんとんと叩いていた。

「アタシと今すぐにでもまぐわいたいっていうような目で見てくるなんてぇ……食べられないごちそうを目の前に突きつけられた気分だわ。不快だわぁっ！」

（いやらしい目で見られたことに怒っていたわけではないのね）

　こちらもどうも怒りの論点がずれている気がして苦笑した。

「ルルーナ、危険な目にあわせてごめんなさい。貴方がレオを呼んできてくれたの？　ありがとう」

　ルルーナは気の毒そうな目でフランチェスカを見た後、諦めたように息を吐き出す。

「どれだけお人好しなのよ貴方は。あのね、アタシが姿を消したのはこの騎士サマから離れられる距離を超えたからよ。それで無理矢理連れ戻されただけ。騎士サマは事情を話したらそのまま飛び出していっただけよ」

「それでも助かったことに変わりないわ」

「……アタシ、本当はあの男たちがどういう目的で店に連れ込んだか最初から知ってたわぁ。本当はそのまままぐわうつもりだったのよ。人間の姿なら出来るんじゃないかと思って」

　まあ無理だったけれど、と悪魔は肩をすくめた。

「じゃあ私がかばったのはお邪魔だったの？　ごめんなさい、知らなくて」

　真面目な調子で謝るフランチェスカを見て、ルルーナはふっと口元を緩ませる。

「お人好しもここまで来るとちょっと面白いじゃない。少なくとも度が過ぎた強情よりは、度が過ぎたお人好しの方が興味をひくわぁ」

　非難するような視線をレオナルドに向けると、相手も敵がい心を隠さない視線を向ける。たちまち二人の間にはばちばちと火花が散った。

　ルルーナはそのやり取りにうんざりしたように、ふんっと鼻を鳴らしてフランチェスカに向き直った。

「ちょっとだけ貴方のこと好きになったわぁ」

　鼻をきゅっと軽く摘ままれると、少しだけ子供に戻ったような気持ちになった。幼い時、自分をからかう姉がよくこういう仕草をしていた。

「で、その企みは成功しそうなのか。人間の姿なら人間とまぐわえるとかいう」

「成功したわけないじゃなぁい。できるならとっくにさっきの兵士とまぐわっているわぁ。できないから渋々戻ってきたんじゃないの」

　再び二人がいがみ合いはじめたので、フランチェスカは慌てて間に入って引き離す。

「ま、まあ解決策はあるのだし今までどおりやっていきましょう」

　場を取りなすと、後ろからふわりと抱き締められた。

「いいのですか？」

　レオナルドの声はもう怒ったような硬いものでも、心配そうに震えているわけでもなかった。どこか楽しそうですらある。

「『解決策』を実行しても」

「だってそうしないとレオが死んじゃ……んっ」

　耳にふっと熱い息をかけられ、思わず身体がびくんと跳ねる。

「今、でも？」

　少しだけ掠れた声は睦み合っているときのそれを想起させる。

（解決策を、今、実行……ってそういうこと？）

　胸元のボタンに手をかけられて、自分の発言がレオナルドの欲に火をつけてしまったのだと気づいた。

　レオナルドが目配せするとルルーナは物分かりよくその場から姿を消す。

　こういうときは仲がいいではないかと思いつつ、フランチェスカは観念してレオナルドに身を委ねた。






第三章　媚薬に溺れる夜









　満天の星の下でレオナルドは一人、剣を振るっていた。

　闘技場はすり鉢状に観客席で囲まれている。その中心で振り下ろす剣の軌道は一寸たりとも狂わない。あたりにはびゅっと風を切る音だけが反響している。

　フランチェスカは柱の陰からそんな彼の姿をそっと見つめていた。

「声をかければいいじゃない」

　唐突に話しかけられて振り向くと、ルルーナが空中に寝そべっている。

　はじめはいきなり現れることにいちいち驚いていたが、もう急に声が聞こえるのにもすっかり慣れた。

　フランチェスカは彼女の提案に首を横に振った。

「夜は近づいて欲しくないって言ってたから」

　ルルーナの影響で夜は性欲が暴発してしまう。以前のキスのように何をしでかすかわからないから、会えない。レオナルドの考えは最初と変わらない。

　性欲を減退させるという薬草を取り寄せればどうかと提案したが、それはルルーナに反対された。そんなものでは悪魔の力には対抗できないらしい。市場へついてきたのは単純に暇だったからだそうだ。

（キス、くらいならいくらでもしてくれていいのに）

　はしたないかもと思いつつそう言ったことがある。レオナルドはもごもごと言いにくそうだったが、もっと別のことをしてしまうかもしれないからとやはり夜会うことに消極的だった。

　それでも会いたい、なんて言ったら困らせてしまうだろうか。

「それよりレオは大丈夫なのかしら。夜は自分を律することが大変なのに稽古なんかして」

「身体を動かしていた方が気がまぎれる分マシって言ってたわよ」

「それならいいのだけれど」

　しばらくレオナルドを見ていたが、剣捌きは全く乱れることがない。相当集中していることがわかる。

「キバシアイ？　とかいうのがあるから鍛錬が欠かせないって言ってたわ。なんだか物騒な催しがあるんでしょ」

　伝統的な行事を物騒などと言われてしまい、フランチェスカはくすりと笑った。

「騎馬試合ね。物騒ってこともないと思うけれど。実際に殺し合ったりするわけじゃないから……。でもみんな実戦に使う剣で戦うから、けが人は毎年出ているわ。レオになにもなければいいのだけれど」

　その試合で優勝すればレオナルドは国王に自分との結婚を願い出る。父親がその申し出を断るわけがないと知っているから、自分たちは晴れて正式な婚約者になれる。

　今からその日が楽しみで、考えるだけで胸が高鳴った。

「あの強情騎士サマは強いの？」

「ええ、とっても。レオは騎馬試合に出るようになって二年目からはずっと優勝しているの。十六歳までは見習いの部門で、だけれど」

「一年目は？」

「準優勝。それでも十分すごいけれどね。こうしてたゆまぬ努力を続けているからこその強さなのでしょうね」

　フランチェスカは月光の下でしなやかに筋肉を躍動させるレオナルドをうっとりと見つめた。

　この姿を見るに、剣筋は今年ももちろん冴え渡っている。優勝は間違いなしだろう。

　飽きずに見つめるフランチェスカと同じように、飽きずに剣を振るっているレオナルドを交互に見てルルーナはどうでも良さそうにその場でぐるぐると宙返りする。

　変化を好むと自分で言っていただけはある。じっとしているのが相当苦手らしい。

「そうだ。これをレオに渡してくれない？」

　フランチェスカは自分の名前が刺繍された真っ白なハンカチを取り出す。

　汗を拭くのに使って欲しい。それに、近づかずともこれなら側で見守っていたということがわかるだろう。

「私も応援しているってきっと伝わるはずだわ」

「自分で渡せばいいじゃない」

「夜だから駄目よ」

　もちろんフランチェスカだって直接駆け寄っていって、額に滲む汗を拭ってやりたい。

　けれどそれが迷惑になると知っているから、半ば無理矢理ルルーナの手に白いシルクを握りこませる。

（いつか……レオとルルーナが離れることが出来たら、夜に逢瀬を楽しみたいわ）

　そう思うのはやっぱりはしたないだろうか。レオナルドも同じ気持ちならいいのにと心の中で願った。





◇






　砂利道に入ったのか馬車が小刻みにガタガタと揺れる。

　王都を抜けてどのくらい経っただろう。確認しようと小窓に手を掛けたところで外から声をかけられた。自分の馬で併走していたレオナルドだ。

「フランチェスカ様、もう少しで目的地です」

「ええ」

「ご気分は？　優れないということはありませんか？」

「平気よ」

「ちょっとでもおかしな点があればすぐに言ってください。昨日刺繍をしていて刺したという中指の怪我は？」

　まるで大病でも患ったかのような口調に思わず吹き出した。

「ちょっと寝ぼけて肌を掠めただけよ。心配するような怪我じゃないわ」

　笑い話のつもりで話したというのにレオナルドはそう捉えなかったようだ。

　これから一行は森の奥にある教会へ慰問に行くところだ。本来は近衛兵だけで警護をする予定だったのだが、レオナルドが強固に志願したためフランチェスカ付きの護衛隊も警護に参加している。

　隊長であるレオナルドは、フランチェスカの座席側にずっとついているらしい。馬車の中から外の音を聞いていると、自分のすぐそばに馬の足音がしている。

「貴方に何かあったらと思うと気が気ではないのです。目を離すとどこかへ行ってしまいそうで」

　少しだけ責めるような口調でそう言われた。

　先日黙って城を抜け出し危険な目にあったところだ。レオナルドが過敏になるのもしょうがないかもしれない。

「過保護なことだな。君の騎士は」

　向かいで悠々と足を組んでいたジュストがはっ、と鼻で笑った。

　本来、慰問は王太子である兄と一緒に行くはずだったのだが、その兄に急用が入り同行することが出来なくなったのだ。

　一人でも立派に王家の仕事を果たしてみせると息巻いていたのだが、蓋を開けてみればなぜかジュストと一緒に行くことになっていた。

　ガタン！　と馬車が一層大きく揺れた。大きな石でも踏んだのだろう。教会に近づくにつれて道が悪くなっていく。

（目指すのが森の奥だもの。しょうがないわね）

「フランチェスカ様、大丈夫ですか!?」

「へ、平気よこのくらい……」

　すぐさまレオナルドの鋭い声が飛んできて、フランチェスカは慌てて答えた。

　ジュストのほうは不機嫌そうに舌打ちしている。

「田舎の道は整備がされていなくて参るな」

（そんなの最初からわかりきってることじゃない）

　苛立ちを隠そうともしないジュストに呆れてしまう。

　彼が兄の代わりを買って出たのはおおかた父に対する点数稼ぎだろう。貴族として慈善事業にも興味があるのだという印象を植え付けたかったからに決まっている。

（だったら私の前でもそういう態度でいてほしいものだわ）

　父や兄の前では優等生なのに、と悔しくなる。

　百歩譲って自分に対してはこの態度でもいい。でもどうか慰問先では、嘘でもいいからきちんとした態度でいて欲しい。

「馬車は私がお守りする。お前たちは先を行って、道の障害を取り除いてこい」

　レオナルドが外で部下に指示する声が聞こえてくる。きびきびとした返事のあと、二頭の馬が遠のいていく足音が聞こえた。

「過保護もたまには役に立つものだ」

　ジュストがにやにやと揶揄するように言ってくる。

　フランチェスカは頭を抱えたくなった。

　今回の慰問は本当に大丈夫なのだろうか。どうか無事に終わりますようにと心の中で強く祈る。

　護衛隊が先回りしてくれたおかげか、道中はなんの問題もなく教会にたどり着いた。

　馬車の扉が開かれ、降りようとすると目の前にはレオナルドが立ちはだかっている。

「フランチェスカ様、お手を」

　レオナルドは真っ正面で両手を差し出している。

（抱きつけってこと!?）

　恋人に抱きしめられて平静でいられる自信がなく、慌てて首を横に振る。

「い、いいわ。自分で降りられるから」

「いいえ、何があるかわかりませんから」

　さらりと言いのけられ、レオナルドはその場をどこうとしない。

　過保護も度が過ぎているのではないだろうか、と思ったときふわりと身体が浮いた。

「ちょっ!?」

　腰を持ち上げられ、一瞬の浮遊感ののち足が地面につく。

「さすがお姫様だ」

　ジュストが「だからお前はいつまでも子供なんだ」と言わんばかりににやにやとこちらを見てくる。フランチェスカはかっと顔を赤くしてうつむいた。

（こんなだから舐められるんだわ。私のばか！）

　王女らしく毅然とした態度でいたいのに。

　きっ、とレオナルドを見上げるといつもどおりの無表情だった。さも当然のことをしたというような態度だ。

　フランチェスカは諦めて教会を見やる。

　こぢんまりとした古い教会だけれどまめに手入れされているのがよくわかる。

　この教会は孤児院を兼ねていると聞いている。やんちゃ盛りの子供達がいながら古い建物を綺麗に維持するのはなかなか出来ることではないのだと兄が言っていたのを思い出す。

　そのとき教会の扉が勢いよく開いて、中から十人ほどの子供達がわっと飛び出してきた。たちまち三人は子供達に囲まれる。

「お姫様だ！　かわいい！」

「すっげー！　本物の甲冑じゃん」

　子供達を追いかけるように教会からは若いシスター達も出てくる。

「申し訳ありません。教会の中で待つように言ったのですが」

「構いませんよ。今日はこの子たちに会うために来たのですから」

　足にまとわりつく子供達を引き剥がそうとするシスターを手で制した。

　スカートにしがみついて自分を見上げている女の子の頭をそっと撫でてやると、たちまち目を輝かせる。

「ねーねーこの剣って本物？」

「気安く触るな」

　腰に下げていた剣を物珍しそうにつつく男の子に、ジュストは目もくれない。

（なんのためにここへ来たのですか）

　呆れた態度に、予想が嫌なほうに当たってしまったことを察した。ジュストにとって慰問先で愛想を振りまいても無意味らしい。

　レオナルドはどうしているかと慌ててそちらを振り向く。酷い態度を取ることはないだろうが、基本的に無表情なレオナルドが子供好きだとも思えなかったからだ。

　明らかに困惑の表情を浮かべながらも、腰をかがめてしっかりと子供達と目を合わせているレオナルドを見てほっとした。慣れないながらも真摯に対応しようとしているのがよくわかる。

　真正面から向き合った活発そうな男の子は物怖じせずになにやら話しかけていた。

「お前って騎士？」

「そうだが」

「これ痛くない？」

　言うなり甲冑で覆われた脛をガンガンと叩き始める。

「痛くない」

　レオナルドが質問にのみ簡潔に答えると、周りにいた子供達もわっと大笑いする。

　さらに弱った様子でレオナルドはこちらを見た。

「なにが面白かったのですか、今のは」

「貴方が真面目に答えてあげたからでしょう」

　柔らかく微笑んで答えれば、彼は真剣な顔で子供達に向き直った。

「騎士ってさー、ずっと前から騎士？」

「十六歳の成人からだ。それまでは見習いだ」

「騎士はさー将来何になりたい？」

「いや、ずっと騎士だが……」

「俺はねー豆パン」

「豆パン!?」

「じゃあ私はねークッキー」

「なんだ!?　好きな食べ物の話か!?」

「騎士ー俺のこと持てる？」

　子供の話は突拍子がない。目を白黒させているレオナルドの腕に、ぴょんと一人の男の子がしがみつく。そのまま持ち上げてやると男の子は腕にぶら下がった。

「きゃはははっ」

「騎士ー！　俺も俺も！」

「私もー！」

　さらに周りにいた子供達が身体を登り始める。レオナルドは狼狽えてはいたものの、嫌がっている風ではない。フランチェスカは温かなまなざしを向けた。

　その視線に気づいたレオナルドがばつの悪そうな顔をする。

「も、申し訳ありません。この状態では貴方をお守りできない。今子供たちを下ろします」

「いいえ、それでいいのですよレオナルド」

　子供たちを慎重に下ろそうとするレオナルドを手で制す。

　子供が嫌いでないならずっとそうして遊んであげてほしかった。

（それに、小さい子に翻弄されるレオがちょっとかわいいわ）

　貴重な光景を微笑ましく眺めていると教会の扉が静かに開き、老婆のシスターが出てきた。

「遠いところよくおいでくださいました。子供たちの相手をしているのは普段私達女ばかり。そんな風に遊んでもらう機会がなかなかありませんゆえ、どうか非礼をお許しください」

「お役に立てたなら良かったです」

　ここの責任者であろう彼女は、静かながらよく通る声で言った。背丈は小さいがしゃんとしている。服も首から提げた十字架もずいぶん年季が入っているが、教会の建物と同じくよく手入れされているのがわかった。

　子供の何人かがそのシスターに駆け寄って抱きつく。

　フランチェスカは丁寧な暮らしぶりを感じさせるシスターに好感をもった。なんとなく、このシスターのもとで育てられた子供達は実直な子に育ちそうだと思えた。

「早く本題に入らせていただきたいものだな」

　優しい気持ちになっているところに、ジュストのなじるような声がする。

「そんな言い方……」

「失礼いたしました。どうぞ中へお入りください」

　シスターは気にとめない様子で教会の中へと促してくれたが、フランチェスカは発言を流すことが出来なかった。

（慰問なのだからいつもみたいににこにこしていてほしいものだわ）

　周りが貴族や王族の夜会ならばこんな態度ではないのに。

　やきもきしているとレオナルドがそっと耳打ちしてくる。

「フラン、申し訳ないが俺はここにいさせてもらいます」

「どうしたの？」

「悪魔に取り憑かれた人間が入ってはまずいでしょう」

（それもそう……なのかしら）

　ルルーナのあっけらかんとした性格を見ているとそんなことは気にしなくても良さそうだが、もしかしたら神様のほうはお怒りになるかもしれない。

「そのかわり教会の警護は俺の部下と兵でしっかり周りを囲みますので」

「わかったわ。警護もほどほどで大丈夫。かわりに子供達と遊んであげて」

　律儀に対策を考えてくれているが、こんな森の奥の教会でそれは杞憂だろう。

　それよりもすっかりなついた子供達と楽しく過ごして欲しい。

　レオナルドがまとわりついていた子供の頭をポンポンと撫でる。彼の無意識の行動にその子は嬉しそうに目を細めた。

「ただ、貴方になにかあれば神にたたられようとお側へ駆けつけます。遠慮せず呼んでください」

「悪魔に取り憑かれたり神様にたたられたり大変ね。ふふ、平気よ」

　真面目な顔で物騒なことを言ってくるレオナルドに笑いかけるとシスターの後について教会に入った。

　古い教会は中もやはり年季が入っていたが、紹介されたステンドグラスや神像は綺麗に磨かれていた。

「手入れが行き届いていますね。シスター達がどれほど教会を大切にされているのかよくわかります」

「ええ、もちろんこの身に代えても守る大切な場所だと思っています。けれどこの老体と同じ、いくら大切にしていても形あるものはもろくなっていくものです」

　シスターが天井を仰ぎ見るのに倣ってフランチェスカも上を向く。天井には雨漏りの跡らしき大小の染みがあった。

「ここだけではありません。壁の隙間からは風が入り、冬は子供達が寒さをしのぐのに苦労しています」

「まあ大変。すぐにでも修繕したほうがいいわ。ねえジュスト」

　うしろにいたジュストを見ると、天井にも壁にも興味がなさそうに若いシスターを眺め回している。

　フランチェスカはため息をつきたいのをなんとか我慢した。

（本当になにをしに来たのかしら。一緒に来てくれたのがお兄様だったらよかったのに）

　兄ならば予算繰りの話など、もっと具体的な案が出せただろう。修繕費がもらえるのかシスターとしても気になるところだったろうに、と申し訳なく思う。

　そのとき、扉を乱暴に開ける音が教会に響き渡った。開いたのは自分が入ってきた正面口の反対側にある小さな裏口だった。そちらから一組の男女が入ってくる。二人とも走ってきたのか肩で息をしており、纏っている外套は泥やほこりで薄汚れている。

　予期せぬ事態にフランチェスカは身体を硬くした。

「物乞いか？」

　ジュストは盛大に顔をしかめている。

　シスターがゆったりとした足取りで男女に近づいていった。動じない姿を見てフランチェスカも冷静さを取り戻す。

「どうされたのですか、お若い方達」

　話を聞いてもらえるとわかり、男女は安堵したようだった。張り詰めていた教会の空気が少しだけ緩むが、女性の一言で教会には再び緊張が走る。

「どうか、この指輪を外してください……！」

　女性が左手を差し出す。その薬指には婚姻の証である指輪が光っていた。

　若いシスターたちは居心地が悪そうにうつむいた。

「……理由を聞きましょうか」

　シスターの問いかけに答えたのは男性のほうだった。

「僕たちはこれから駆け落ちするつもりです。追っ手をまいてなんとかここにたどり着いたのです」

「追っ手？」

「私の夫が差し向けたものです」

　フランチェスカが首を傾げると、女性が頷く。その顔はすっかり憔悴していた。

「親の決めた相手です。でももう耐えられない。なにもかも捨ててこの人とやり直したいのです」

　女性がボロボロの外套を脱ぐ。中に着ているものは意外にも上等で、はじめの印象よりはずいぶん高貴な身分だろうと予想された。だが、それよりも驚いたのは身体中にある痣だった。胸元や腕など素肌が見えている部分は赤黒い痣で覆われている。

　酷い暴力を受けてきたのだ。フランチェスカは息をのんだ。

「全て夫から受けたものです。私はこのままだと死んでしまいます」

「どうかお願いします。僕はこの人を助けたいんです」

　二人は女性の婚姻を解消して駆け落ちするつもりなのだ。そのためには神前でその証である指輪をはずさないといけない。

　結婚指輪は神に結婚を誓った証として神の前ではめるものだ。それをはずすのは神に背く行為だとして忌避されている。神職であるシスター達には絶対に出来ない行為だった。

「姦淫か。汚らわしい」

　切実な訴えを一言で切り捨てるジュストにかっとなってフランチェスカは叫んだ。

「なんてこというんですか！　あなたにはこの怪我が見えないの!?」

「指輪をしている女が他の男と関係を持ったらそれは姦淫だ」

（だからって……）

　望まない結婚の末、暴力まで振るわれて命からがら逃げてきた人に言うことだろうか。

「確かにそう思われても仕方ありません。だからこの結婚をもうなかったことにしたいのです。どうかどなたかこの指輪を外してはくれませんか」

　女の今にも泣き出しそうな訴えに、シスターたちはただただうなだれるばかりだ。

「馬鹿なことを。なぜ自ら自分の魂を汚れさせるようなことをせねばならないのだ」

「馬鹿ねー。そんなんで魂汚れさせるほど神も暇じゃないわよ」

　ジュストが鼻で笑ったとき、聞き覚えのある声にはっとしてそちらを見た。

　そこには神像の頭の上であぐらをかいているルルーナがいた。

「えっ、あなたこの中に入れるの!?」

　驚きから思わず大声を出してしまい、いぶかしむような周りの視線に慌てて口をつぐむ。ルルーナは基本的に周りから見えない、ということが頭から抜け落ちていた。

「あ、ち、違……。ちょっと待っていてください」

　神像に駆け寄って、口元に手を当て声の音量を限界まで落とす。

　いつも通り、にやにやと楽しそうに笑っている悪魔にそっと話しかけた。

「てっきり教会の中には入れないのかと……」

「今は天使がいないからよ。さすがに天使がいるときに入ったらぼこぼこにされるわぁ」

「そこ、降りたほうがいいんじゃないの？　怒られない？」

　教会の中で一番大事にされているであろう、白い大理石の神像の上にルルーナは座り込んでいる。神様の頭にはルルーナの柔らかい太ももがめり込んでいた。

「像は像でしょ。これが神だって人間が言ってるだけだもの。ただの石に乗ってるだけよ。それにしても指輪を外すだの外さないだのでずいぶんもめているじゃない。人間達も暇ねぇ」

「みんな神様に背くのは怖いのよ。姿の見えない神様は昔から畏怖の対象なの」

「フランも？」

「え？」

「貴方もそう思うわけ？　指輪を外したら魂が汚れるの？」

　そう問われ、フランチェスカは少し考えて首を横に振った。

「ううん。思わない。指輪をはずすのはあの二人を救うことになるから。間違った行いをしなければきっと神様も見逃してくれるわ。悪魔のルルーナとだってお友達になれたのだもの。神様だって話せばわかると思うの」

「それでこそお人好しなフランだわ」

　ルルーナは満足そうににんまりと笑った。

　フランチェスカがみんなのほうに向き直ると老婆のシスターが祈りを捧げるときのように手を組んでいた。

「神託はおわったのですか」

「神託？」

「その神像がフランチェスカ様にお告げを与えたのでは」

（神どころか話していたのは悪魔だけれど）

「そう……です」

　もちろん本当のことを言うわけにはいかないのでそういうことにしておいた。

　東の国では神も三度までなら許してくれるという古い教えがあるらしい。この国の神もそうであることを祈るばかりだ。

「私が指輪を外しましょう。神もお許しくださいます」

　多分、と心の中で付け加える。

「ありがとうございます……っ」

　女性は心底安堵したように目には涙を浮かべた。

　すっかり痩せこけた女の細い指から、指輪は簡単に外すことができた。これが忌避行為だなんて信じられないくらいあっさりと。

　男女の安心したような明るい顔を見てやはり自分がやったことは間違っていないのだとフランチェスカは思った。

「過去を捨てることは出来ないけれど、ここから新たな道に進むことはできます。どうかお二人のこれからが幸せでありますように」

　そう言うと、二人は目に涙を浮かべながら礼を述べた。

「シスター、すみません。神前で忌避行為を……」

「いいえ。神託通りの立派な行いでした」

　優しく微笑むシスターの目はどことなく全てを見通しているのではないかと思わせる光が宿っている。

　そのとき、正面入り口の扉がばんと開け放たれた。硬い表情で仁王立ちしているのはレオナルドだ。

「失礼する」

　ずかずかと進み出て、二人の男女に品定めするような視線を送った。

「部下から何者かが教会に侵入したと報告を受けましたが、この二人でしょうか」

「そうです。でも怪しい人達じゃないわ。本当に教会に用事があったかたたちですから」

「そうでしたか。とんだ早とちりを」

　レオナルドは威嚇するような気配を消すと、一礼して出て行こうと振り向きかけた。

「どうだかな。神に背くという、教会にとって一番の反逆者のように思うが」

「ジュスト！　貴方いい加減にしてください！　なぜ人の気持ちを考えようとしないのです」

　中でのやりとりをしらないレオナルドは何事かと眉をひそめている。

　むきになって反論するフランチェスカにジュストはハンッと鼻で笑った。

「君もだ、フランチェスカ。魂の汚れた姫君が何を偉そうに」

「なんだと？」

　口を開いたのはレオナルドだった。じろり、と険しい視線を向けられジュストは芝居がかった大げさな仕草で肩をすくめる。

「レオナルド、聞けばがっかりするぞ。お前がかいがいしく守ってきた姫様は神に背いた」

「意味がわかりません」

「忌避行為を働いたんだよ。誓いの指輪を外したんだ」

「……それで」

「察しの悪いやつだなぁ。フランチェスカの魂はすっかり薄汚れてしまったのさ。残念だったなぁ、せっかく完璧な騎士との呼び声も高いのに、主君はちっとも完璧じゃないなん──ひっ」

　レオナルドが腰元の剣に手を掛けてからジュストの喉元に突きつけるまで一瞬の出来事だった。

　ジュストはにやにやと緩んでいた口元を恐怖にわななかせ、冷や汗を流している。

「な、なにを……。おい、剣をおろせ」

「……」

「ぼ、僕のほうが身分が上だ。わきまえろ」

「勘違いをするな」

　すっかりおびえて震える声でわめき立てるジュストはレオナルドの一声で静かになった。感情を極力抑えた低い声には隠しきれない激しい怒りが滲んでいる。

「家柄などなんの関係がある。俺はフランチェスカ様に仕える騎士だ。いくら親類といえどフランチェスカ様を愚弄するものは容赦なく斬る」

「フッ、フランチェスカがそんな命令をするか」

　主君が望んでいないことだろうから、こんな恐ろしいことはやめろ。ジュストはそう言いたかったのだろうが、レオナルドは不敵に口元を緩ませただけで剣を下ろそうとはしない。

「フランチェスカ様がそんな命を下すはずがないと百も承知。だからこそ、だ」

　レオナルドが剣を軽く握り直すと甲冑と柄が当たって、さらなる威嚇をするように鋭い金属音が鳴った。

「騎士が護るのは主の身の安全、そして名誉だ。どうか俺が完璧な騎士と呼ばれていることをお忘れなきよう」

　忠誠心の高い騎士ならば命令がなくとも主を護るために剣を振るう。それは身に危険が迫っているときだけではなく、人格を攻撃されているときだって例外に当たらない。

　レオナルドが剣をしまうと、ジュストはその場にずるずるとへたり込んだ。自分はともすれば切り伏せられていたのだとわかったのだろう。

「神聖な場での抜剣、失礼した」

　シスターに一礼するとレオナルドはまっすぐな足取りで教会を出て行った。





◇






　あらかじめ取っておいた宿に着いたときにはすっかり夜になっていた。

　長い一日もようやく終わる。フランチェスカは息をつくと、寝台に腰を下ろした。

　そしてスカーフに包んであったものを膝の上で大事そうに広げる。

　中に入っていたのはクッキーだった。一口かじると優しい甘さが広がって思わず微笑む。

　今日のために子供達が作ったのだとシスターが教えてくれた。

（本当は全部自分たちで食べたかったでしょうに）

　教会の修理だってままならない場所だ。食事だってずいぶん切り詰めているだろう。それでも自分にこれを持たせてくれた気持ちにじんと胸が熱くなる。

（そうだわ）

　いいことに気がついて、そっと扉を開けた。隙間からのぞくとやはり、部屋の前で警護をしているのはレオナルドだった。

「なにかご用ですか」

　視線は前にやったまま、いつも通り真面目くさった調子のレオナルドが口を開く。

「子供達からクッキーをもらったの。レオも食べない？」

「仕事中ですので」

　レオナルドの視線が前を向いたままなのでおとなしくクッキーを引っ込めた。

「そうよね。……今日はありがとう」

「はい？」

「ジュストに言い返してくれたとき、本当は嬉しかったの。だってジュストって口がうまくて、色々言われてばかりなんだもの。教会で剣を抜いてはいけないって知ってるけど、でも私のために怒ってくれてありがとう」

　そう言うとやっとレオナルドの表情が柔らかいものになる。

「当たり前のことをしたまでです。本来なら罰を受けてもしょうがないところを汲んでくれて、俺の方こそありがとう、フラン」

　急に名前を呼ばれて微笑まれ、胸がきゅんと高鳴る。

　衝動的に手に触れると、びくりとしてレオナルドは飛び退いた。

「あ、ご、ごめんなさい」

「いや、その……私の理性が飛んでしまうかもしれない。どうかお戻りを」

　フランチェスカはおとなしく部屋へと戻り、寝台にごろりと寝転がった。

（触らなかったらもう少しお話が出来ていたかも知れないのに、私のばかっ！）

　失敗に頭を抱えて足をばたつかせた。

（邪魔、しちゃったわ。レオは夜がつらいのに頑張って警護してくれているのに。でもどうしても触れたくて）

「騎士サマを部屋には入れないの？」

　もんもんと悩んでいると、ルルーナがあらわれた。

　足をばたつかせていたから寝衣の裾がめくれ上がっていたが、ルルーナの大胆な服を見ているとそれもどうでもいいかと思ってしまう。

　フランチェスカは自嘲気味に笑った。

「夜だから。邪魔しちゃ駄目よ」

「フランは騎士サマと一緒にいたいのかと思ってたわぁ」

「そうだけど……」

「なぜわがままを言わないのぉ？」

「困らせたくないの。本来ならレオは夜、私に会いたくないのよ。自分に厳しい人だもの。自分自身を律することが出来ないのがきっといやなのね」

　それを聞いてルルーナはむっとしたように頬を膨らませた。

「別にアタシが取り憑いているからって夜に体調がおかしくなるわけじゃないわぁ。ちょっと性欲が増えるだけじゃない」

　フランチェスカは困ったように眉を下げた。

「それがいやなんだと思う。真面目な人なのよ。わかってあげて？」

「だって、そんなんじゃいつまでたっても……」

　なにやら考え込んでいたルルーナがぱっと顔を上げた。

「フランは？　フランは夜の騎士サマと会うのがいやなの？」

「そんなわけ……。本当はいつだって会いたいわ。身体のことだって、その……私で役に立つならなんとかしてあげたいし」

　聞くなり、ルルーナはにやりと笑みを浮かべる。

「なら、話が早いわね」

　親指をがりっと噛むと、ルルーナの指からは血があふれ出す。それをフランチェスカの口の中に突っ込んだ。

「んむっ」

　砂糖とも果実とも違う不思議な甘さが口の中いっぱいに広がる。

　押し戻そうとするがそれがあまりに美味でしばらく味わってしまった。

　はっと正気を取り戻したのは、ルルーナが自ら指を抜いたときだった。

「な、なに……？」

「淫魔の血は特別な力があるの。これで素直になれるわよ。ほら、騎士サマを誘ってきなさい」

「も、もしかして自白剤なの？」

「違うわよ。媚薬よ、媚薬。男ならこんなことしなくてもその気にさせられるんだけど、女には能力が使えないから」

「媚薬？　媚薬って何？」

「知らないのぉ？　じゃあ騎士サマに聞きなさいな」

　説明嫌いの悪魔はそう言い残すとあっさり消えてしまった。

　媚薬とは一体何なのか。ぽかんとしてさっきまでルルーナがいた空間を見つめる。

「……なんだか暑いわ」

　気がつけば全身にじっとりと汗をかいていた。

　チェストにある水差しを取ろうと立ち上がって、足に力が入らないことに気づく。あっ、と思ったときにはもう遅く、前のめりになって床に倒れ込んだ。

　水差しが落ちてガシャンと派手な音を上げる。

「どうされましたか!!」

「あ……レオ……」

　血相を変えたレオナルドが飛び込んでくる。心配させてしまうから早く立たないとと思うのに、身体には依然として力が入らない。

　それどころか熱まで上がってきたようだ。レオナルドを見た瞬間なんだかふわふわとした気持ちになって、頭の芯がぼうっとする。

　レオナルドは浅い息をするフランチェスカに駆け寄った。

「お体の具合が悪いのですか」

「違うの。ちょっとふらついただけ」

　背中をさすられると、ぞくりとした感覚がせり上がってくる。

「はあ……っ」

「フラン？」

　思わず悩ましげな吐息が漏れ、自分の身体に困惑した。

「身体が熱い……。熱があるのかもしれない。一度寝台へお連れします」

　逞しい腕で横抱きにされるとたまらない気持ちになって、身をくねらせる。

「んん……」

　レオナルドに触れられたところがどんどん熱くなっていく。

　介抱する優しい手つきなのに、まるで行為のときのような気持ちが後から後からわき上がってくる。

　身体の奥が甘く痺れ、自分が中心を濡らしているのに気づいて半べそをかいた。

「わ、私おかしくなっちゃったのかしら」

　寝台に横たえられた後も秘部はじんじんと熱いままだ。

「ねえレオ……媚薬ってなに？」

「なっ、なにをおっしゃって……」

「身体が熱くなる薬なの？　私それを飲んじゃったの……」

　聞くなりレオナルドは鬼の形相になる。

「誰に盛られたっ!!」

「ルルーナ……。ち、違うの。なにか考えがあったんだと思うの」

　レオナルドは自分に取り憑く悪魔の名前を聞くとすぐさま立ち上がり、周りを見回す。今ルルーナがあらわれたら部屋の中で剣を振り回しそうな勢いだった。

　彼の服の端を掴んで止めようとするがうまく力が入らない。

「このままどんどん熱くなって死んじゃうの？」

　涙声で尋ねればレオナルドはばつの悪そうな表情をした。

「そんなことはありません。媚薬はそんな効能の薬ではないのです。よく聞いてくださいフラン、その……媚薬というのは性欲を高める薬なんです」

「そんな……。私が前に買いにいった薬草と真逆の薬ってこと？」

　レオナルドが無言で頷く。

　まさかルルーナの血にそんな効果があるなんて。けれど淫魔という種族の性質を思えばある意味当然かもしれない。

　問題はいつまでこの症状が続くのか、だ。

「どうしよう。身体がすごく熱いの。どうすれば治るの？」

「一般的には時間が経って体内の毒が消化されれば。もしくは……せ、性欲を解消すれば治まるかと」

「なんだか似ているわね……」

「似ている？」

　触られてもいないのに、身体はどんどん熱くなる。秘めた部分の疼きも大きくなって、ドロワーズはすっかり濡れてしまっているだろう。

　勝手に身体の熱を高められることがこんなにつらいなんて知らなかった。

　フランチェスカは目にうっすらと涙の膜を張る。

「貴方もその欲が満足しないとルルーナから離れられないのでしょう。その状況と似ているわ。レオも夜はこんな風になるから私と会わなかったの？」

「それは──」

「つらかったでしょう。ごめんなさい、私は貴方のことなにもわかってあげられなかった」

「フラン、そんなことは……」

　レオナルドがそっと頭を撫で、その手は降りていって耳朶をなぞる。

　遠慮気味ではあったが、それは睦み合うときの触れ方のようだった。

「んぅ……っ」

　駆け巡る快感に耐えるように身体を捩った。

　いいのだろうか、このまま先をしてしまって。レオナルドに任せてしまって。

　流されそうになりながら、フランチェスカの頭を疑問がよぎる。

「で、出て行ってください。私も耐えてみせます」

「なっ」

「貴方の仕事を邪魔するつもりは、ないですから」

　レオナルドはこんな風にならないために自制していた。それを自分の熱が高まったからと言って決まりを破らせていいのだろうか。

（駄目よ、そんなの）

　彼も毎夜こんなに切ない気持ちを抱いていたのなら、自分だってそれを味わわないと不公平ではないか。

「ですが……」

「これは命令です！」

　やけになって言うと、レオナルドは腰を上げた。

「……わかりました」

　その大きな背にすがりたい、という気持ちはぎゅっと拳を握って耐える。

　ぱたんと扉が閉じられると、涙の膜が壊れてまなじりから一筋流れた。
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　レオナルドは扉を閉めるなり前傾になってよろけた。思わず膝をつきそうになるが、フランチェスカが自分の職務を優先してくれたことが頭によぎりふらふらと直立する。

　下衣の中では自身が痛いほどに反り返っている。

　こんな醜態で護衛などお笑いだ。けれど今は与えられた仕事を全うするほかない。

　フランチェスカのすすり泣くような声が微かに聞こえてくる。潤んだ瞳と上気した顔で見つめられたことや、汗と欲の混じった甘い香りが思い出されて下半身がさらにずくんと大きくなった。

　すすり泣く声が行為のときの喘ぐ様に重なって、煩悩を払うように頭を振った。

（フラン……）

　恋人同士だというのに扉を隔ててただ欲望を我慢しているなんて、あまりに滑稽だ。

　フランチェスカの身体を楽にしてやりたい。

　本当に意向を汲むなら口先だけの命令など聞かずあのまま抱けば良かった。

　昼間、ジュストに高説を垂れたばかりだというのに。

（何が完璧な騎士だ）

　思わず自嘲気味に笑った。

　命令がなくてもそれが身と名誉を守るためなら騎士は剣を振るう。言ったそばからフランチェスカの「命令」を盾にして一人にしてしまっている。身体の熱を解放して欲しいなんてわかりきったことなのに。

（フラン、すまない……）

　さっさと部屋の中に戻ることが最善なのに、足はその場から動かなかった。

　今フランチェスカと向き合うのが怖い。

　身体の変化に戸惑っている恋人に対して、自分はいつも通り優しく抱いてやることが出来るだろうか。

　下半身では膨れ上がった欲望が否と告げている。

　今、フランチェスカに触れるのはまずい。どんな抱き方をしてしまうかわからない。

　窓の外はもうとっくに闇が支配している。この時間が恨めしい。太陽が昇っているときなら迷わず部屋へ舞い戻ったのに。

　はっと気づいた時には目の前にルルーナがいた。口元こそいつものようににやついているが、目の奥は笑っていなかった。

「あらぁ、色っぽい声。フランでも一人でするのかしら」

「余計なことを言うな！」

　それだけは考えないようにしていたのに。ルルーナの一言で頭の中は一気にその映像に支配される。

　フランチェスカが真っ赤な顔とたどたどしい手つきで自分の秘めたところに触れている妄想に。

（なにが、主の名誉を守るのが騎士の役目だ）

　あろうことか主君の自慰を想像して下半身を膨らませるなど、不敬の極みではないか。

　考えるな。だめだ。考えるな。

　──無理だ。

　理性と本能が脳内をぐるぐる巡ってくらくらしてくる。

　ふらつく足取りでなんとか姿勢を維持すると、ルルーナをねめつけた。

「貴様、なぜフランに薬を盛った！　この悪魔！」

　悪魔、というのはこいつにとって悪口でもなんでもないなと言ってから気づく。自分は相当頭が参っているようだ。

　ルルーナはそれでもむっとして眉をしかめた。

「アタシは何も間違ってないわぁ。ちょっと協力しただけ。むしろ感謝して欲しいくらい。それよりもあんたよ、ド変態強情騎士サマ。あんた本当にフランが好きなのぉ？　よくあの状態のフランを放置できるわね」

「……フランがそれを望んでいる」

「うそ！　うそうそ！　あんた本当は自信がないんでしょ。自分の性欲をフランにぶつけることが。ばれたら嫌われると思ってるんでしょ」

「うるさいぞ。俺は警護を……」

「その身体でぇ？」

　不自然に膨らんだ下衣を指される。表にまで響いてはいないが、それは中で先走りを溢れさせ下着を汚している。

「あんたは結局自分が一番可愛いのよ」

「そんなわけがあるか……！　俺はフラン以上に大切なものなど──」

　むせぶ声が大きくなってはっと口をつぐんだ。

「好きにすればぁ。あんたが恋人の泣き声を一晩中聞いていることで性欲が満足するタチなら止めはしないけど。ああ、意外とその線もありそうね、変態騎士サマ？」

「消えろ……っ」

　苦々しく言い放つと、ルルーナは捨て台詞のかわりにべえっと舌を出して消えた。

　レオナルドはしばし眉をひそめて考え込んでいたが、決心したように扉に手を掛けた。
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　レオナルドが目の前からいなくなればもしかしたらこの熱が治まるかもと期待したが、その願いは儚く散った。

　部屋に一人残されてからもじんじんと甘い痺れが全身を支配している。

　むしろさっきよりも熱は増しているようだった。身体の中に澱のように溜まっていって、放出できないのがもどかしい。

　じっとしていられなくて寝返りをうつと、秘部に濡れて張り付いていたドロワーズがこすれてさらに反応してしまう。

（レオ……）

　考えると余計につらいとわかっているのに、考えずにはいられない。

　身体をこんな風に熱くさせるのも高みへとやってしまうのも、いつもレオナルドだった。

　彼がいないのにこんな反応をしてしまってはどうしていいのかわからない。

（時間が経てば治るって言ってたわ。もしくは性欲を解消すればって）

　前者はもはや絶望的に思えた。いつまで続くかわからない熱をこのまま我慢出来そうにない。けれど後者もどうすればいいのかさっぱりわからない。

　もう一度仰向けになって、レオナルドとの行為を反芻してみることにした。

　思い出すだけで身体が疼くので考えないようにしていたが、そうしないと性欲を解消するやり方とやらが見つかりそうになかった。

（レオナルドはいつも口づけをしてくれて、それが段々深くなっていって……）

　いつもそうされるように、親指でそっと唇をなぞってみる。これから口づけを与えてくれる予告のような大好きな仕草だが、レオナルドのいない今それはむなしいだけだと悟った。

（その後は首筋に口づけしてくれて、それが段々降りていって……）

　首をなぞると背筋がゾクゾクする。そのまま指を下に滑らせていって、たどり着いたのは胸だった。

（ここもレオナルドはいつも気持ち良くしてくれるわ）

　ナイトドレスの上からふに、と膨らみを触ってみると、中心の突起が布にこすれて中途半端な快感が襲ってくる。今度はその突起を摘まんでみると奥がずくんと疼いた。

「あ……はぁ……っ」

　けれど、それだけだ。熱は依然として解放されないまま身体の中でくすぶっている。中途半端に触れたことで余計に高ぶってしまったようにも思えた。

（じゃあ、あとは……）

　決心してぐっしょりと濡れたドロワーズを脱いだ。

　肩幅にも満たないくらいに足を開いてそろりと中心に指を這わせる。

　縋る思いで触れた割れ目は案の定しとどに濡れていた。

　フランチェスカはレオナルドを思い出して必死に指を動かした。

　割れ目に浅く指を一本挿し入れ上下に動かすと、中からは蜜がこぽりと溢れ出てくる。そのまま指を上に持って行くと、爪が花芽を掠めた。

「ひぁ……っ」

　円を描くように丸くこねたり押しつぶしてみると、ビリビリと痺れるような快感がある。

　だがレオナルドがいつも与えてくれる刺激には及ばない。このままでは高みへ上り詰められそうになかった。

「ふ、ぅ……ぐすっ……」

　フランチェスカは情けない泣き声を上げた。

　触れてしまったから身体はどんどん熱くなっているのに、そのまま解放されない欲を持て余すなんてただの地獄だ。

　自分の細くたどたどしい指では無理だ。あの温かく大きな手で触ってくれなきゃ、低く心地の良い声で囁いてくれなくちゃだめだ。

（レオ……）

「フラン」

　さんざん心の中で求めていた声がついに外へ漏れたのかと思った。そのくらいぴったりのタイミングでレオナルドが部屋に入ってくる。

　フランチェスカは慌ててナイトドレスの中に潜り込ませていた指を抜き去る。

「なっ、なんで……」

　問いかけには答えずレオナルドは自分にのしかかって来た。

「命令に背くことをお許しください。俺が貴方の熱を解放します」

「……早く」

　出て行ってと言おうとしたのに、紡ぎ出したのは全く別の言葉だった。

　彼は命令を聞いて警護に戻ってくれたのに、自分が我慢出来なくてどうする。そう思うのに、身体がレオナルドを求めて止まない。

　ほっとして身体の力を抜くと、レオナルドは今さっきまで秘所に這わせていた指をパクリと口に含んでしまった。

　ねっとりと指先に舌を巻き付けられて、それだけで身体は期待に打ち震えた。

「フランの味がする」

「やぁ、言わないで……」

「自分で上手に出来ましたか」

　聞かれて首をぶんぶん横に振った。

「できないっ。さ、触ってもどんどん熱くなるばっかりで、れ、レオみたいに気持ち良く出来ないのぉっ」

　もどかしい気持ちが溢れて涙がぽろぽろとこぼれてくる。

「い、いつもみたいにして？　レオっ、気持ち良く……っ」

「……すぐに」

　レオナルドのほうもすでに汗だくで、自分の衣服を邪魔くさそうに全て取り去る。そしてフランチェスカのナイトドレスとその下に来ていたシュミーズを一気に脱がせた。

　フランチェスカの足を自分の肩に掛けるとすぐに、濡れて光る割れ目に手を這わせる。

　いつもの優しい前戯を飛ばされたことに内心ほっとしていた。段々と身体を開かれていくようなレオナルドとの行為は好きだが、今日も同じようにされたらもどかしくておかしくなってしまいそうだったから。

　レオナルドが指でそこをなぞり上げただけでぐちゅ、と粘ついた水音がする。

「……すごい」

　散々濡れているのは知っていたが、素直に驚嘆されると恥ずかしくなる。

　レオナルドはぷくりと紅く膨れ上がった花芽に手を伸ばした。蜜を絡めて押しつぶされながら擦られるとフランチェスカの身体はすぐに上り詰めた。

「あ、あっ、あああぁぁぁっ」

　自分で弄ったときにはもどかしいばかりだったのに、レオナルドはすぐに熱を解放してくれる。魔法の指だとフランチェスカは思う。

　再び中から蜜が溢れてきて、ふやけたそこはひくひくと誘う様にうごめく。

「ほぐす必要もなさそうだ。……もう、入れます」

　そう言うと怒張の先端が入り口にあてがわれる。そして一気に最奥へと突き込まれた。

「ふああっ！」

　甘い電流が身体に走って、フランチェスカは白い首をのけぞらせてよがった。

　ろくに触れてもないのにそこはとろとろにふやけきっていた。渇望していたものを離すまいときゅうきゅうと締め付けている。

「う、ぐ……っ」

　レオナルドもいつもより余裕がなさそうに顔をしかめている。

　いつにも増して彼のものが大きく感じるのは気のせいだろうか。硬さも熱さも普段以上に感じてしまうのはルルーナの薬のせいだろうか。それとも、夜だから？

　少しだけ気を取られているとレオナルドが入り口ぎりぎりまで自身を引いた。そして奥へと打ち込むように挿入する。

「やあぁぁっ！」

　頭を振りかぶりフランチェスカは達してしまう。

　快感を受け取る器官がいつもの何十倍もの感度で働いているようだ。

「フラン、フランっ！」

　レオナルドはフランチェスカが達しても律動をやめなかった。

　普段なら、達すれば息が整うのを待ち耳元で甘い言葉を囁いてくれる彼が、がつがつと獣の捕食のように身体を揺さぶってくる。けれど嫌じゃなかった。

　ギラギラと欲に濡れた目で射貫かれ、レオナルドも本気で欲情しているのがわかるから。

　口の端を舐める仕草はやっぱり獲物を見つけた獣のようで、そんなところにどうしようもなく熱がぶり返した。

（もっと、欲しがって──）

　本当に食べられちゃってもいい。本気で、求められたい。

「れ、お……っ」

　キスをねだって頬に手を伸ばすと、すぐにレオナルドは答えてくれた。

　いつものように段々深くなっていく優しいキスではない。はじめから舌をねじ込まれて、それについていこうと必死で舌を絡ませた。

　段階なんて、今はいらない。ただ本能のまま欲されたい。

　レオナルドは律動を続けながらもむさぼるように舌を絡ませ続ける。やめて欲しくなくて、フランチェスカは首に抱きついた。

　また、頂点が近い。

　目の前がちかちかと白くはじけそうだった。

　レオナルドを中に受け入れるようになってから、一日に何度も達したことはなかった。いつも自分が一度達したあとは身体を拭いたり身支度を調えてくれて、負担がないか気にかけてくれていた。

　けれど本当のレオナルドはこんなに貪欲に自分を求めたかったのかもしれない。

　最奥に押しつけられた怒張で円を描くようにぐりぐりと押されて、フランチェスカは身体を大きく痙攣させた。

「あ、あ、ふあぁぁぁっ！」

「ぐ……」

　隘路がさらにきつくしまり、中のレオナルドを締め付ける。剛直はそのまま欲望を中にまき散らした。腹の奥で熱い飛沫がはじける。はじめての感覚すら快感と受け取って身体を震わせた。

　体内の熱はまだもやもやと残っていたが、身もだえるほどではない。

　息をついたところで、繋がったままの身体をぐるりとひっくり返された。

　うつ伏せになったフランチェスカの腰をレオナルドはぐいと持ち上げる。上半身は体力を使いすぎて力が入らず、お尻だけを突き出している状態になる。

「レオ……？」

「この体勢もお好きでしたね」

　言うなりレオナルドは抽送を開始した。腹側の内壁にあるざらざらとした部分はこうしたほうが感じるのだと彼にはとっくに暴かれている。

　中に穿たれる熱杭は堅さも大きさも全く失われてはいなかった。

「や、待っ……あんっ」

　ざらついた部分を張り出した傘で擦られ、それだけでもたまらないのに、右手は茂みをかき分けて紅い真珠を弄り始める。

　きゅっと花芽を摘ままれる度にいっそう隘路が締まって、中での快感が高まった。

「やああっ、そこ、っ、だめぇ……っ」

「ここですね？　知っていますよ、フランの感じるところは全部。だから何度でも、イってくださいっ」

　最奥を突かれ紅玉を押しつぶされ、フランチェスカは再び高みへ登らされる。シーツをぎゅっと握り下半身をガクガクと揺らすと、中ではレオナルドがもう一度欲を吐き出した気配がした。

　身体が、熱い。でもこれはもう媚薬のせいではない気がした。

　散々弄られ達した余韻が残っている、そんな熱さだ。

　ずるりとレオナルドの自身が抜かれると支えがなくなった身体はこてんと横になる。頭の芯が痺れたようになって、うまく思考がまとまらない。

　ぼうっとしているとレオナルドに身体を仰向けにされる。拭いてくれるのだろうかと思っていたら、足を開かされてさすがに驚いた。

「え……」

　出そうと思った声は音にならなかった。喉がからからに乾いているからだ。

　レオナルドは再び自身を隘路にあてがっている。その大きさはやはり先ほどまでと変わりない。

（まだするの？　私の媚薬の効果はもう切れたみたいなのだけど……）

　レオナルド無理しないで、と言いたかったがやはり声がうまく出なかった。

「はぁ……っ、フラン、まだここをこんなに濡らして。いけない人だ」

　そうつぶやくレオナルドの顔を見てフランチェスカの背筋はぞくぞくと粟立つ。

　彼の瞳はまだギラギラと欲に濡れていた。

（レオがまだしたいんだ……）

　ようやく気づいた。自分が媚薬で高められた以上の熱をレオナルドは普段から持ち合わせていたのだと。

　不思議と嬉しさのようなものがこみ上げてくる。

　ようやくレオナルドの欲望をちゃんと受け入れられるような気がして。

　瞬間、ずぶりと剛直を突き入れられ、フランチェスカは意識を飛ばした。




　ひやりとする湿った感覚が肌を滑る。火照った身体が静まっていくようで心地がいい。

「ん……」

「目が覚めましたか」

「レオ……」

　まぶたを開いて真っ先に目に飛び込んできたのはレオナルドの申し訳なさそうな顔だった。

　彼は額を拭いていた濡れたタオルを脇に置き、水の入ったカップを持たせてくれる。一口飲むとすぐに喉が潤った。

　あれからどれくらい時間が経ったのだろう。外はうっすらと白んでいてもう朝が近いようだ。

　自分の格好を見ると下着からナイトドレスまできっちり着込んで、身体のべたつきもない。レオナルドが整えてくれたのだろう。

　絶望的な気持ちになるほど熱くもどかしかった身体も、もうすっかりいつも通りに戻っている。

　力を入れると腰が砕けたようになって、立ち上がるのに相当難儀しそうではあったが。

（一晩に何回もしたらこうなるってこと？）

　激しかった昨夜の行為を思い出してフランチェスカは顔を赤らめた。

「申し訳ありません」

「え？」

「命令に背き、貴方の身体に触れました」

　硬い表情で律儀に謝る彼を見て思わず笑ってしまう。

「貴方はそれで私が怒っていると思う？　出てってなんて言ったけど本当は私、レオに……あ、愛して欲しいって思ってたみたい」

　許しの言葉を受けてやっとレオナルドは安心したように緊張をほどいた。

「レオはいつもそう。私が本当はどうして欲しいのか言わなくてもわかるみたい」

「買いかぶりすぎです」

「そんなことないわ。貴方はもっと自分に自信を持っていいのに」

「……私の選択はいつも間違っています」

「え？」

「父親にそう言われて育ちました。お前には騎士としての適性がまるでない。いっそ自分が思うほうと反対の答えを選んだほうがましだと」

「お父様、厳しい方だったのね」

　レオナルドの父親であるグレンヴィル伯爵は騎士団長としての務めを評価されて、現在は家令として地方領地の管理を任されている。国王は他人にも自分にも厳しい人柄を高く買っているようだが、幼少期の彼に対してもそんな態度だったことに少なからず驚いた。

「すみません、昔話を」

「ううん、もっと聞きたい。貴方のこともっと知りたいの。教えて？」

　ねだるように頭を寄せると、ぽんぽんと優しく撫でられる。

　レオナルドは遠い目をしてぽつりとつぶやいた。

「私は昔左利きだったんです」

「はじめて騎馬試合に出たときね」

　フランチェスカの言葉にレオナルドは意外そうに目を丸くした。

「覚えていましたか」

「とても悔しそうだったわ」

　それがレオナルドとはじめてまともに話したときだともちろん覚えていた。人目につかないところで一人泣いていた男の子の姿は強く記憶に残っている。

　そのあとはなかなか二人きりで話すこともなく大人になってしまったが、フランチェスカはひそかに毎年レオナルドの試合を応援していたのだ。

　彼が本当に次の年、見習いの部で優勝したときには両手が痛くなるほどの拍手を送った。

　一人前の騎士となったレオナルドはどんどん頭角をあらわしていった。その評判を聞くたびに努力家で、そして負けず嫌いなのだと幼い日の姿が思い出された。

　レオナルドは自分の左手に視線を落とし、続ける。

「この国の古い風習で左手は忌み手──人ならざるものに通ずる手だと思われています。その言い伝えをまともに信じているものはもういないでしょう。けれど父は許さなかった。城に仕えるためにはどうしても右利きでなければ」

「それって騎馬試合に出るためよね？　確か騎馬試合は右利きの騎士しか出られないはず」

「そうです。神聖なる王族の前で行われる試合が忌み手であってはならないと決まっていますから」

　レオナルドは疲れたように大きく息をついた。

「代々王家付きの騎士という家系を誇りに思っている父は、私にもその道を行くように教育してきました。王家に仕えるものはとにかく完璧でいなければならない。それが父の口癖だった。息子の利き手が忌み手だというのももちろん許さず、無理矢理それを矯正させました」

「そうだったの……」

　あの日、レオナルドが泣いていた本当の意味を知ってフランチェスカの心はずきりと痛んだ。

　単純にジュストがずるをしてきたのが悔しくて泣いていたのだと思っていた。その裏には父親からの厳しいしつけがあったなんて。

「騎士になるための教育も父から直接受けました。子供の頃の私は、恥ずかしながら忠誠というものをよくわかっておらず、父をやきもきさせました。お前は完璧から最も遠い存在だとよく言われましたよ。完璧でないならグレンヴィル家の嫡子ではないとも」

　自嘲気味に笑うレオナルドの表情はなんだか泣きそうに弱々しい。

「フランの目に私が自信がないように映るなら幼少期の体験が理由かもしれませんね。完璧な騎士などと評されていても俺はしょせん──」

「貴方は完璧よ！」

「おっと」

　勢いよく起き上がるが、腰に力が入らないのを忘れていて前につんのめる。その身体をレオナルドが支えた。

「レオは完璧なんだから！」

　彼の腕の中でそう言葉を重ねる。

　与えられた立場にふさわしくなろうと努力し自分を磨いているレオナルドだからこそ、若くして慕われるし、周りからの評判も良いのだ。

　それに真面目で優しくて、自分のことをわかってくれるレオナルドが大好きだ。

　利き手が右だろうが左だろうがなんだっていい。こうして側にいてくれるだけでフランチェスカにとってはかけがえのない人なのだから。

　だから自分をもっと認めてあげて欲しい。

「自信を持っていいわ！　私も、お父様もお兄様もお姉様も貴方のことを完璧な騎士だと言っているから！　大丈夫よ！」

「……ありがとうございます」

　微笑むレオナルドの顔には少しだけ影があった。

　自分の気持ちが上手に伝わらなかっただろうかと不安がよぎる。

　心に溢れる愛しさをどうしてうまく伝えることが出来ないんだろう。

　貴方は素晴らしい人なのだと、彼にわかって欲しいだけなのに。

　フランチェスカはレオナルドをそっと抱きしめた。言葉より少しでも想いが伝わるよう願って。






第四章　約束と決戦









　自室を目指して階段を上る自分の後ろにレオナルドが付き従っている。

　横を歩けばいいのにと言えば、主が階段を踏み外したとき支えられるように後ろを歩くのは騎士の心得の基本だと言われた。

　ただでさえ二人きりになれることが少ないのだ。本当は騎士の決まりなんてどうでもいいから隣を歩いて欲しかったけれど、困らせたくなくてそのわがままを飲み込んだ。

　もし自分がレオナルドの妻になったら、そしたら堂々と隣を歩ける。

　騎馬試合で優勝したら、彼は結婚を申し込んでくれるのだ。その約束があるから今はレオナルドが後ろを歩いていたって寂しくない。

　毎年行われているその行事がこんなに楽しみなのははじめてだった。

　階段をうきうきとした足取りで上りきると、しかし気分は一瞬にして地の底まで落ちた。

　踊り場にはジュストがいたのだ。それ以外に人影はない。彼はいつも通り、見下すような笑みを浮かべている。

「やあ、あの慰問以来だな」

「そうね」

　マナーがなっていないことを承知で、挨拶もそこそこに横を通り過ぎようとする。

　だが、ジュストはフランチェスカの前にずいと進み出て道を遮った。

「つれないなあ。一ヶ月ぶりくらいか？　もう少し愛想良くしたらどうだ」

「いつもこんな顔なの。急いでいるからどいてください」

　わざとつんとした態度で言ってのけるが、ジュストは動揺するでもなく相変わらずどく気配がない。

「僕に礼はないのか？」

「なんの？」

　思い当たる節が全くなくて、思わず素できょとんとしてしまう。

　ジュストは肩をすくめた。

「教会のことだ。誰にも言ってない」

「……私、言いふらされて困るようなことしてないわ」

　謝って欲しいことならたくさんあるが、自分のほうが礼を言わされるなんて全く心当たりがない。

「とぼけるなよ。教会での忌避行為、忘れたとは言わせないぜ」

「そんなこと……。言いたいなら勝手に言えばいいじゃない」

　勝ち誇ったように言われて呆れてしまった。

「冗談を。君は僕の未来の花嫁なんだ。わざわざ君の評価を下げるようなことはしないさ」

「そう。自分のためってことね」

「よくわかってるじゃないか」

　不意にフランチェスカの背後に視線をやったジュストがぎくりとして硬直した。

　つられて振り向くと、レオナルドが殺気をまき散らして剣に手を掛けているところだった。慌ててその手を上から押さえつける。

「お、抑えて！」

　ジュストの態度は相変わらず癇にさわるが、それだけで剣を抜いたとあればレオナルドが責任を負うことになってしまう。彼が罰を受けるのだけは避けたかった。

　レオナルドが渋々柄から手をはなすと、ジュストは露骨に安堵し薄く笑った。

「野蛮だな、君の騎士は」

「レオナルドはそんな人ではありませんっ！　そうなる理由を胸に手を当てて考えてみたら」

　このまま話していてもらちがあかない。もうさっさと行ってしまおうとジュストを押しのけ進もうとしたとき、ぐいと手をつかまれた。

「まあ待てよ」

「離してってば！」

「そろそろ騎馬試合の時期だな？」

　慰問の話をしていたと思ったら今度は騎馬試合。急な話の方向転換を怪訝に思う。

「そ、それがなに？」

「僕は優勝する。その暁には君との結婚を陛下に打診しようと思う」

「なっ……！」

　予想もしていなかった宣言に言葉を失う。

　レオナルドの纏う雰囲気もぴりっと張り詰めたものになった。

「陛下もきっとお喜びになるだろう。君をそろそろ嫁に出したいところだろうし、家柄も人柄も僕なら文句はないだろうしね」

「貴方自分を買いかぶりすぎだわ」

　呆れ果てるフランチェスカにジュストは得意げに鼻を鳴らす。

「知らないのか？　僕は結構うまいこと立ち回っているんだぜ」

　確かに本当の性格はともかく、外面だけなら優等生であることは事実だ。

「だから君もそのつもりで愛想の練習でもしておくんだな」

「しないわ。だって剣の腕はレオナルドのほうが上だもの。貴方じゃ優勝できないわ」

　上から目線な物言いには辟易するが、彼の思惑通りに行くはずがない。だからいつもより強気になれた。

　レオナルドをちらりと見れば、殺気を隠すことなく鋭い目つきでジュストをにらんでいたが、剣に手を掛けてはいない。

（そうよ。こんなところで喧嘩することないのよ。正式な試合で倒せばいいのだから）

「それはどうだろうな」

　不意に、掴まれていた腕をさらにぐいと引かれる。

　目の前に迫ってくるのは自分とよく似た碧色の瞳だ。

（え、うそ──）

　このままだとキスされてしまう。はっと気づいてむちゃくちゃに腕を振り回した。

「いやっ、離してっ」

「フラン──っ」

「おっと」

　肩をどんと押され、掴まれていた腕は離される。

　ジュストに突き飛ばされたのと、レオナルドが慌てて自分の名前を呼ぶのは同時だった。重心が後ろに移り、ふわ、と嫌な浮遊感が身体を包んだ。

（お、落ちる……！）

　背中を階段に打ちつけながら転げ落ちるのを想像してぎゅっと目をつぶった。

「フランチェスカ様！」

　だが背中に受けたのは階段の硬い衝撃ではなかった。

　ふわりとレオナルドの香りにつつまれて、彼が身を挺してかばってくれたことを理解すると同時にダン！　と鈍い音がして慌てて目を開ける。

「ぐ、う……っ」

「レオ！」

　自分には擦り傷一つなかった。その代わり自分の下敷きになっているレオナルドが顔をしかめて、左手で右の手首を押さえていた。

　こめかみに汗を滲ませる彼を見てフランチェスカは真っ青になる。

「すまない、挨拶のキスをしようと思ったのだが『なぜか』フランチェスカが暴れたもので手を離してしまった。だがレオナルドのおかげで大きな怪我はしなかったようだな。右手を犠牲にしてまで姫を守るとはさすが完璧な騎士殿だ」

　ジュストはこちらを見下ろしながら、可笑しくて仕方がないという風に肩を揺らしていた。

「嘘よ！　貴方が突き飛ばしたのよ！」

「言いがかりはやめてくれないか。まさか僕が騎馬試合で優勝するために、わざと君をレオナルドの方に突き飛ばしたとでも？」

「白々しい……！」

「証拠のない話はただの嘘だ。フランチェスカ、よく覚えておくように」

　そう言い捨てるとジュストは身を翻して行ってしまった。

　身体が震えるほどの怒りを覚えたのははじめてだった。悔しくてぎゅっと唇を噛みしめる。

「う……」

「レオ！　ごめんなさい……！　早く医務室に行きましょう」

「いえ、平気です。このくらいなら放っておいても問題ありません」

　その言葉を無視してサーコートの袖をまくり上げると手首は赤くなって腫れ上がっていた。

　見るからに痛々しくてフランチェスカは思わず息をのむ。

「こっ、このままにしていいわけないでしょう!?」

「しかし今は警護中で……」

「だめっ！　命令です。ちゃんと手当てして！」

「……ですが、怪我をしたと周りに知れるのがまずいのです」

　頑なに医者に診せるのを嫌がる彼に泣きたくなってくる。

「だって、折れてるかもしれないのよ？　レオの身体になにかあったら私……」

「いえ、骨折はしていません。ただの捻挫でしょう」

　さもなんでもないことのように言うが、手首の腫れはさらに酷くなる一方だ。

「わかったわ。捻挫の治療にはなにが必要なの？　私が持ってくるから」

「そんな、フランチェスカ様のお手を煩わせるわけには」

　なおも遠慮するレオナルドだが、フランチェスカもここで引き下がるわけにはいかない。

　しばらく沈黙が続いた後、レオナルドが諦めたように小さく息をついた。

「清潔な布と氷があれば」

「布と氷ね。わかった」

　そのとき、階段の下からメイドたちの談笑する声がして息を潜めた。

「中庭で待ってて。そこなら誰もいないはずだから」

　小声でそれだけ言うと、フランチェスカは自室へ向かった。

　刺繍の練習に使う木綿の生地をかき集めると厨房へ足を運んだ。野菜の下ごしらえをしていた若いキッチンメイドはフランチェスカの姿を見ると酷く慌てていた。厨房に王族が顔を出すなんて想像もしていなかったのだろう。氷を分けて欲しいと言えば理由を聞かずに持たせてくれたのがありがたかった。

　必要なものを揃えて足早に中庭へと向かう。

　レオナルドは壁に背を預けて座っていた。手首が痛むのか、顔色は良くない。

「遅くなってごめんなさい」

　そばに膝をつくとそっと手を取り、熱を持って赤くなった皮膚に氷を当てた。

「痛む……わよね？」

「いえ、大分楽になりました」

　苦痛に歪んでいた表情がいつも通りに戻っていたのでひとまず安心した。

　今度は木綿の布を細く裂いて手首に巻き付けようとするが、手首に緩く絡まるばかりでうまくいかない。

「ちょ、ちょっと待ってね」

　痛みがないよう腫れた部分にはなるべく触れないように気をつける。そのたどたどしい手つきを見ていたレオナルドが小さく笑った。

「代わりましょう」

「ご、ごめんなさい」

　レオナルドは口に布の端をくわえると、左手だけで器用に巻いていく。力を込めて布をきつく巻くものだから、見ているとひやひやしてくる。

「そんなに強く巻いて痛くないの？」

「固定するのが大事ですから」

　慣れた手つきで処置を終え、サーコートの袖を戻すと一見捻挫などしていないように見える。

「やっぱりあとでちゃんとお医者様に見せたほうがいいんじゃないかしら」

「平気ですよ。捻挫など私たちにはよくある怪我です」

「怪我をしたから部下に示しがつかないと思っているの？　私を守った怪我なのだから恥じることないと思うのよ。私が直接言ってもいいし……」

　その言葉に彼はきっぱりと首を横に振った。

「いけません。私が捻挫をしていることは誰にも言わないでください」

「でも……」

「私が怪我をしたと外に漏れるのが怖い。姫付きの騎士が使い物にならないとなれば、フランを狙う不埒な輩が出てくるとも限りません」

「私のために……？」

　こんなときまで自分のことを第一に考えてくれるなんて。泣き出しそうになって、レオナルドの肩にそっと顔を寄せた。

「ごめんなさい、レオ。本当に……」

「いいのです。フランに怪我がなくて良かった」

「ジュストの狙いはきっとはじめから貴方だったんだわ。あの人、まともにやっても騎馬試合でレオに勝てないと思って……」

「十中八九そうでしょう。ご安心ください。普段の警護はなるべく部下に任せます。もちろん有事の際は俺が出ますが、なるべく療養に専念します」

「なっ……！　貴方まさか騎馬試合に出るつもりなの!?」

「もちろんです」

　きっぱりと言い切るレオナルドにフランチェスカは顔を上げて絶句する。

「前年度の優勝者が棄権などして国王陛下の前で恥をさらすわけにはいきません。それに、今年の勝ちは貴方に捧げると言いました」

「駄目よ！　そんな理由で無茶しないで。お願いよ……！」

　襟元を掴んで、思わずレオナルドをがくがくと揺さぶった。あまりに無茶なことを言うものだから、そうせずにはいられなかった。

　だが彼はその手をやんわり払うだけで、首を縦には振らなかった。

「申し訳ありませんが、その頼みは聞くことが出来ません。私は優勝したら陛下に貴方との結婚をお許しいただくよう頼みに行きます」

「だってそんな手じゃ……」

「試合までには必ず治します」

　反論しようと口を開くが、それを聞くまいとレオナルドが言葉を重ねる。

「ジュスト様に嫁ぐおつもりですか」

「そっ、そんなわけ……」

「今回の騎馬試合、ジュスト様も目的は同じだ。あんなことを言われて引き下がるわけにはいきません」

　真剣な瞳がまっすぐに自分を見ている。

　彼が騎馬試合にこだわっているのは自分のためなのだ。その決意が痛いほど伝わってきてフランチェスカはなにも言えなくなってしまった。





◇






「城内に異常はありませんでした。報告は以上です」

　午後から夕方にかけての警護を終え、隊長室には部下が定例の報告をしに来ていた。疲れを見せずはきはきした口調で報告を終えた彼は一礼すると部屋を出て行く。

　レオナルドはほっとして寝台に腰掛けた。自分の右手の違和感には気づかなかったようだ。軽く握ったり開いたりすると鈍い痛みが走って顔をしかめた。まだ安静にしていなければ駄目らしい。

　本当なら騎馬試合に向けて時間があれば稽古をしていたいのに、ともどかしく思う。

　そのとき扉をノックする音がした。さっきの彼がなにか報告し忘れたことでもあったか。

「入れ」

　愛想なく言うと扉が薄く開く。その隙間から身体を滑り込ませてきた人物を見て、レオナルドは驚いて思わず立ち上がった。

「フラン！　失礼いたしました。さきほどまで呼びつけていた部下が戻ってきたものだとばかり……」

「なんだかレオの部下になったみたい」

　失態を詫びる自分に、フランチェスカは楽しそうに笑ってみせる。

「もう一度言ってみて？」

「滅相もない。な、なぜそんなことをおっしゃるのですか」

「だってなんだか新鮮なんだもの。レオは私に対して敬語だから」

「当たり前です。俺は貴方に仕えているのですから」

「じゃあ命令って言ったらやってくれる？」

「あまり困らせないでください……」

　部下にかける言葉など偉そうで気分がいいものではないだろう。部下達とは信頼関係もあるし、威厳を保つためにそういった言動をしているが、主であるフランチェスカにそんな態度を取るわけにはいかない。

　しかし彼女はキラキラと期待に満ちた目で見てくる。

（命令されて命令するというのもおかしな話だが……）

「そ、そこに座りなさい」

　戸惑いながら椅子を指し、座るように勧めるとフランチェスカは肩を小刻みに揺らしてくすくす笑った。

「なんだか先生みたい」

「これでよろしいですか？」

「だめよ。もっと部下に言うみたいに」

　完全にこの状況を楽しんでいるお姫様は試すように上目遣いで見てくる。そんな目で見られてしまっては断れない。

「……座れ」

　ぶっきらぼうに言ってやると、フランチェスカは「きゃっ」と楽しそうな歓声を上げてちょこんと椅子に腰掛けた。

「はい隊長」

　にこにこして小首を傾げる仕草は小動物のようだ。レオナルドは頭をかきむしりたい衝動を抑えてそっぽを向いた。

（なんだそれは。可愛すぎる。かわいさで俺を殺す気か）

　平常心、と何度も心の中で唱え息を整える。

　外はもう日が落ちている。あまり刺激するようなことはやめて欲しい。これのどこが、とフランチェスカは言うだろうが、レオナルドにとってはその仕草や髪がなびいたときに漂う甘い香りですら起爆剤になる。

　レオナルドは寝台に腰掛けると違和感のある下半身を、サーコートをたるませることで隠した。

　右手の腫れを隠すためにしっかり着込んでおいて良かったと心の底から思う。

（あの羽虫が居なくなってからも俺はずっとこうなのか？）

　ふと、そんな疑惑がよぎってぞっとする。

　フランチェスカの一挙一動でここを膨らませているようではどうしようもない。だが彼女が側に居るだけで、愛しくて嬉しくて、どうしようもなく求めてしまう。

　夜に二人で会うのはフランチェスカが媚薬を飲まされて以来だった。あの日は身体が異常をきたしていたからしょうがない部分もあったが、普段のフランチェスカをもうあんな風に抱くことは出来ない。声を枯らし失神するフランチェスカの姿などもう見たくはない。

　──本当に？

　不意に、頭の中にルルーナの声が直接聞こえた気がしてぞっとした。

（気にするな、幻聴だ）

　いつもあの悪魔が欲望を解放しろとうるさく言ってくるものだからその声が耳にこびりついていただけだ。フランチェスカが笑いかけてくれれば自分はそれでいい。それ以上何を望むだろう。

「ゆっくり会うのは久々ね」

　フランチェスカが頬を染める。それだけで愛しさが募って、やはり自分はこれで満足なのだと再確認する。

　二人きりになるのはずいぶん久しぶりだった。手が治るまでは週に一回の逢瀬をやめようと言ったからだ。

　会えない寂しさを埋めるように、いつも以上に仕事をしていた。手が使えないことを悟られないように休めばいいと言われたが、それでは余計に目立つ。日頃からせがまれていた部下の稽古を見たり、なにかと仕事をこなす日々だった。

　自分の下半身が馬鹿みたいに反応しているのもそのせいかもしれない。久々に会うフランチェスカの可愛らしいことといったら筆舌に尽くしがたいものがある。

　大きな碧色の瞳は自分だけを映す。笑ってみたりからかってみたり、ころころと変わる表情も全て自分だけのもので。

　じわじわと胸に広がっていく温かな多幸感に思わずにやけそうになるのを咳払いをしてごまかした。

（とにかく、理性だ。おかしな言動は避けるように）

　自分自身に部下に言うような命令を下してフランチェスカに向き直る。

「ご用はなんですか？　しばらく会わないようにするはずでしたが」

「え、えっと……」

「というか危険です。誰かに見られる可能性が高い。よくばれずに来られましたね」

「あ、それは意外と大丈夫だったわ。ほら、前にここへ来ていたのは交代までの時間だったでしょう。今もちょうど交代を終えたばかりだし、仮眠を取っていた人たちも夜警に出ているから、だから……」

　確かに忍び込みやすい時間ではある。しかし今は夜なのだ。なぜ今までこの時間を指定しなかったのかすっかり失念しているらしい。

　眉根を寄せる自分を見て、フランチェスカは慌てて弁明する。

「だ、だって、前にも夜に会ったから……もういいのかしらって」

　あの時は彼女だって理性が飛んでいた。だから不用意に夜会おうなどと考えたのだろうか。

（失神するまで抱かれたこと、覚えていないのか？）

　それならそれでいい。獣のようになった自分を嫌悪されるよりは。

「やはりあの羽虫がいなくなるまではなるべく避けるべきかと。それで、ご用は？」

　そう聞けば、彼女はそわそわと落ち着きなく手を動かし、視線も扉のほうへいったと思ったら天井を見たりして挙動不審になる。

「あー、えっと、ルルーナがね、お腹がすいたって言っててそれで、えーっと」

　いつも素直なフランチェスカが珍しくはっきりしない態度を取るものだから、またルルーナがおかしなことでも言い出したのかと眉をひそめる。

「羽虫にここに来るように言われたのですか」

「……ううん」

　その質問にはきっぱりと首を横に振られた。

　ふわりと広がる栗色の髪から甘い香りがして、下半身がまたずくりと熱を持つ。

（気を確かに持て、俺）

　いかにも話を聞いている、という風にやや前傾姿勢を取りながら自分を戒める。

「あのね、本当はただ会いたかっただけなの」

　少しうつむいたフランチェスカの真白い頬が赤く染まる。

「最近全然二人きりになれていなかったでしょう？　だからどうしても会いたくて……。迷惑だった？」

「そんなことは……」

「良かった」

　フランチェスカは心底ほっとしたように息をついた。迷惑がられなくて安心したのか、少しだけいつもの調子を取り戻して饒舌になる。

「あ、でもねルルーナがお腹がすいたって言ってるのは本当なの」

「羽虫がまたわがままを言っているのですか」

「そうじゃなくて……。ル、ルルーナが空腹ってことはつまり……レオもそう、なのかなって」

「それは……」

　無意識にサーコートの前をかき合わせた。一瞬、自分の醜態がばれたのかと冷や汗をかく。

「レオもそう」とはつまり、自分も性欲を持て余しているのかという問いかけだ。

「羽虫め。余計なことを……」

　性欲がたまっているかなど、言わずもがなだ。本当はずっとフランチェスカに会いたくて、触れたくてたまらなかった。けれどそれがなんだ。たまっているから処理して欲しいなどという簡単な話ではない。

　そんなことをしてもらうためにフランチェスカと恋人同士になったわけではない。

　むしろ逆だ。

　慈しむように触れられないのなら、会うべきではない。

　レオナルドはあまりやったことのない愛想笑いを顔に貼り付ける。

「余計な気を回さなくていいのです、フラン。このとおり俺は手が使えません。満足にそういった行為をすることは無理なんです。ですから……」

「ル、ルルーナがね、その……レオは手を使わなくていい方法があるって言ってたの」

　フランチェスカは今度は耳まで朱に染めて、もじもじとうなだれる。

「わ、私に出来ることがあるなら教えて欲しいの……頑張るから……」

　白く小さな手が握るスカートがくしゃりと皺を作った。決死の思いで言ったことがよくわかる。

「……結構です」

　フランチェスカの必死さを理解しながらも、なるべくなんの感情も乗らないように、いたって平静を装って答える。怒っているわけではないのに、抑えすぎた声は自分で思っていたよりも低いものだった。

　けれどそうでもしないと身体が熱くなって全身の血が煮えたぎりそうだ。

（なにを言い出すんだこのかたは）

　自分が手を使わない方法、とやらが頭の中を駆け巡る。必死にそれを払拭しようとするが、脳内はフランチェスカのたった一言で妄想が膨らみに膨らんでいる。

　ますます前傾になり顔をしかめているレオナルドを見て、フランチェスカは心配そうに言ってくる。

「でも身体がつらいんじゃない？」

「大丈夫です」

　ただ機械的に否定の言葉を吐き出し続ける。

（もうやめてくれ。俺を殺す気か）

　理性と欲望が自分の中でぐるぐると渦巻いてまともに考えがまとまらない。

　けれどこんな状態で抱けばなにをするかわからない。それだけは確実だから、今は否定するしかない。たとえフランチェスカからの奉仕などという垂涎ものの餌を目の前にぶら下げられたって、食いつくわけにはいかない。

「遠慮はしないで欲しいの。私はレオの役に立ちたいんだから。あ、そうだわ。私を部下だと思えばいいんじゃない？　そしたら遠慮なく言えるもの」

「……」

「た、隊長の手を使わないやり方を教えてくれませんか？　私頑張りますから！　なんてね……えへへ」

　頭の中でなにかが切れる音がした。

　気づいた時にはフランチェスカの顎をぐいと持ち上げている自分がいた。碧色の瞳の中に映る自分はギラギラと目を光らせている。

　大きく膨れ上がった下半身に彼女はもう気づいているだろうか。

（……なにが隊長だ）

「こんな可愛らしい部下がいてたまるか」

　ぽつりと漏らす。

　部下になどなられては困る。まるで仕事にならないのが目に見えている。

　きょとんとした彼女の、薄く開いた唇にむしゃぶりつきたい。その気持ちを必死に押し殺す。

（邪魔をしては悪いからな）

　なんと言ってもその唇で今から奉仕してくれるそうなのだから。

　自分の口元がにやりと歪むのをもう隠す余裕もなかった。

「……寝台へ」

「レオっ！」

　役立てるのだとわかって嬉しそうな声を上げると、フランチェスカは自分に続いて寝台に上がった。

　シーツの上で向かい合う。フランチェスカは慈善行為でもするのかというような澄み切った目でこちらを見ている。

（──いかん、なにを考えてるんだ俺は）

　欲望に打ちのめされていた理性がなんとか戻ってきたようだった。

　優しくしなくてはいけない。彼女の嫌がることは絶対にしたくない。

「いやだったら……」

　遠慮なく言ってください、と言おうとして果たして自分はそれで止まれるのかと疑問に思う。

「……なにか俺の傷つくことでも言ってください」

「お酒を飲むと耳が赤くなるのね、とか？」

「いや、『嫌い』とかです。……俺、耳が赤くなるんですか」

　真面目な顔でなんだかずれたことを言う人だ。そんなところもまた可愛いと思ってしまう自分は末期だろうか。

「そんなこと、言わないわ」

　宣言するフランチェスカに、言わせないように努めると胸中で誓う。

　レオナルドは覚悟してサーコートをばさりと脱ぎ捨てた。

　下衣を不自然な形に膨らませているのがこれで完全にばれただろう。

「しても、いい？」

（えっ）

　フランチェスカの言葉に驚き、目を見開く。

　まさか無垢なフランチェスカがこの後なにをするのか知っているわけがない。やり方についてもルルーナから教わってきたとでもいうのか。

　戸惑い硬直していると、細い指が頬に添えられそっと触れるだけのキスを唇に落とされる。

　柔らかな感触はすぐに離れていって目の前には真っ赤になってうつむくフランチェスカがいた。

「あ、あの……しちゃ駄目だった？　いつもレオは私にキスをしてくれるから。私もしていいのかなって。レオのキスはすごく心地がいいから……い、今は関係ないわねこんな話」

「いいえ」

　愛おしい気持ちが溢れて胸がいっぱいになる。

　自分はやはりこの人を手酷く抱くことなど出来ない。そんなことはしたくない。

「もっとしてください。貴方とのキスは俺だって心地がいい」

「本当？」

　褒められて嬉しかったのか、フランチェスカは再びキスを与えてくれる。けれどそれはいつまで経っても触れるだけの口づけだった。

　角度を変えてちゅ、ちゅと触れる度に次こそは深くと願うのだが、すぐに離れていってしまう。

（もどかしいな）

　つい、右手でフランチェスカの頭を抑えて舌をねじ込んでしまった。歯列をなぞって舌を絡めると、一瞬驚いて引っ込めたそれをおずおずと絡ませてくれる。

「ん……ふう……」

　もっと欲しくて手に力を入れると、フランチェスカは身体をくねらせて離れていってしまった。

「だめ。右手を使わないで。怪我にさわるわ」

「……わかりました」

（これじゃ生殺しだ）

　しかし知識はないのにやる気にだけは溢れた彼女がこのあとどうするのか見てみたい気もする。

　フランチェスカはたどたどしい手つきでシャツを脱がせにかかる。やっとのことでボタンを全部外すと、はだけた鎖骨に口づける。キス、というより吸い付くと言ったほうが正しいかもしれない。

　快感よりもくすぐったいような感覚が強い。

　何度かそこに吸い付いたフランチェスカは顔を上げると不満げな表情を浮かべる。

「どうしました？」

「変ね……。レオがやってくれたように赤い印がつかないのよ」

　なるほど、キスマークをつけたかったのかと合点がいく。自分の身体に印を残したいなんてずいぶんいじらしいことを考えるものだ。

「俺の肌は貴方のように白くも柔らかくもないからでしょう。どうしてもつけたいなら噛みつくつもりで吸ってみればいい」

「そんな痛いことしないわ」

　そう言いながらもう一度フランチェスカは鎖骨に吸い付く。控えめに歯を立てられ、それはやっぱりくすぐったかったのだが、一瞬触れた舌先の滑る熱さに背筋がぞくりとした。

「どうかしら」

　唇の当たっていた部分は薄らと赤くなっていた。圧迫されて一時的にそうなっているだけのような気もしたが、フランチェスカは満足げな顔をしている。

（この痕がずっと残ってくれればいいのだが）

　現実的ではない願いに、らしくないなと苦笑した。けれどフランチェスカから与えられるならなんだって大事なのだ。ましてそれが自分の身体に刻まれたものなら。

　フランチェスカの口づけは段々と下の方へ降りていく。

　これはもしや自分の真似をしているのだろうか。

　知らずに自分が教えていたのだということに優越感が生まれると同時に、自分の愛撫はこんなにかわいらしいものだろうかとも思って少しだけ笑ってしまう。

　猫がじゃれつくように触れられて、可愛いのだがやっぱりくすぐったい。

（本当はどうやるのか貴方の身体に今すぐ教えて差し上げたいですよ）

　くすぐったいキスが硬い胸や腹筋を通って段々と中心に近づいていくと、興奮が高まってくる。

　さあこれからどうする、と思っているとフランチェスカが下衣に手を掛けた。

　シャツと違って硬い生地なのでうまく脱がすことが出来ずに難儀しているようだ。

「俺が」

　左手だけで器用に下衣を脱いで、はたと気づく。この反り返った中心をフランチェスカはまじまじと見たことがあるのだろうか。

　男の欲望を具現化したようなそれは、初心な彼女が目にするにはずいぶん禍々しい形状をしていた。

　普段それが自分の中に入っていたのかと幻滅されたらどうしようか。不安げな表情でフランチェスカを窺い見ると、眉を下げて困った顔をしていた。

（まずい。やってしまったか……？）

「怖いですか……？」

「違うの。これからどうすればいいの？」

　フランチェスカは恐怖ではなく純粋な困惑で手を出しあぐねていた。

　愛撫のやり方がわからないのだろう。なにしろフランチェスカ自身には持ち得ない器官なのだ。

（ここからは俺が教えるのか……）

　頼めば何でもやってくれそうな勢いの恋人に奉仕の仕方を教示するなんて。ぐら、とまた理性が飛んでいきそうになる。

「それより、先にフランを脱がせても？」

　相手はあまり身体を締め付けない室内用のドレスをしっかり着込んだままだ。

　奉仕してくれるなら是非それは脱いで欲しいところ。右手を胸元のリボンに掛けると、フランチェスカは身体をひねって手を胸の前でばつ印にする。

「だ、だめ。右手を使わないで」

　密かにがっかりしかけたが

「じ、自分で脱ぎますから……」

　恥ずかしそうにつぶやかれたその言葉に雄叫びを上げたくなった。

　ドレスを脱いでしまうとその下は薄手のシュミーズだ。丈も長く、形はスカートにボリュームがないくらいでドレスとそう変わらないが、薄い生地からは身体の線がくっきりと浮かび上がっている。

　フランチェスカはこちらに背を向けてシュミーズの裾に手を掛ける。

「フラン、こちらを向いてください」

　そう注文をつければ驚きつつも素直に従うフランチェスカがいじらしい。

　シュミーズを脱ぎ去ると上半身は生まれたままの姿だ。手で真白い膨らみを隠しながら、フランチェスカはおずおずと自分の下半身を指さした。

「こ、これも脱いだ方がいいの？」

　細い人差し指の先には純白のドロワーズがある。臍から膝上までを覆い隠している布地に、もちろん今は用がない。

　レオナルドが黙って頷くと、フランチェスカは顔を真っ赤に染めてうつむきながらも下着を止めている腰紐を解いた。

　自分は今、餌を目の前にした獣のような表情で彼女を見ているのではないだろうか。

　一糸まとわぬ姿になったフランチェスカは手で控えめに身体を隠しながら、もじもじと膝をすりあわせている。

　その姿は小動物のようで、今すぐ襲いかかりたい衝動に駆られる。

（右手が使えなくて助かった……！）

　忌み手だけでフランチェスカに触れるのは抵抗がある。右手が自由にならないことを今だけは感謝した。もし使えたとしたら即座に押し倒している。

「ぬ、脱いだわ。どうすればいい？」

「手を」

　声を発して、それがびっくりするほど掠れていることに気づいた。

　そっと差し出された両手を誘導し、熱く猛った肉を握りこませる。柔らかなものに包まれる感触に歓喜するように欲望がどくんと一度波打った。

「熱い……」

「これがいつもフランの中に入っているのですよ」

「こ、こんな大きいのが？　嘘みたい……」

　頬を真っ赤に染めながらも手の中の怒張から目をそらせずにいるフランチェスカが可愛らしい。

「フラン、こうして手を動かしてもらえますか？」

　茎をさするように上下に動かすのだと教えるとフランチェスカは素直に従う。

　先端からはすでに雫が伝っていて、フランチェスカの手の中に混ざって、擦る度にくちくちと湿った音を立てた。

　自分の硬い手とも使い古したシルクとも違う、温かくて柔い感触に身体は反応していく。

「よければその……口でもしてもらえませんか」

「口？　どうすればいいの？」

「舐めて、含んで欲しいのです」

　言われたまま従順にフランチェスカは舌をちろりと出して、先走りで光る先端を舐めはじめる。

「っ、はぁ……」

　気持ちよさから吐息を漏らすとフランチェスカは心配そうに見上げてくる。舌使いは飴を舐めるようなつたないものだが、視覚的な効果も相まって暴発しそうになるのをぐっとこらえた。

　かわりに右手でそっと頭を撫でてやる。

「上手ですよ、フラン」

「気持ち、いい？」

「もちろんです」

　フランチェスカは一瞬、気遣わしげに右手を見たが窘めるのはやめたようだった。かわりに嬉しそうに少し微笑んで再び先端に舌を這わす。

　軽く頭に添えるようにして撫でていた右手が急にずきりと痛んではっとした。

（危なかった……。このまま押さえつけるところだ）

　気づかぬうちに右手には力が入っていたようだった。桜色に染まる唇に赤黒い猛りをねじ込みそうになるのをすんでの所で抑える。

　急にフランチェスカがつるりとした先端を口にくわえてドキリとした。

　まさか考えていたことがばれたのだろうか。口に出ていたのか。それとも態度に──。

　フランチェスカを窺い見ると、相手も自分を気遣わしげに見上げていた。額には薄らと汗をかき、前髪は一束張り付いている。

（ああ、そうか。フランだって同じか）

　相手を気持ち良くしたいと思う気持ちは同じなのだと気がついた。

　いつもは自分がフランチェスカをよくしてやりたいとばかり思っていたが、彼女だってそう思ってくれているのだ。

（本当に、いじらしい人だ）

　つたない舌使いながらもレオナルドのいいところを探し当てようと必死で自分のものに舌を這わせている。そんなフランチェスカが可愛くて、愛おしくて──いじめたい。

（いや、どうしてそうなる。俺はこの人を大事にしたいはずなのに）

　小さな口には持て余す質量のものをくわえ込む彼女を見て、嗜虐心が芽生えたことにぞっとする。

　そのときフランチェスカがレオナルドの自身をちうっと吸い上げて、怒張が脈打った。

「っ！　離れ──」

　フランチェスカの顔を遠ざけようとするが、油断していたそれは白い欲を吐き出してしまい頬や唇に粘ついた液体が飛んだ。

　何が起こったのかわからずフランチェスカはぽかんとしている。

「も、申し訳ありません！」

　焦ってタオルで拭いてやる。

　自分のものでフランチェスカの顔を汚してしまった。謝罪を口にしながら胸の内では密かな征服欲が満たされていくことに戸惑う。

（俺はなにを考えているんだ。気がふれたのか。この失態に興奮などするわけがない）

　──本当にぃ？

　さっきと同じく、ルルーナの声が耳元で聞こえた気がした。

「私、上手にできていた？」

「え、ええ……」

「よかった」

　照れくさそうに笑う彼女の柔らかな栗色の髪にまで自分の白い精は飛んでいた。拭かなければ、とぼんやり思うが手は動かなかった。

　自身は一度欲を吐き出したとは思えないくらいに硬さを取り戻している。

「……許可を、くださいませんか」

「なんの？」

「貴方に左手で触れる許可です」

　興奮を抑えながら淡々と言えば、フランチェスカは大きな瞳をさらに大きく見開いた。

「そんなこと気にしていたの？　いいのよ。右手だって左手だってレオに触られて嫌なわけないわ」

　にこりと微笑むフランチェスカを見ていると今度こそ理性の最後の砦が壊れていく気がした。

「今日はレオが隊長で私が部下ってことにするんだったわね。許可じゃなくて命令してもいいわよ？」

（俺に命令なんてさせたらこんなものじゃない。わかって言ってるのかこの人は）

　左手一本でフランチェスカの肩を軽く押せば、簡単に後ろへと倒れる。その上にレオナルドはのしかかった。

「……ならはじめからこうすればよかった。別に使っていいのなら左手一本でも貴方を充分に満足させられる」

　戦の前のような猛った声は主に向ける類いのものでは決してなかったが、もうそんなことには構っていられない。

　レオナルドは白い丘の中心で赤く立ち上がる突起をピンと弾いた。

「あ、っん……」

「もうこんなに硬くして……ということは」

　片足を易々と持ち上げ肩にかけるとフランチェスカの秘部が丸見えになる。

「や、まって……」

「ぐちゃぐちゃに濡れている。なぜですか？　触ってもいないのに」

「し、しらな……」

「俺のをくわえて感じた、という事ですか」

　わざと羞恥を煽るように言ってやるとフランチェスカは思惑通り、泣きそうな顔を真っ赤にして両手で覆った。

　レオナルドはお構いなしに割れ目を上になぞり上げて蜜を絡めると、茂みにその指を潜り込ませる。

　上に軽く引っ張ってやると真っ赤に熟れた秘玉が顔を出す。それをわざと水音を出すようにして丸く捏ねた。

「っひ、ん……んんっ……」

「どうなんです？」

「っ、ん、んぁっ」

「……どうなんだ、フラン」

　感じた、と。そうフランチェスカの口から聞きたい。

「今日はレオが隊長」などと言うものだからつい部下に対するような口調が顔をのぞかせる。

「俺の部下ならそんな態度じゃ一日でクビだな。隊長の質問にははきはき答えろ」

「だ、だってはずかし……」

　赤い真珠を弄るたびに入り口はひくひくと打ち震えている。まるで「もっと」とねだるように。

　それを知っていて指の動きをピタリと止めた。

「ん、え……」

「答えないなら罰としてこのままだ」

　突き放すように言えばフランチェスカの顔は絶望に染まる。

「だって、だって……」

　泣き出しそうに戸惑う彼女を見ていると背筋をぞくりとしたものが駆け上っていく。

　もう、認めざるを得ない。自分はこの状況に興奮している。

　フランチェスカに嗜虐的な行いをして、快感を得ている。

「……か、感じた、の」

　絞り出すような声にじわりと優越感が広がっていく。

　レオナルドは、快感を与えて欲しいと蜜を垂らす隘路に、自分の猛ったものを押しつけそのまま奥まで一気に挿入した。

「ん、あああ──っ！」

「軽く達したか？」

　焦らされた後大きな衝撃を与えられて隘路はきつく収縮する。フランチェスカはあごをのけぞらせてびくん、と身体を震わせた。

　中途半端に弄られた花芽は未だ赤く膨らんでいる。

「こっちをしてやるのを忘れていたな」

「ふあああっ、ま、って、え」

　親指でぐりぐりと押しつぶすようにすれば再びフランチェスカはかぶりを振って達した。

　息も整わないうちに今度は左手で掬い上げるようにしてフランチェスカの身体を起こす。反対に、自分は寝台に横になった。

　寝そべっているレオナルドにフランチェスカが跨がる形になり、自重でさらに奥へ当たるのか悩ましげに髪を振り乱す。

「んんんっ……！」

　与え続けられる快感に蜜路はいつまでも達し続けているかのように収縮を続けている。

　だがレオナルドは待たずに下からがつがつと突き上げ始める。

「ひあっ、あんっ、あ、あ、あああっ」

　泣いているように喘ぐフランチェスカにレオナルドは片方の口の端を持ち上げた。

（そうだ。俺は本当は興奮していた。羽虫に媚薬を飲まされたとき、すすり泣くフランの声に）

「はあぁぁ──っ」

「う、ぐっ」

　フランチェスカの中が絞り取るようにうねり、レオナルドは細い腰をがっしりと掴んでそのまま欲をはじけさせた。

「まだだ、まだ……っ」

　さらに突き上げようと身体を起こしたとき、フランチェスカがくたりと自分にもたれかかってきてはっと我に返った。

　フランチェスカの頬には涙の跡がついていた。

　それを見て、冷や水を浴びせられたように熱が引いていく。

　もうしないと誓っていたはずなのにまた意識を失うほど激しく抱いてしまった。

　慌てて、堅さを失った自身を引き抜くとそっとフランチェスカを横たえた。

（どっちだ？　これは……嫌がっていたのか？）

　涙は果たして生理的なものなのか、嫌悪から来るものなのか。

　もし後者だとしたら──そう考えてぞっとした。

　自分は本当に獣かなにかなのだろうか。

　フランチェスカが媚薬に蝕まれた日、手酷く抱くのは今日限りだと心に決めたはずなのに。

「すまない、フラン……」

　右手で顔にかかる髪をはらってやろうとすれば、腫れた手首がずきんと痛んだ。それはまるで愛する人に触れてはいけない呪いのようだった。

　行為の最中、右手が使えなくて安堵した。使えればきっと酷くしてしまうからと。けれど実際は左手ひとつでこのざまだ。

　このまま嫌われたら。もうフランチェスカに触れられなくなったら。笑いかけてくれなくなったら。

　恐ろしい思考が頭を占拠する。

「もうしない。二度と。これからずっと優しくする。だから──」

　俺からどうか離れないでくれ。

　レオナルドは悲痛に顔を歪めた。





◇






　闘技場の観客席には民衆がひしめき合っている。身体を乗り出し見下ろすようにして、すり鉢状になった建物のちょうど底の部分へと皆が注目していた。

　年に一度の騎馬試合の日。試合は次々行われ、この戦いで昨年の優勝者であるレオナルドの相手が決まる。

　フランチェスカは王族専用の物見台から父、兄と共に試合を観戦していた。

　観客席よりも高いところに作られた物見台からは騎士たちの立ち回りがよく見える。

　大きな歓声があがり、試合の終わりを告げる。勝ったのははジュストだった。

（これでレオと決勝で戦うのはジュストに決まったわ）

　予測していたとはいえ、この結果に顔を曇らせる。

　ここまではジュストの思い通りの展開だ。卑怯な彼を本当ならレオナルドと戦わせたくなかった。

「ジュストのやつも腕が立つな」

「そうですね」

　あごひげを撫でながら感心したように父が言うと、横に控えていた兄が相づちを打った。

　二人とも観客のように娯楽として試合を見ているわけではないので、冷静な表情で闘技場を見下ろしている。

　王の前で行われる騎馬試合は騎士の実力を権力者に推し量ってもらうためにある。めったにない機会に二人が真剣な眼差しになるのは当然だろう。

　ジュストたちが下がると王はさっきまでの威厳のある態度から一変、相好を崩してフランチェスカを見た。

「どうだ？　ジュストは年も近いし」

（それって……）

　つまり婿としてどうか、ということだ。

　恐ろしい提案にぞっとしてしまう。

　父が自分の婿探しを急いでいるのは知っているが、ジュストもその候補たり得るのだ。

　ジュストの企み通り本当に彼と婚約する未来もあったのかもしれないと考えて恐ろしくなる。

（でも大丈夫よ。レオがいるもの）

　ジュストは優勝の暁に結婚の打診をすると言っていた。準優勝ならなにも問題はない。

　父のほうへもきちんと否定しておこうと思ったら、先に口を開いたのは兄だった。

「父上に対しては他の誰よりも気を使って接していたから知らないのでしょうが、あいつは心根の優しい男だとは思えません。親類をこんな言い方はしたくありませんが……。フランなんか昔からいじめられていなかったか？」

　フランチェスカは話を振られてぶんぶんと首を縦に大きく振った。

「そ、そうなんです！　私に対しては酷いんです！」

　さすがはお兄様！　ちゃんと見ていらっしゃるわ！　と感激を隠しきれない。この王太子なら次期国王としても盤石だと評判なだけはある。

　父はそれを聞いてがっかりしたように肩を落とした。

「まあやつの性格についてはわしが見ている以上の事を憶測で言うことは出来ないが……。結婚するならできる限りフランの希望を叶えてやりたいからな。お前が望む結婚をさせてやりたいと思っている」

　その時観客が再びわあっと沸いた。

「決勝が始まりますね」

　闘技場に二人の騎士が入場してくる。ジュストとレオナルドだ。

　フランチェスカは慌てて遠眼鏡でその姿を確認し、ほぅっと嘆息した。

　漆黒の愛馬に跨がるレオナルドはいつもの黒い上衣ではなく、華やかな真白いサーコートを着ている。

（まるで王子様みたい……）

　兄を差し置いてそう思ってしまう。自分と同じ栗色の髪に碧色の瞳を持つ王太子も美男子として令嬢の間では大変人気があると聞くが、今日のレオナルドは兄が太刀打ちできないほどに見目麗しい。少し野性味のある美しさを、絢爛な明るい色の上衣が引き立てていて、フランチェスカは胸をときめかせた。

「レオナルドがなあ……」

　恨みがましく王が呟くのにぎくりとして遠眼鏡を顔から離した。

　王はしょぼくれた顔で頬杖をついていた。

「まさかあやつが縁談を断るとはなあ。フランも気に入っていた事だし、こちらとしては是非にと思ったのだが……。レオナルドについても悪い噂を聞くのか？」

　視線で意見を求められた王太子は即座に首を横に振る。

「あいつは根っからの真面目ですよ。仕事も出来るし部下たちからの信頼も厚い。さすが『完璧な騎士』ですよ。頭も切れるから、フランの護衛隊はやめて私の政務を手伝って欲しいくらいだ」

「そうか？　まあそこはフランが気に入っているからなあ」

「まったく、父上はフランに甘いのだから」

　兄が呆れてため息をつくと同時に試合が始まった。

　フランチェスカは慌てて遠眼鏡を構え直すとレオナルドの姿を追う。

　泰然と馬を操るところはいつも通りの様子だ。

（良かった。右手は本当に治ったのね）

　試合前、本当に大丈夫なのかと何度も聞いた。完治したの一点張りだったが、彼の性格を考えれば症状がどうあれそう言うに決まっている。だから内心ひやひやしていたのだ。

　どうやら言葉通りの意味に捉えてよかったらしい。安堵したとき、レオナルドは闘技場全体を使って大きく間合いを取った。

「レオナルドは慎重な剣筋なのだな」

「ジュストに気を使っているのではないですか？　あまり早く終わっては気の毒だと。本来あいつはもっと大胆な剣ですよ」

　不可解とも言える行動に父と兄はそれぞれの見解を述べている。

（そんなわけないわ……）

　いたずらに試合を延ばすようなことをするとは思えない。

　なにより相手はジュストだ。さっさとけりをつけたいに決まっている。

　ジュストはじりじりと間合いを詰めにかかった。躱してばかりだったレオナルドはついに追い込まれる。

　真上からビュンッ、と振り下ろされたジュストの剣を、右手に構えた剣の根元で受ける。

　キィン、と金属同士のぶつかる音が闘技場に響いた。

　遠眼鏡の丸いレンズの中でレオナルドの顔が一瞬つらそうに歪んだのをフランチェスカは見逃さなかった。

「ひっ……！」

　その痛み、衝撃を想像して思わず張り付いたような声が出る。

　相対するジュストはにんまりと笑っていた。

　レオナルドは剣を押し返すと再び間合いを取る。

（間合い、詰められないんだわ。やっぱりまだ右手が万全じゃないから──！）

　レオナルドが真正面から斬りかかってこないことに気づいたのか、ジュストは馬で回り込んで退路を塞ぐと再び真上から剣を振り下ろした。相手の隙をつくわけでも、技巧を凝らしたわけでもない、ただ力だけの剣。衝撃を与えることだけを考えたような読みやすい剣筋だ。けれど至近距離で、受ける事しかできないレオナルドには今はこれが一番、効く。

　ガギッ、とさっきよりも鈍い音が響く。フランチェスカは思わず遠眼鏡を顔から離した。レオナルドがつらそうな表情をしているのは見なくてもわかる。

「もうやめさせて!!　これ以上やったらレオが……」

　父を揺さぶり悲痛な叫び声を上げるが、その手は優しく引き剥がされ意見は聞き入れてもらえなかった。

「大丈夫だよ。騎馬試合とはこうして激しく剣でぶつかり合うものなのだ。試合が終わった後でレオナルドをねぎらってやるといい」

「そうじゃなくて……」

「しかしレオナルドとあれほどやり合うとはジュストもますます腕に磨きをかけたなあ」

「それにしても今日のレオナルドはなんだか精彩に欠けるな……」

　王太子がいぶかしんだのと、レオナルドがジュストの剣を弾き返したのはほとんど同時だった。

　力で押してくる剣に対して、同じく力で押し返しただけの大雑把な剣筋だ。精彩に欠ける、というのももっともだ。けれどフランチェスカにはそれが今できるギリギリの剣捌きなのだと痛いほどわかる。

　レオナルドはもう一度大きく間合いを取った。

　そして、今度は自分のほうからジュストの真っ正面に向かっていく。右手で堂々と剣を構え、馬を疾走させて。

「おおぉぉぉ────!!」

　気迫溢れる咆哮に観客たちもわっと沸く。

　フランチェスカは思わず顔を手で覆った。

　見ていられない。レオナルドの身体はぼろぼろなのだ。これ以上、痛々しい姿を目にしたくなかった。

「ちゃんと見てやれ。お前付きの騎士だぞ」

　兄が尖った声でたしなめてきて、はっと気づく。

（そうだわ。レオは私のために戦っている。レオの傷つくところなんか見たくない、けど──）

　自分にはこの戦いを最後まで見届ける義務がある。そう思い恐る恐る手を下ろした。

　震えを抑えるように拳をぎゅっと握って闘技場を見下ろす。

　レオナルドとジュストがお互い大きく剣を振るい上げる。

　この一瞬で勝負が決まる。それは誰の目にも明白だった。

　観客達が固唾の飲んで見守る中、キィーーンと鋭い音がこだまする。

　空中に放り出された一本の剣は大きく弧を描いて地面に突き刺さった。それは、ジュストの剣だった。

　静寂から一変、民衆からは地鳴りのような歓声が上がる。

「ふむ、さすがレオナルドだな」

　王が感心したようにつぶやく。

　フランチェスカは安堵で全身から力が抜けそうになり、自分の身体をぎゅっと抱きしめる。

（レオ……勝った……）

　マナー通り一礼するとレオナルドは下がった。

　それを見て、フランチェスカはばっと立ち上がる。

「これこれ、急に立ち上がっては危な──」

「レオナルドのところへ行ってきます！」

　王の言葉を最後まで聞かずにそう言い残すと、物見台の階段を駆け下りた。




　控えの間にはすでにレオナルドの姿はなかった。

（一体どこに行っちゃったの？）

　医務室や厩舎など心当たりを順番にまわっていくがやはりそこにもレオナルドの姿はない。

　近道をしようと裏庭に足を踏み入れたとき、探していた姿を見つけて思わず大きな声を出した。

「レオ！」

「フラン……」

　レオナルドは大木の近くに居た。その木の幹にある深く鋭い傷をじっと見つめていたようだった。

　振り向いてフランチェスカの姿を見つけると、柔らかく微笑む。

　その顔はどこか誇らしげでもあった。

「探しました！」

　近づいていって、抗議するようにやや棘のある口調で言う。そしてさっと右手を取った。

「こんなに赤くなって、熱まで持っているではないですか！　早く手当てを──」

　治りかけていた右手は怪我をしたとき以上に酷い状態になっていた。

　なぜ医務室に行かないのかと憤りつつ、きびすを返してレオナルドを引っ張ろうとする。

　だが、反対にくいっと引っ張られて足を止めざるを得ない。

　文句を言おうと振り向けばレオナルドは晴れやかに笑っている。そんな顔を見るのは初めてで、本当に嬉しそうな様子になにも言えなくなってしまう。

「フラン、勝ちました」

「……見ていました。おめでとうレオ。貴方は強いわ。でも、ひやひやさせられた。とても心配だったわ」

「申し訳ありません」

「なぜ右手が治ったなんて言ったのです」

「この試合に出ないわけにはいかなかった」

「──馬鹿っ！」

　それを聞いて思わずレオナルドの胸板をどんっと拳で叩く。

「もっと大きな怪我をしていたらどうするつもりだったのですか！　私は本当に、本当に心配して──」

　最後のほうは声が震えて、それ以上言葉を続けられなくなった。

　レオナルドの身になにかあったらという恐怖。そしてなんとか試合が終わった安堵。そんな感情が胸にどっと押し寄せてくる。

　拳を胸に置いたままうつむいて小刻みに震えるフランチェスカをレオナルドはそっと抱きしめた。

「心配かけてしまったようですね」

「当たり前でしょう！　試合中は気が気じゃありませんでした。貴方が無事だったら……別に負けたってよかった」

「酷いことを言う人だ」

　頭上でレオナルドが笑う気配がした。冗談で言ったわけじゃない。ジュストとの結婚話が進むより、レオナルドが怪我をするほうが嫌なのに。そう思って恨めしげに顔を上げる。

　レオナルドは優しくフランチェスカの身体を離すとその場に跪いた。

「フラン、俺の求婚を受けていただけますか」

「レオ……」

「正々堂々と勝って、これを貴方に伝えたかった。貴方を、一生かけて守る。どうか俺と生涯をともにしてほしい──愛しています」

「馬鹿ね……」

　胸が熱くなって、こらえていた涙がポロリと一粒頬を伝った。

「断るはずないでしょう？　勝っても負けても、悪魔が取り憑いていたって……貴方が好きよ」

　レオナルドの前髪をそっとかき分けると額に口づけを落とす。

「フラン……」

　もっと近づくように、と背中に手を回されて、それが左手なのを確認するとフランチェスカはその場に膝をついた。

　左手は今度はフランチェスカの顎をくい、と持ち上げて親指で唇をなぞる。

（本当はすぐに手当しなくちゃだめなんだけれど……）

　今は試合の興奮で痛みはないようだがすぐに痛覚が追いついてくる。

　わかってはいるけれど、もう少しだけ幸せな空気に浸っていたかった。

　レオナルドからの甘いキスを唇に受けてフランチェスカはそっと瞳を閉じた。





◇






　軍事書や書類がずらりと並ぶ棚の最上段だけは飾り気のない隊長室で唯一きらびやかにしつらえられている。

　歴代の騎馬試合、その優勝の証である盾が並ぶ棚をレオナルドは感慨深げに見上げた。

　一番右にあるのが、二週間前の試合で優勝し与えられたものだ。

（こんなに嬉しいのははじめて優勝した時以来だな）

　最近ではここに新しいものが増えていくのが当たり前になっていて、こんな風に改めて眺めることなんてなかった。

　それを今こうして幸せな気持ちで見つめているのは、これが特別なものに他ならないからだ。

　フランチェスカに捧げるための勝利。そしてプロポーズの条件。今年の盾にはそんな想いがこもっていた。

　ジュストからの妨害にも屈せずこれを手にできたことは、素直に嬉しい。

　あれから宣言通り、国王へフランチェスカをもらい受けたいと申し出た。一度断ったことだ。激怒され職務からも外されるかと密かに最悪の事態を想定していたが、王は拍子抜けするほどあっさりとフランチェスカとの結婚を認めてくれ、申し出を喜んでくれた。

　右手のほうももうすっかり良くなった。試合後、さすがに手の調子がおかしいことがばれ、十分な療養期間が与えられたからだ。

（順調だ。なにもかも）

　こんなに幸せでいいのだろうかと思うほど満ち足りている。心の中は穏やかだった。

「なににやにやしてるのよぉ」

　ルルーナが目の前にあらわれたが、全く苛立たない。

　本当に心が平穏な証拠なのだとレオナルドは思う。

「お前はいい加減俺から離れたらどうだ。もう俺にくっついていても得るものはないだろう。なにせお前の言うところの『持て余した欲』とやらがないんだから」

「なに言ってるの……」

　ルルーナが驚き、絶望に染まった表情を見せた。

　憎たらしい笑みや不機嫌そうな顔は嫌というほど見ているが、そんな顔を見るのははじめてだった。

「変態騎士サマ、よく聞きなさい。貴方はまだ自分の欲望と向き合っていないわ。蓋をしているだけなのよ」

「馬鹿なことを」

　鼻で笑って顔を背けた。まっすぐにルルーナの目を見ていられなかった。

　さっきまでの穏やかな気持ちはどこへやら、胸の中がざわめく。背中を冷たいものが伝った。

　蓋。そんな話を以前もルルーナとしたはずだ。

　本来の自分など、「完璧な騎士」で覆ってしまえばいいと。そうすればいずれは外側のほうが本当になって、いつかは隠していた内側なんて消えてなくなると漠然と思っていた。

（まだ、だめなのか？　まだ完璧じゃない？）

「ちゃんとフランに自分の気持ちを話しなさいよ。あの子は騎士サマよりよほど器の大きい子よ。なんだってきっと受け入れてくれるわ」

　レオナルドは大きくかぶりを振った。

　以前フランチェスカを手酷く抱いてしまったときのことを思い出す。

　あんなものを受け入れさせる？　可愛らしく無垢なフランに？

　そんなことを自分は望んでいない。

　フランチェスカはただ笑って、幸せで、汚いものなんか見ずに過ごしてくれればいい。それが自分の本望なのだから。男の欲を受け入れる必要なんて、ない。

「俺は……幸せだ。満ち足りている」

　つぶやいた言葉は思っていた以上に言い訳がましく、どこか自分に言い聞かせるようでもあった。

　ルルーナは青ざめるレオナルドに心底気の毒そうな顔を向ける。

「そう……。じゃあ一生自分とフランをだましたまま生き続けなさい。悪いけど、もうそんなに持ってくれないわよ、アタシの身体」

　いつものように煽るような口調ではなく、ただ淡々と告げるとルルーナは姿を消した。

　その場にはひどく苦しげな表情のレオナルドだけが残された。
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「あれ、いないみたいですね」

　騎士見習いの少年が困った顔で振り向く。隊長室をノックしても中から返事がなかったからだ。

「いいわ、待たせてもらうから」

　フランチェスカは礼を言うと部屋へ入った。

　レオナルドはいなかったが、かわりにルルーナが退屈そうに空中で寝ている。

「レオはまだ戻ってないのね」

「……ん？　ああ、フランじゃない。騎士サマなら出てるわよ。約束してたのぉ？」

　起き上がってあぐらをかくとルルーナは大きく伸びをする。

「ううん。でもそろそろ仕事が終わるかと思ってお茶のお誘いに来たの」

「ふーん」

　ルルーナは興味がなさそうに適当に相づちをうつ。普段と何ら変わりない様子だ。あまりにいつもどおりで、ふと不安がよぎった。

「ねえ、貴方の調子はどう？」

「調子？　別に普通よ。普通に不愉快。早くお腹いっぱい性欲で満たされたいものだわぁ」

「そう……」

　浮かない顔をするフランチェスカを見て、ルルーナは慌てて顔をのぞき込んでくる。

「ちょっとぉ、落ち込まないでよ。別に責めてないわぁ。今にはじまったことじゃないし」

「うん……」

「どうしたのよ。奴とケンカでもしたの？」

　その問いかけには強く首を横に振る。

「違うの。そうじゃなくて……私、すごく幸せで」

　レオナルドは自分との約束通り騎馬試合で優勝した。晴れて正式な婚約者となり、こうして堂々と兵舎を訪ねることもできるようになった。

　この人と結婚できる。そんな未来が約束されて毎日が幸せな気持ちで溢れている。

「私はこんな怖いくらいに満たされているのに、ルルーナが離れられないってことは、レオは満足してないってことなのよね……」

　何度も体を重ねても、ルルーナは未だに取り憑いたままだ。

　自分は愛されるたびに胸が一杯になって、もうこの人以外なにもいらないとすら思うのに。レオナルドはそうじゃない。

「私って女性としての魅力がないのかな……」

　口にすればさらに気持ちが沈んだ。

　ルルーナはため息をついてつぶやく。

「ほら見なさい。正直に言わないからこんなことになるんじゃない」

「え？」

「こっちの話よぉ。まあ魅力については考える必要ないんじゃない？　少なくとも騎士サマはフラン以外に毛ほどの興味もないんだから」

「そうかしら……」

　好きだと言ってくれる気持ちを疑っているわけではないが、だったらどうしてルルーナと離れられないのだろう。一体なにが足りないというのだろうか。

　なんとなく部屋の中をさまよっていた視線が棚に並べられた盾で止まり、引き寄せられるようにそちらへ近づいていった。

　ずらりと並ぶ彼の努力の証を見上げる。一番新しい盾を見ると胸がじんとした。

　この勝利は自分に捧げると言ってくれた。それほどに愛されている。だから不安になる必要なんてないはずなのに。

（レオナルドはじゃあ、どうしたら満足するの？）

　もやもやとした気持ちは拭い去ることはできない。

　ふと視線を下げると、棚の下に作り付けられている引き出しからなにかがはみ出してるのが見えた。

　布の端のようだ。思わず手を伸ばしていたのは、それがあまりにこの部屋に似つかわしくない物体だったからだ。光沢のある淡い桃色の生地は、落ち着いた色でまとめられた部屋の中で明らかに浮いている。

　勝手に人のものを触ってはいけないという気持ちより、衝動的な疑問のほうが勝った。

「あっ、待って！」

　ルルーナが慌てて止めようとしたときには、もうそれを中から引き出していた。

　布地を広げて、目をしばたたかせた。自分の手にあるのはどう見ても子供用のドロワーズだった。白いレースや赤いリボンのついた随分かわいらしいデザインだ。

　ますます謎は深まって、フランチェスカは首をかしげる。

「これ、なに？」

「し、知らない」

「なんでこんなものがレオの部屋に……」

「知らないからねっ、なんにも」

　珍しく慌てた声を上げるルルーナは、明らかになにか知っている様子だった。

　ドロワーズとルルーナを交互に見比べていると、ドアが開いた。

　入ってきたレオナルドはフランチェスカの姿に一瞬驚いたあと、口元を緩ませた。

「フラン、来ていたのですか」

　だが嬉しそうな笑顔は、フランチェスカの手元を見るとすぐにひきつったものに変わった。

「っ、そ、それ、は……」

「あ、ごめんなさい。つい取り出してしまって」

「羽虫っ!!」

　レオナルドは真っ青な顔でルルーナを怒鳴りつける。

「止めようとしたわよっ！　もう知らないからっ」

　そのままルルーナは姿を消してしまう。

　彼女のいた空中を見つめながらレオナルドはわなわなと口を震わせている。

「これ、レオのなの？」

　気迫に驚きつつおずおずと口を開けば、ドロワーズは手からもぎ取られた。柔らかな布地をくしゃくしゃに丸めるとレオナルドはそれを引き出しの奥へと押し込む。

「さあ」

「さ、さあって……」

　荒っぽい手つきに説明の足りない言葉。こめかみには汗を浮かべる彼の様子はただごとではない。

「勝手に取り出したから怒ってる？」

「いいえ」

「じゃあ、なんでレオの部屋に女の子の下着があるの？」

「……フランには関係のないことです。お目汚し失礼いたしました。で、今日はどんなご用事で？」

　関係のないこと。その言葉がグサリと胸に突き刺さる。

　レオナルドの笑顔は明らかに取り繕うための表情で、それが余計に壁を作られている気がした。

　これ以上こちらに入ってくるな。そう言われたようで胸が苦しい。

「……ううん、ちょっと顔が見たくなっただけ。疲れているのにごめんなさい」

「フラン？」

　無理矢理笑顔を作ると部屋を出て行く。

　気遣わしげなレオナルドの声は遠く感じて、振り向くことはしなかった。




　ロール状のクロスが次々に運び込まれた部屋は、まるで自室ではないようだった。

　お抱えの仕立屋が純白の生地を当てるたび、周りで手伝っていた侍女たちが歓声を上げる。

「お似合いです」

「お顔がよく映えますわ」

　弾むような声に、その中心にいるフランチェスカは曖昧に笑うだけだった。

　結婚式で着るドレス選びがはじまったが、楽しみにしていたはずなのに全く気乗りしない。

「フランチェスカ様はどのような生地がお好みですか？」

「えっと……」

　仕立屋に問われて、慌てて周りの生地を見回す。集中することができず、真っ白なシルクはどれも同じに見えた。

　レオナルドに言われたことがあれからずっと頭にこびりついて離れない。

　──フランには関係のないことです。

　あれは明確な拒絶の言葉、だったと思う。

　レオナルドの中には自分の入っていけない領域がある。それがとても寂しい。

（その領域の中に、レオの本当の気持ちがあるの？　もしかして、ルルーナと離れられないのと関係ある？）

　自分に全てを話すことができない。それがレオナルドの気持ちを満たしていないのだとしたら。

　仮説はあながち間違ってはいない気がしてきた。

（だって、自分をさらけ出せないのってつらいわ）

　レオナルドにはなんだって言える。それは彼がどんなことも受け止めてくれると信じているからだ。だから触れ合うたびに満たされていく。

　けれど相手が同じように感じてくれていないのだとしたら、こんなに悲しいことはなかった。

　鼻の奥がつんとして、慌てて唇を嚙んだ。

「絹糸の光沢を生かしたシンプルな生地もいいですが、花の地模様がはいったこちらの生地もお似合いになるかと」

「まあ素敵！　フランチェスカ様のイメージにぴったり」

「でもせっかくの結婚式なのよ。もっと大人っぽい雰囲気をだしたほうがいいんじゃないかしら」

　フランチェスカが乗り気ではないぶん、侍女たちがはしゃいでいる。普段自由な行動が多いから、世話をできることが楽しいらしい。

　その明るい声には救われる気分だった。

「ご希望があればなんでもおっしゃってください。きっと期待に沿うドレスを仕立てますから」

「ええ……」

　自分が積極的に選ばないと仕立屋も仕事を進めることができずに困るだろう。それは分かっているのだが、今はどんな美しい生地もどこかくすんで見える。

　フランチェスカが考えあぐねていると、侍女の一人がぽんと手を打った。

「せっかくなら花婿の意見も聞くべきだわ！」

　そういって彼女は部屋を出て行った。

（……レオを呼んでくるの!?）

　しばしぽかんとしていたが、頭の理解が追いついてとたんに焦りはじめた。レオナルドが来るなら適当な姿を見せたくない。

　急に脳が働きだして、テキパキと生地を吟味していく。

「この地模様の入った生地をお願いします」

　やっとフランチェスカの意見が出たことに嬉々として、仕立屋は布を針で仮止めしていく。

「フランチェスカ様のお好みですと……スカートを膨らませたかわいらしいデザインになさいますか？」

「いえ……すっきりとした立ち姿で大人っぽく見えるようにしてください」

　いつも選ぶドレスと違った雰囲気にすれば、レオナルドは少しでも喜んでくれるのではないかと考えたのだ。

　今の自分で彼が満足してくれないなら。そんな後ろ向きな考えに背中を押された。

　仕立屋は希望通り、すっきりとしたシルエットを作っていく。

　ヴェールをかぶせられ、ブーケを持ったところでノックの音がした。

「フランチェスカ様、入ってもよろしいですか」

　さっきの侍女の声だ。

「どうぞ」

「ほらっ、レオナルド様！」

「あ、ああ……」

　気圧されたようなレオナルドの声がして、緊張しながら振り向く。

　ヴェール越しに目が合うと、彼はそのまま硬直してしまった。目をそらすこともせず、ただじっとこちらを見ている。

　なにも言わない彼にだんだん自信がなくなってきてそのままうつむいた。

　やっぱりドレスの雰囲気を変えたくらいじゃ、心は動かせないのだろうか。

「ちょっとレオナルド様、なにか言って差し上げないと」

「……少し二人にしてくれないか」

　侍女たちは顔を見合わせると、きゃあっと歓声を上げて部屋を出て行った。そのあとに仕立屋も続く。

　誰もいなくなってもなおレオナルドは口を閉ざしたままだ。急に静かになった部屋が気まずい。

「へ、変かしら……変よね……」

　下を向いたままつぶやくとそっとヴェールが上げられた。

「フラン、顔をあげてほしい」

　おずおずとそのとおりにすれば、目元をほんのり赤く染めたレオナルドと目が合う。

　その瞳は少しだけ潤んでいた。

「レオ……？」

「綺麗です。とても」

「ほ、本当に？　なんにも言わないから……」

「あんまり綺麗で言葉が出てこなかったんです」

　そう言うなり包み込むように優しく抱きしめられた。

「あ、危ないわ。針が……」

「貴方のこんな姿を見られたんだ。針ぐらい刺さってもいい」

「だっ、だめよ。レオが痛いのはいや」

　身じろぎすると、レオナルドが小さく笑う。

　離す気はないらしい。抵抗するのをやめて、そっと彼の胸に頭をもたれさせる。

「気に入った？」

「ええ、とても」

「いつもと違うデザインにしたから似合ってないかもって思ったの」

「そんなわけありません」

「もっと違うドレスも試着したほうがいいかしら。レオはどんなドレスが好き？」

「なんでも。貴方が着ればどんなドレスだって霞む」

「もう……」

　さっきまでのもやもやとしていたものが晴れて、心の中は一気に幸せな気持ちで満たされていく。

（やっぱりレオが好き。大好き）

　そう実感したとき、控えめに扉をたたく音がした。

「フランチェスカ様、そろそろ入ってもよろしいでしょうか」

「え、ええ」

　仕立屋の声に二人は慌てて離れる。侍女たちは気を遣ってか、戻ってきたのは仕立屋一人だった。

「結婚式のあとパーティーで着るドレスも作るようにと陛下から賜っております。お気に召した生地がありましたら」

　純白の布たちをよけて、今度は色とりどりの生地を広げる。

「レオは何色が好き？」

「どんな色もお似合いになりますよ」

「それじゃ参考にならないわ」

　照れ隠しに口を尖らせて少しだけ責めるような口調になる。本当はそう言ってくれるのが嬉しかった。

　フランチェスカは美しい生地たちを眺めた。

　ウェディングドレスのように大人っぽいデザインでまとめようか。だったら色は深い青や赤？　それとも反対にかわいらしい黄色や黄緑もいい。

　目移りしているとその中の一つで視線が止まった。

「これ……」

　手に取ったのは淡い桃色の生地だった。上質な糸を使ったその生地は日の光を受けてつややかに光る。

「これに白いレースや赤いリボンをつけて仕上げることはできる？」

「なっ」

　その言葉にレオナルドが絶句する。

「ええもちろん。少し幼い印象にはなりそうですが」

「いいわ。ねえ、レオ」

　振り向くと真っ青になった彼と目が合う。

　それを不思議に思って小首をかしげた。

「レオ、こういうデザイン好きよね？」

　着るならレオナルドの好みのものがいい。もちろん参考にしたのは部屋で見つけたドロワーズだ。

「すっ、好きではありません!!」

　珍しく強い口調で否定されて少なからず驚いた。

　善意で選んだ生地だというのにレオナルドは全く乗り気ではない。

「だって部屋に……」

「フランチェスカ様、そのドレスだけは反対いたします」

「でも……」

「断固、反対です！」

「……わかった」

　仕方なく桃色の生地を手放した。

　喜んでくれると思ったのに。拒否される理由が見当たらず、また気持ちが沈んでいく。

（だって、ああいうかわいいものが好きなのかなって……）

　穏やかでない様子の二人に仕立屋は気遣わしげな目を向ける。

「この生地はお下げしますか？」

「え、ええ。そうしてください。……今日はあまりイメージが固まらないの。悪いけれど、選ぶのはまた今度にしてくださる？」

「かしこまりました。では小物だけでも目を通されませんか？」

「フランチェスカ様、ではこれで」

　仕立屋がトランクを用意している間に、レオナルドは一礼してさっさと部屋を出て行ってしまう。

「あ……」

　引き留める暇もなかった。

　素っ気ない態度に、もしかして怒らせたのだろうかと不安になってくる。

「さあ、どうぞご覧ください」

　仕立屋がトランクを開けて、後ろ髪をひかれながらもその中を見る。用意されたものにフランチェスカは目を見張った。

「これ……」

「下着の類いも揃いで作ることができます。これは見本なのですが」

　トランクに入っていた様々なデザインのドロワーズを手に取る。

「これ、ください」

　フランチェスカは意を決して、そう告げた。




　侍女に「レオナルドへお茶の誘いをしてほしい」と頼むと彼女は嬉しそうにその伝言を引き受けてくれた。

　いつもは自分から訪ねていくことが多いから、フランチェスカが正式な手順を踏んだことに安心したのだろう。

　婚約者になってから、フランチェスカの許可があればレオナルドが部屋を訪ねることも許容されていた。

　お茶と菓子を用意して、少し緊張した面持ちで彼が来るのを待っていると、約束の時間ぴったりにレオナルドが来た。

「私です」

「入って」

　神妙な面持ちでレオナルドが部屋に入ってくる。

（レオも緊張してるのかしら）

　ドレス選びの時にはあまり気持ちのいい別れ方をしなかった。そのことを彼も気にしているのかもしれない。

　笑いかけると、レオナルドはほっとしたように力を抜いて、向かいのソファに腰掛けた。

「お気に入りの紅茶を用意したの」

「お招きありがとうございます」

「そんなに硬くならないで」

　ポットから紅茶を注ぐとふわりと湯気が立つ。彼がカップに口をつけたのを見届けて、話を切り出した。

「……この間はごめんなさい。私ったら勘違いして」

「！　いえ、私のほうこそ取り乱してしまい、失礼いたしました」

「ううん。……それでね、お詫びといってはなんだけど」

「そんな。気遣いは無用です。フランが気にすることでは」

　遠慮するレオナルドを無視して、ローテーブルの上にシルクの生地を並べていく。白、ピンク、水色と、あいていた場所は次々に光沢のある生地で埋め尽くされていく。

「気に入りのものがあるといいんだけど」

　丸まったその生地のひとつを、レオナルドはいぶかしみながらもつまみ上げる。そっと広げると、たちまち苦虫をかみつぶしたような顔になった。茶会の席には全くふさわしくないものが出てきたからだ。

　フランチェスカが並べたのは先日仕立屋から買ったドロワーズだった。

「これは一体……」

「ごめんなさい！　勘違いしてたの。レオだってかわいいものを身につけたいのよね」

「……は？」

「私だけ綺麗なドレスをたくさん試着してごめんなさい。騎士隊長である貴方がドレスを着るのは難しいかもしれないけれど、ドロワーズなら下にはいていても見つからないものね」

「つまり、これは私が身につけるための……？」

　丸まった布を次々に広げていけば、すべて繊細な意匠のドロワーズだった。フランチェスカがはくにしてはどれも大きすぎる。

　期待のこもった目で見つめると、彼は大きなため息をつき、頭痛に耐えるように眉間をおさえた。

「それこそ盛大な勘違いだ」

「レオ？」

「いいですか、フラン。私には女装願望などありません。断じて」

「そんな……」

　きっぱりと否定されて肩を落とした。

「一体なぜそのような考えに至ったのか理解に苦しみますが、私はこのようなものを身につけたいと思ったことは一度もありません」

「だって……じゃあなんであんなかわいらしいドロワーズが部屋にあったの？」

「そ、れは……」

　フランチェスカなりに彼が打ち明けてくれない領域について考えてみた結果がこれだった。

（秘密にしたいことなんて実は可愛いものが好きで身に着けたいってことくらいしか思いつかなかったけれど……）

　強い口調で話していたレオナルドは急に言葉に詰まり、視線を泳がせている。

「あの、あれは……部下のです。部下の妹の」

「妹？　だったら返してあげれば？」

「いや、その……」

　じっと彼を見据えるが、レオナルドはあらぬ方向を向いたままだ。

「レオ、こっちを向いて」

「見ています」

「嘘よ。全然目が合わないわ」

　それでもかたくなにこちらを見ようとしないので、諦めてため息をついた。

「隠し事はいやよ……」

「フラン……」

「ねえ、お願い。ちゃんと言って？　我慢していることはない？　ちゃんと言ってくれないとルルーナと離れられないわ」

　相手の秘密にこだわるのは、レオナルドがいつまでもルルーナと離れられないからだ。ドロワーズの真相なんて本当はどうでもいい。

　ただ、本当のことを言って欲しい。それがきっと彼を救うことに繋がるから。

　レオナルドは少し考えると、口を開きかけてやめた。

「ありません。私はなにも我慢などしていません」

　かたくなな態度にがっかりして肩を落とす。

「私は貴方といられるだけで幸せなのに……」

「そっ、それは私だってそうです！　フランといられればそれで」

「でもルルーナは離れていかないじゃない」

「それは……」

　レオナルドは覚悟を決めたようにフランチェスカを見据えた。

「……わかりました」

「レオ！」

「私は貴方に触れません」

「……え？」

　やっと秘密を話してくれる気になった。そう思って安堵したのもつかの間、彼の言葉は思っていたのと全く違っていた。

「貴方といられれば幸せだと、私は本気で思っています。それが分かってもらえるまで貴方に触れることはしません」

「だ、だってそんなことしたらますますルルーナと離れられないんじゃ……」

「いえ、離れられます。満足しているのですから」

　頑固。その二文字が頭に浮かんだ。レオナルドの目に迷いは感じられない。

　どこからかルルーナの失笑が聞こえた気がした。





◇






　貴方に触れません。

　そう宣言してからもう二週間ほどが経とうとしている。

（今日のフランは絵画の授業か……）

　以前ならこの日はフランチェスカと会える、一週間で一番楽しみな日だった。仕事中だというのに、甘い日々の事を思い出してしまう。考えたってつらいだけだというのに。

　自分の中に渦巻く欲がぐつぐつと煮立つような感覚に毎晩悩まされている。

　どうして触れないなどと言ってしまったんだろうと、自分を責めた。

　だが、仕方がない。あの場ではそうでも言わないと追求を免れそうになかった。

　どうしてもフランチェスカに、自分がなぜドロワーズなど持っているのか知られたくはない。そんなことがあれば、ルルーナの死を待たず自分から喉を切る。

　しかし触れなくても満足などというのは無理な話だった。やはり彼女を見ると触れずにはいられなくなる。

　二人きりになったらまずい。そう思ってなるべくフランチェスカを避ける生活が続いていた。

　腹を空かせた悪魔には文句を言われたがしょうがない。

　あと少しで空砲が鳴る。そしたら交代だ。兵舎にこもって仕事が忙しいとでも理由をつけて、誰も通さないよう見習いに言っておけばフランチェスカに会わなくて済む。

（このまま無事に時間が過ぎてくれ……）

　だが願いもむなしく、廊下を曲がったところでばったりフランチェスカと鉢合わせした。

　彼女はなにかを後ろ手にさっと隠す。それがなんなのか気にとめる余裕もなかった。

「レ、レオ……」

「フランチェスカ様……」

　お互いぎこちなくそれだけ言うと沈黙してしまう。

「どちらへ行かれるのですか」

「も、もう部屋に戻るところよ。貴方はもう当番終わりよね？」

「ええ」

　フランチェスカが近づくと髪がなびいて甘い香りが漂った。それだけで理性がぐらつきそうになる。

「……だったら少し部屋でおしゃべりしない？」

　上目遣いでおねだりされて、さっと視線をそらした。

　禁欲すると宣言してから、寂しい思いをさせているのは分かっている。自分だって会いたくないわけがない。魅力的な申し出に心がぐらついた。

「そう、ですね……」

「本当？」

　ぱっと顔を輝かせて、フランチェスカが腕に手を絡ませてくる。

（まずい）

　昼だから平気かと思っていたが、軽く触れられただけで正気を失いそうになった。

「いえ、申し訳ありません。他にも業務がありますので」

「そう……」

　やんわり腕を払うと、フランチェスカは目に見えてがっかりする。その姿に胸が痛んだ。

　そのとき空砲が鳴った。

「じゃあね」

　とぼとぼと部屋へ帰る姿に罪の意識を感じつつ、レオナルドは兵舎へと足を進めた。

　違和感を覚えたのは、隊長室に入ってすぐだった。ものの配置が微妙にずれている気がしたのだ。

「羽虫、なにか触ったか」

「触ってないわよぉ、アタシは」

　相変わらず空中でごろごろしているルルーナに問いかけると、けだるげな返事が返ってくる。

　いぶかしみつつ部屋の中を一つ一つ確認していく。

　重要な書類、金になりそうなもの。この部屋で価値がありそうなものはどれもなくなっていない。

　いやな直感が働いて、棚の下にある引き出しを開けた。

「……ない」

　隅々まで確認して、血の気が引いていく。

　引き出しには飾り気のないタオル類があるばかりで、奥底にしまったはずの桃色のドロワーズがなかった。

「羽虫っ!!」

「だから『アタシは』触ってないわぁ」

　含みのある言い方に、いやな汗がにじんだ。

「だ、誰が持って行った」

「分かってるくせにぃ。アタシたちの他にそれがあるって知ってる人は限られてるじゃない」

　震える手で剣を抜くと自分の首元へと向ける。持って行ったのは十中八九フランチェスカだ。

「なぜ黙って見ていた!!」

「ちょっとぉ、無駄な脅しやめなさいよ。もうばれたんだからアタシを脅したってしょうがないじゃない」

「質問に答えろ！」

「知らないわよぉ。どうして止めないといけないのぉ」

　このままルルーナと話していても埒があかない。諦めて剣を床に放ると、頭を抱えた。

「俺がどうしてあんなもの持っていたのかフランはまだ気付いていない。気付かれる前にどうにかしないと」

「往生際が悪いわねぇ。もういい加減言えばいいのよ。中途半端に隠すから揉めるんじゃない」

「うるさい……」

　怒鳴りつけてやろうと思ったが、声に力が入らずうめくようにつぶやいた。

「取り返しに行く」

「勝手にすればぁ」

　つまらなそうなルルーナを無視して、兵舎を出た。

　なるべく普段通りを装ってフランチェスカの部屋の前まで来た。ここに来ることはもう誰も不思議がらないのがありがたかった。

「フランチェスカ様、よろしいですか」

　ノックをするも返事はない。またどこかに出かけているのだろうか。

　そっと部屋を開けて隙間から覗けば、室内にはやはり人影はない。

　安心して、幾分か落ち着いた気持ちで中に入った。

　勝手に忍び込むなんて最低のことをしている自覚はあるが、なりふりかまっている時間はなかった。

　目当てのものを取り返したらすぐに去ると心の中で謝る。

　あんなものがフランチェスカの部屋にあると思うだけでぞっとする。

　自分の欲望を受け止めるだけの醜い物体を彼女に触れさせたくない。そしてそのことをもう詮索されたくなかった。

（言えるわけがない。なぜあんなものを持っていたかなんて）

　近くにあったチェストを開けて、思わず息を止めた。

　中には綺麗にたたまれた白いドロワーズが並んでいる。

　フランチェスカの甘い香りがふわっと立ち上って頭がくらくらした。

（正気を保て……）

　震える手でより分けていくが、その中に桃色を見つけることができない。

　焦り始めたとき、後ろのクローゼットが勢いよく開いた。
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　隊長室の引き出しからドロワーズを引っ張り出すと、なるべく小さく折りたたんで手の中に隠した。

「レオ、怒るかしら」

「まぁ、動揺はするでしょうね」

　一部始終を見ていたルルーナがさらりと言う。

　最低なことをしているのは分かっている。人の部屋から勝手にものを盗むなんて。

「今度こそ、自分の秘密を打ち明けてくれるかしら」

「それは……」

　ルルーナは珍しく渋い顔をして言いよどんだ。

「いい加減アタシが教えてあげましょうか？　その下着の秘密」

　レオナルドが言うより早いと思ったのだろう。悪魔の提案に、少し考えて首を横に振った。

「ううん。これは私がレオから直接聞かないとだめだと思うから」

　ドロワーズをしっかりと手の中に握り込むと兵舎を出た。

　自室に戻る途中、ばったりレオナルドに会ったのは予想外だった。

　もう触れない。そう宣言してから彼は目に見えてよそよそしくなった。

　二人で会わないのは触れないようにするためで、本末転倒すぎると呆れてしまう。それでも頑固な彼は自分が言ったことを覆そうとしない。

（呆れたことをしてるのは私も一緒かしら……）

　手の中のドロワーズを確認するとクローゼットの中に身を潜めた。

　これが大事なものなら彼はここへ来るはずだ。二人きりになろうとしないレオナルドとやっと話せる。今度こそ本音を聞き出したかった。

　彼が現れるまで時間はかからなかった。

　レオナルドはすぐに引き出しを開けて目当てのものを探している。

（やっぱり大事なものなんだ）

　部下のもの、などと言っていたのはやはり嘘だった。彼の態度を見てなんとなく勘付いてはいたが、隠し事をさらに偽りで覆うような言動に少なからずショックを受ける。

（落ちこんでる場合じゃないわ）

　レオナルドが下着の引き出しを開けて途方に暮れているのを見て、勢いよくクローゼットを開けた。

　振り向いたレオナルドは驚いて目を見開き硬直している。

「捜し物はこれかしら」

　ひらりとドロワーズを広げてみせれば、レオナルドは駆け寄って手を伸ばす。

「フラ……っ、そ、それをお返しください！」

　さっと身を翻して彼の手から逃れると距離を取った。

「返さないわ。……これ、やっぱりレオのだったのね。大事なものなのね」

「だ、大事ではありません……」

「じゃあどうして必死に取り戻しにきたの」

　うなだれるレオナルドにそっと近づいて、顔をのぞき込む。

　思ったよりも憔悴していて、ちくりと胸が痛んだ。

「お願い。本当のことを言って？　私はレオのことが知りたいの」

「それは……私のものです。部下のものではありません」

「うん、それで？」

「……あとは貴方の耳にいれるようなことでは」

　まただ。また、壁を作られた。

　肝心なことは決して口を割ろうとしない。

「どうして!?　ルルーナと離れるために必要なことなんじゃないの!?」

「それは……」

　それきりレオナルドは口を閉ざす。

　涙がにじんで視界が歪んだ。

「どうして……私じゃ力になれないの？　どうして本当のことを言ってくれないの。私はただレオに生きていて欲しいだけなのに」

　情けなくて涙がぽろぽろと流れる。

　ルルーナに取り憑かれたと知ったときから、望みはただ一つだ。レオナルドの命を助けたい、それだけなのに。

　婚約者になってなお、協力すらさせてもらえないのか。

　まるで彼には自分が不必要だと拒否されたような気持ちになる。

　レオナルドは慌ててフランチェスカの涙を拭った。

「フラン、どうか泣かないでください」

「じゃあ理由を言って」

「っ……」

　涙を拭く手つきは優しいのに、口は硬く閉ざしたままだ。

　レオナルドは自分を信頼していない。優しくはしてくれるけれど、頼ってはくれないのだ。そう思ったら涙は止まらなくなった。

「フ、フラン……」

「だめっ！」

　どさくさに紛れてドロワーズを取ろうとしていた手を振り払う。

　桃色の下着はしっかりと胸に抱き留めた。

「そんな汚いものを……どうかこちらに渡してください」

「理由を言うまで返しません！」

　にらみつければレオナルドは困り果てて眉間を押さえた。

　それでもやはりフランチェスカの問いに答えることはなかった。
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　トレイに載せたティーセットはもうぬるくなっていそうだった。

　フランチェスカの部屋の前でノックをするために上げた手をかざしてはひっこめ、と繰り返している。

　気を利かせたつもりの侍女に、就寝前の日課であるハーブティーを持って行く役割を変わってくれと押し付けられたのだ。

　ただでさえ会わないようにしていたのに、よりによって今は夜だ。それに、しばらくフランチェスカに触れない日々が続いている。

（しょうがない、さっさと置いて終わらせよう）

　意を決してノックをするも、中から返事はない。

　まさかまたクローゼットに入っているんじゃあるまいなといぶかしみながらそっと扉を開く。

　フランチェスカは長椅子に腰掛けていた。肘掛けにもたれて規則的な寝息を立てている。

（なんだ、寝ているのか）

　安堵して中に入った。

　直接顔を合わせるのは気まずいと思っていたところだ。

　きっとフランチェスカはまだ自分の秘密について気にしているに違いないのだから。

　ローテーブルにそっとトレイを置く。そのまま去ろうとして、彼女の膝上にある縫いかけの刺繍が目に入った。

　剥き出しの針が危ないから、それもテーブルにどけておく。

　安心しきった表情で眠る彼女の顔にかかる細い栗色の髪をそっと払ってやると、そのまま頭を優しく撫でる。

　一瞬身じろぎしたフランチェスカは少しだけ微笑むとまた深い眠りに戻っていった。

（こんな安らかな顔を見るのは久しぶりだな）

　不安にさせ、怒らせてばかりだったから。

　本当はそんな顔をさせたいわけじゃないのに。

　フランチェスカは秘密を打ち明ければ安心するのだろうか。

（あり得ない。軽蔑されるだけだ）

　頭を撫でていたはずの手はいつの間にか首筋を辿り、胸元に伸ばされている。

　油断するとこうだ。自分の手がまるで自分のものではないように動き回る。

　頭では穏やかな顔で眠る彼女を愛おしみながら、身体は欲望に正直になろうとする。夜だからとはいえ、思い通りにならないこの身がいとわしい。

　フランチェスカから距離を取らなければと思うのにその場から動けなかった。手ばかりが段々といやらしく彼女の身体を這いずり回る。

　ふと、このまま抱いてしまったらどうなるのだろうと不埒な考えが頭をよぎる。

　寝ている女性に手を出すなんて卑劣すぎる。そう思うのに、一度浮かんだ考えはじわじわ脳内を浸食していく。

　見てみたい、と思ってしまう。眠りながら身体を開かれていくフランチェスカを。

（俺は馬鹿だ。フランの幸せそうに笑う顔や気持ちよさそうによがる姿だけを見ていたいはずなのに、どうしてか嗜虐心をそそる泣き顔や、あまつさえ幼い時の──）

　フランチェスカを甘やかしたい。喜ぶことだけしてやりたい。けれど、同じくらいめちゃくちゃにしてみたいとも思う。自分の欲を全部ぶつけてしまえばどんな反応をするのだろうかと考えてしまう。

　ふかふかした生地のガウンの前を解いてやると薄手のナイトドレスが顔をのぞかせる。呼吸に合わせて上下する柔らかな膨らみにそっと手を伸ばした。

　ゆるく揉んでいるうちに中心が立ち上がってきたのが布越しでもわかる。

　もし自分が本気で抱いてしまえばフランチェスカは壊れてしまうのではないだろうか。片腕でもひょいと抱えられるような頼りなげな体躯を、自分の身体と比べる度にそんなことを考える。

　もういい加減やめろ、と頭の中で警鐘が鳴り響く。

　こんなことをしてはまた泣かせてしまう。

　自分が右手を怪我していたときのことを鮮明に思い出した。そのときつい暴走して彼女を泣かせてしまったではないか。あの涙は嫌悪からのものなのか、それとも生理的なものなのか結局聞けずじまいだ。

　泣き顔を思い出して心が痛むと同時に、熱を持った下半身に気づいて信じられない気持ちになる。

（なんなんだ、これは。俺はフランを泣かせたくないと思いながら、泣き顔やその声に身体は興奮しているのか）

　つまり頭で考えていることはただの建前ということなのか。自分自身のことなのに本心がわからなくなり戸惑った。

（結局汚いものを隠すどころか、蓋をしたことで自分すらわからなくなり制御できなくなっているのか……）

　頭でどんなに高尚なことを考えても、口で綺麗事を言っても、芯の部分は薄汚れているということか。自分がなにか得体の知れない怪物になった気がした。

　なにせ頭の中をいろいろな思いが駆け巡っている今も、フランチェスカの胸を弄る手は止まらない。

（悪魔に取り憑かれるだけのことはある、か……）

　そのときフランチェスカが身じろぎした。

「ん……」

　眉を微かに寄せている様子から、眠りが浅くなっていると気づいた。

　慌てて首元のクラバットを引き抜くとフランチェスカの目を覆って、頭の後ろで縛ってしまう。手首は長椅子に縫い止めるようにして片手でまとめ上げた。

　これで泣き顔を見ずに済む。安心してからとんでもないことをしていることに気づいた。

　まるで悪魔のように狡猾で、自分本位な考えに愕然とする。

（これが『完璧な騎士』のやることか。こんな鬼畜のような所業が。寝ている恋人に無体をはたらくことが）

　父親の罵声、貴族達からの賞賛の声、部下達の慕う声、闘技場の歓声。そんなものが一気に脳内に流れ込んできて吐き気を催す。

　完璧とはなんだろう。お前はそこから最も遠いと父親になじられ続けたのに、今はそう呼ばれている。

　そして、フランチェスカからも。

　彼女は自信を持ってそう言っていた。

　自分が何者なのかわからなくなって身体がばらばらにちぎれていきそうな錯覚に陥る。レオナルドは目の前のまろやかな膨らみを乱暴な手つきで揉みしだいた。

　この感触は、今自分の手の中にいるフランチェスカの温かさだけは本物だ。

（もうやめてくれ。完璧な俺を愛するのは）

　情けなさで叫びたくなる。

　そんなものはどこにもない。完璧な騎士などどこにもいない。全て虚像だ。

「──え、あれ」

　薄く開いたフランチェスカの唇が明確な意思を持って言葉を発した。

　レオナルドは身体を硬くする。

　取り乱していたのが少しだけ冷静さを取り戻した気がした。

（虚像なら、まだある）

　少なくともフランチェスカの中で自分は完璧な人間なのだ。ならばまだ演じられる。その皮を被っていられる。

　本当の自分がなんだ。そんなものはどこかへ捨て置いてしまえばいい。

　自分はフランチェスカが愛する理想の姿になる。

　たとえ、それで命を失うことになっても。

（悪いな羽虫）

　ふ、と自嘲気味に口の端をあげた。

　自分にとって死は怖くない。なんの脅しにもならない。

　本当に怖いのはフランチェスカに幻滅されることだ。

　最低な変態として生きるより、完璧な恋人として死にたい。それが本望だ。

（すまないがお前も道連れだ、羽虫）

「フ──」

　フラン、と言おうとして声が掠れていることに気づいた。情事のときのように欲情して喉がからからだ。

「なんでこれ……暗い……」

　困惑したようなフランチェスカの声に、慌てて深く呼吸をする。

　まだだ。まだ大丈夫。なるべく明るい声を出そう。「眠っておいでだったのでからかってしまいました」と、くだらないいたずらにしてしまおう。

　手首を押さえていた腕を離そうとしたとき。

「だ、だれ……？」

　フランチェスカの声は戸惑いを通り越して怯えていた。

　動悸がうるさく、混乱して息がなかなか整わない。

（なにか。なにか言わなくては……）

「誰なの……」

　不安げなフランチェスカの声に慌てて手首を掴む力を強くする。

　頼む、まだ待ってくれ。自分を疑わないでくれ。ただの戯れだとどうか笑い飛ばして──。

　心細そうなフランチェスカを見ていると呼吸は整うどころかどんどん乱れていくばかりだった。

「いや……レオ、助けて……」

　震える声が紡いだ言葉に信じられない気持ちになる。

　組み敷いているのはほかでもないレオナルドだというのに、その本人に助けを求めるというのか。

　フランチェスカは自分を信頼している。怖いとき真っ先に頼るほどに。

　優越感がじわじわと広がっていき、唇はにやりと歪んだ弧を描く。

　ここで、やめるべきだ。信頼されていることに感謝して理性的にならなくては。

　けれど、思ってしまった。

（もっと、聞きたい）

　絶望の淵でなお自分の名を呼ぶフランの声を。自分こそが本当の悪魔なのかもしれないと、レオナルドは思った。けれどもうそんなことどうでもいい。

　やや乱暴な手つきで胸をまさぐり、その中心で存在を主張する突起を摘まむ。

「ん、はっ……あ……。やめて……っ」

　強く、弱く。捏ねて、ひっかいて。嬲っているうちにフランチェスカの口からはか細い喘ぎ声が漏れる。

　制止する言葉は、確かに興奮しているときのそれだった。

「レオっ！　お願い、助けて……」

　かぶりを振って自分の名前を呼ぶフランチェスカにレオナルドの興奮も高まってくる。

（いじらしい人だ……）

　思わずいつもの癖で唇を親指でなぞってやると、フランチェスカはっとしたようにそこを噛みしめた。

「キスをしたら貴方の舌を噛みちぎります。ここは絶対レオ以外には許しません」

　震えながらも毅然とした声できっぱりと言い切るフランチェスカに胸がいっぱいになる。

「……ふ」

「え？」

　愛おしくて可愛くて、ほんの少しだけ笑い声が漏れた。

　今キスはしないでおこう。

　あっさり唇から手をどけると今度はシュミーズの中に手を入れ、ドロワーズの腰紐を引いた。

　油断していたのだろう。フランチェスカが下半身を強張らせる頃にはドロワーズはすでに取り払われてしまった。

　腿にまとわりつく布を捲り上げ、片足を肩にかけて秘裂を見れば、そこはしっとりと濡れている。

　隘路につぷ、と指を入れれば易々と中に飲み込まれていった。

　フランチェスカは微かに身じろぎをしただけでそれを受け入れたようだった。もっと足をばたつかせるなり、大声を出すなりするかと思っていたので意外に思う。

（もうあらがっても無駄だと思ったのか？）

　もう一本指を増やし、中でバラバラに動かす。内壁の上にあるざらざらとしたところを緩急をつけて押してやると面白いくらいに蜜路が締まった。

　片方の手で下腹部を上に引っ張ってやるとぷくりと膨れた秘玉が顔をのぞかせる。

　そこを丸く捏ね、中にある二本の指をじゅぶじゅぶと水音がたつほど激しく動かせば、フランチェスカの身体はすぐに限界を迎える。

「あ、は、ああぁ──っ」

　細い身体を弓なりに反らして、びくびくと痙攣する。

　長椅子の上で服を着たまま、しかも目隠しをされている淫らな姿に、倒錯した欲望がどんどんと高まるばかりだった。

　レオナルドは下衣をくつろげると、てらてらと濡れて光る秘裂に自身の切っ先を押し込んでいく。

「は……ぁ、ふう……」

　質量に驚いて浅く呼吸をするフランチェスカが落ち着くのを待っていると、不意に細い腕が自分の背に回されてはっとする。

　一瞬、なにもかも見透かされているような気がした。許され、受け入れられた錯覚を起こし充足感でいっぱいになる。

（なにを都合のいいことを考えている。そんなこと、ありえるはずがない）

　甘い考えを払拭するようにずんっ、と一度奥を突く。

「ひ、ん……っ」

　か細い声とともに上衣を掴んでいた力が強くなる。

　やはりただ縋る場所が欲しかっただけか。

　ずっ、ずっと激しく抽送を繰り返すと、長椅子が悲鳴のように甲高く軋む音を立てる。

「あっ、あ、っ、ふぁ……っ」

「ぐ……っ」

　蜜路は律動のたびにきつく締め上げてきて、レオナルドは最奥に切っ先を突き込むと欲を吐き出した。

　熱いフランチェスカの中に白濁を残すと、ずるりと自身を引き抜く。

　荒い呼吸が整うのと同時に自分の頭も冷えていく。そしてとんでもないことをしてしまったという後悔の念に支配されていった。

　フランチェスカは長椅子の上で視界を奪われたまま、浅い呼吸を繰り返している。身じろぎすると乱れた着衣がさらにはだけた。

（自分はこれに欲情したのか……？）

　これが人のやることだろうかと恐ろしくなる。

　まずは目隠しを外さなくてはならない。そして謝らなければ。

　やることは決まっているのに身体が動かない。

　目を覆うクラバットを取るのが怖かった。

　その下がもし泣いていれば……。行為の最中には欲情していた涙を、今は見たくないなんて。

（なんて勝手な男だ、俺は）

　フランチェスカの中心からこぽりと白いものが溢れてきて、思わず目をそらす。

　それは涙のかわりに見えた。

　いたたまれなくなって、スカートの裾だけを直すとレオナルドは部屋を出て行った。
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　目を覆っていたものが外されて急に視界が明るくなる。

　光に慣れず焦点の合わない目でぐるりと確認するとそこはやはり自分の部屋だった。そして目の前には眉を下げて心配そうなルルーナの顔がある。

　友人の顔に安堵して表情を緩めた。

「ルルーナ」

「大丈夫？」

　心配そうな彼女に気をつかわせまいと身体を起こすが、行為後特有のけだるさがあって機敏には動けない。のろのろと長椅子に座り直すのをルルーナは何も言わず待ってくれていた。

　ルルーナにいつもの明るさがない。それは自分を心配しているからだけではないかもしれないと気づいた。

　なんだか顔色が悪い。いつもなら宙に浮いているはずなのに、今は一人がけの椅子に腰掛けているのも妙だ。

　フランチェスカはとりあえず、先に自分の身に起きたことの疑問をぶつけてみることにする。

「今のって、レオよね？」

「気づいてたの？」

「途中から。最初は何も言わないから全然違う人かと思って怖かったけど」

　自室で寝てしまったのはなんとなく覚えていたが、気づいたら視界は真っ暗で誰かに身体をまさぐられている。はじめはかなり焦ったが、徐々に相手はレオナルドだとわかった。

　一瞬笑った声がレオナルドのものだったからだ。

「……アタシがこんなこと言いたくないのだけれど、騎士サマを見捨てないでやってよ。フランに嫌われたら本当に騎士サマ死んじゃうわ。ね？　アタシを助けると思って」

　そう言葉を重ねるルルーナの顔色は色白を通り越して青白く、唇はいつもの綺麗な桃色からどす黒い紫に変わっている。目にもなんだか光がない。

「嫌ったりしないわ。大丈夫。でも……レオは私に目隠しをしたかったのかしら。言ってくれれば良かったのにね」

　ふと寂しい気持ちが湧き出てくる。そんなことすら言ってくれないのかと。

「もしかしてルルーナは知ってた？　知ってたわよね。レオと魂が繋がっているんだもの」

「それは……」

「そうよね。……いいな。レオのことがなんでもわかって」

　自分に触れないと言ってから、彼はその宣言を守り通していた。きっと身体がつらいだろうに。そんな意地を張らせたいわけじゃなかったのに。

　あんな風に問い詰めなければ良かったのだろうかと何度も後悔した。

「ほらね、だから言えば良かったのよ」

「え？」

「ねえ、騎士サマを助けたいならこれを履いてくれない？　きっと役立つから」

　ルルーナに手渡された布を広げて、フランチェスカはぎょっとする。

　それはレオナルドの部屋から持ち出したドロワーズだった。彼に返すタイミングを失ってずっと部屋にある。

「で、できないわ。これ以上レオの機嫌を損ねたくないの」

　ドロワーズが絡むと彼は冷静ではいられなくなるらしい。本当はこのドロワーズに隠された秘密を知りたいけれど、もう踏み込めないと感じていた。それを穿くだなんて、怒られるに決まっている。

「お願いよ……」

　懇願するルルーナは本当に具合が悪そうだった。一瞬、以前慰問で訪れた療養所の人々のことを思い出してしまう。不治の病に冒されてただ死を待つばかりという人々の、光のない瞳に、ルルーナの今の目はよく似ていた。

　ただ事ではないのかもしれない。

「わ、わかった」

　フランチェスカは戸惑いつつピンク色のドロワーズを身につける。大人になってから落ち着いたデザインの下着しか履いてこなかったから、装飾過多なドロワーズが恥ずかしかった。さっとナイトドレスを整え、ガウンの前をしっかりと合わせる。

「レオはどこへ？」

「さあね。なんだか思い詰めた顔でさっさと外へ出ていったけど」

　こてん、とソファの肘掛けに頭を乗せるとルルーナは目を閉じてしまう。

「わ、私、探してくる」

「そうして」

　ルルーナの様子も気になったが、今はとにかくレオナルドと話さなくてはいけない。そんな予感がしてフランチェスカは部屋を飛び出した。

　なんだか嫌な予感に胸がざわついた。

　けれど探す場所には心当たりがある。

　フランチェスカは城を出るとまっすぐ裏手へ向かった。

（前もレオナルドはこちら側の橋から、一人で姿を消そうとしていたわ）

　今度もそんな良くない考えを持っているなら、同じ場所に居るのではないかと思ったのだった。

（まさか、また黙って姿を消そうとしているわけじゃないわよね？）

　早くレオナルドを見つけたい。でも予感が当たるのも嫌だ。複雑な気持ちで駆ける。

　自分と婚約までして、今はあの時とは状況が違うのだ。

　あの時は姫と騎士の関係でしかなかったが今は恋人同士。よっぽど深い関係になっている。

　──だからと言ってなにが変わったのだろう。

　レオナルドはなにも言ってくれない。ルルーナと離れる為に必死になっているのは自分だけのような気がしてくる。

　はじめからそうだった。彼は命がかかっているというのに、ちっともそのことにこだわっていなかった。

（私にばかり気をつかって、身をひこうとしたりして……そのことがずっと悲しかったんだわ）

　彼が自分の身を犠牲にしようとするたびに、まるでこれから自分と一緒にいられなくてもいいと、そう言われているようでつらかった。

　だから、必死になってほしい。

　秘密でも欲望でもなんでも言って、ルルーナと離れようとして欲しかった。自分とこの先もいたいから生きたいのだと、本当はそう言って欲しかった。

　城の裏手にたどり着いて、目をこらす。

　闇の中で頼りなげに揺れる吊り橋の形をなんとか捉えるが、その上に人の姿はない。

　まさか、と思って崖の方へ一歩ずつ近づいていった。

　のぞき込めば真っ暗な闇が広がっている。

（レオ、思い詰めた顔してたって……）

　この中に身を投げたのではあるまいか。そんな恐ろしい想像に、身体中の力が抜けていった。

「危ない！」

　へなへなとその場にへたり込みそうになったとき、力強い腕に引かれてすっぽりと身体を包み込まれた。

「落ちたらどうするつもりですか……」

「レオ……？」

　頭上から愛しい人の声がする。

「っ、申し訳──」

「レオっ、良かった……」

　身体を離そうとするのを振り切って、強く抱きつく。

「わ、私、レオがここから落ちちゃったんじゃないのかって……」

「そう……考えていました」

　硬い口調でそう告げられて、ますます抱きつく力を強める。離したらどこかへ行ってしまうのではないかと思った。

　レオナルドはそれに応えず、直立したまま続ける。

「フラン、さっきの暴漢は俺です。だから、貴方にこんな風に抱き締めてもらう資格がない」

「知ってるわ、さっきのがレオだって。途中で気づいたもの」

「え……」

「資格がないなんて言わないで。私は貴方が好きなの。好きな人を抱き締めてなにがいけないの！」

　そっと、フランチェスカの背にレオナルドの腕が回された。壊れ物に触れるような優しい手つきで。

「俺は……ここから落ちることができなかった。あんなに死ぬことが怖くないと思っていたのに、フランを傷つけてそれを選ぶことができなかった」

「レオ……」

「貴方の姿が浮かんだんです。白いドレスを着たフランの姿が。これから結婚をして、二人で暮らすそんな幸せな想像に、足がすくんだ」

　レオナルドは震える声で続ける。

「フランとのこの先の未来が惜しくなった」

　目頭がツンと熱くなり、はらはらと涙が零れてくる。

「そう、思ってくれたのね。やっと、私と一緒に生きたいって、思ってくれたのね」

　自分の命を軽く見ていたレオナルドがはじめて生きたいと言ってくれた。嬉しくて、温かな涙が幾筋も頬を伝う。

「俺がこの先も貴方の隣にいることを許してくれますか」

「当たり前じゃない」

「……完璧な人間ではないとしても？」

「え？」

　つらそうな声に思わず身体を離して、彼の顔を見上げる。

「俺は貴方に相応しい完璧な人間でいたかった。貴方を苦しめるものすべてから守りたかった。なのに現実は、俺自身が貴方を苦しめる存在になりそうで……。いつまで経っても俺は完璧にはなれなくて……」

　フランチェスカは驚いて目を見開く。

　完璧。その言葉はレオナルドの枷になっている。その評価こそがレオナルドを苦しめているのだとようやく気づいた。

　慰問先の宿で自分が自信を持って「貴方は完璧だ」と言ってしまったことが思い出された。

「違うの。完璧ってそういう意味で言ったわけじゃないの……」

　たった一人で苦悩し続けていたであろう彼に、なにがあっても自分は味方なのだと伝えたくて、再び抱き締める。

「ごめんなさい。違うのよ……貴方が、レオが側にいてくれるだけでなにも不足はないって、私はそれだけで幸せだって思ったからそう言ったのよ……」

　その言葉に嘘はない。それが少しでも伝わるようにありったけの力で抱きしめる。

「どんな貴方も大好きよ。騎士として完璧とかどうだっていいわ。レオだから……レオならなんだっていい。さっき、怖かったけれどね、レオだってわかった瞬間全然怖くなくなったわ。いつもよりちょっぴり荒々しかったけど、でも、レオだから……」

　どんなに言葉を重ねても自分の気持ちが伝わらない気がしてもどかしい。

　けれど、言わなければ。伝わるのが気持ちの何分の一だとしても。だったら何度でも伝えればいいだけだ。

　自分はこの人の心に寄り添いたい。

「レオにならなにされたっていい。隠し事されるほうがつらいわ。レオが私を大事に大事に愛してくれるみたいに、私にもレオを愛させて……」

　顔を上げると、レオナルドの瞳から一筋の雫が溢れて頬を伝う。

「っ……！」

　レオナルドはそれを乱暴に拭うと、きつくフランチェスカを抱きしめた。

「俺はずっと貴方に、フランにそう言ってほしいと思っていたのかもしれない……。本心を隠しながらどこかで……フランにだけは全てを受け入れてほしいと……」

「そんなの受け入れるに決まっているじゃない。だからなんでも言って？　貴方の本当の気持ち、私に教えて」

　レオナルドがそっと愛おしそうにフランチェスカの頬に触れる。

「貴方が好きだ」

「私もよ」

「愛している」

「私も愛してるわ」

「──キスをしても？」

「もちろん」

　親指で唇をなぞられ、そっと温かな感触が唇に触れた。

　なんだかこれがはじめてのキスのような、穏やかで甘い不思議な気持ちだった。




　手をつないで宮殿に戻った。

　離れたくない。その気持ちは二人同じで、レオナルドは兵舎に戻らずフランチェスカの部屋へ足を向けた。

　誰かに見られるかもしれないと思ったけれど、どうしてもそうしたかった。幸いなことにメイド達は休んでいる時間で、見張りの兵にも見つからず戻ってこられた。

　部屋に入って甘い雰囲気は一変、フランチェスカは悲鳴じみた声を上げる。

「どうしたの!?」

　ルルーナが床にぐったりと倒れ込んでいた。

「もう限界よ……」

　よろよろと頼りなく飛び上がると、窓を開けてそこから外へ飛び立つ。

「騎士サマがだらだらとやっているから、終わりみたい。最後はせめて月を見て逝きたいわぁ」

　そう言い残すと、月をめがけるようにルルーナは高く飛び去っていった。

「そんな……ルルーナ死んじゃうの!?　じゃあレオも……？」

「っ……」

「そんなのいやっ！　ねえレオ、あと何をすればいいの？　レオは何を我慢しているの？　したいことは!?」

　渋い表情で黙り込むレオナルドを揺さぶる。

「それは……」

「レオが満足してないからルルーナが取り憑いたままなんでしょう!?」

　レオナルドはフランチェスカの手をやんわりと振りほどき、あさっての方向を向いてしまった。

「さっき本当の気持ちを言ってくれるって約束したじゃない……」

「しかし……」

　絶望的な気分でつい責めるような口調になってしまう。けれど、本当に緊急事態なのだ。

　そのとき、ルルーナが開けていった窓から一陣の風が吹き込んだ。フランチェスカのスカートはふわりと舞い上がり、慌ててそれを抑える。

　自分が、さっきルルーナに渡されていたとんでもなく年齢不相応な下着を身につけていたと思い出したのだ。

「ち、ちが。これは……」

　言い訳を探して口を開くと、レオナルドがその場にがくりと膝をついた。

「ど、どうしたの!?」

「なぜそれを……」

「え？」

　レオナルドはぶつぶつなにごとかつぶやくと決心したように顔を上げた。決心した割にその顔は情けない表情だ。眉は下がり視線は泳いでいる。

「本当に言っていいのですね」

「え、ええ……。だって貴方が満足しなくちゃ意味ないもの」

　何度も深呼吸をするレオナルドを見ていると、フランチェスカまで緊張してくる。

　一体レオナルドのしたいこととはなんなのだろう。

　どんな要望も聞くつもりだが、この様子では相当なことを言われるに違いない。

　フランチェスカは必死で想像を巡らせるが、浅い知識と経験では満足な想像すら出来なかった。

（目隠し……より過激なこと、よね……。それってなにかしら）

　悶々と考えているとレオナルドが意を決したように口を開いた。

「その……、下着を俺に脱がさせてくれませんか……っ」

　とてつもなく重大なことを打ち明けたと言わんばかりのレオナルドに、フランチェスカはきょとんとする。

「な、なにを言ってるの？　下着はいつもレオがぬ、脱がせているじゃない」

「……はじめて貴方に会った時のことを覚えていますか」

「ええ。レオが見習いの騎馬試合に出て、準優勝でがっかりしていた時ね」

「恥ずかしながらあの時の俺はまだ幼く、王家への忠誠心というものがなにかよくわかっていなかったのです。けれどあの日フランに会って、俺は貴方を守りたいと強く思った。同時に──」

　レオナルドは耳を真っ赤にして顔を逸らした。

「貴方に抱いてはいけない感情を持ってしまったと気づかされたのです。その……風でめくれ上がったスカートから見える下着がずっと忘れらなくて……」

「へ？」

「申し訳ありません!!　こんな事を打ち明けては幼少期のフランをも汚すようでどうしても口にしたくなかった。一生隠し通すつもりだったのです。けれど俺の心の弱さを羽虫につけいられ──」

「それって…」

　目をぱちくりさせてレオナルドを見つめる。

「もしかしてレオははじめて会った日から私のことを好きだったってこと？」

「そう……です。主として仕えるはずの貴方を女性として愛してしまったのです。あまつさえよこしまなことを考え……、本当になんとお詫びすればいいか」

　はじめはぽかんとしていたフランチェスカはレオナルドの言葉を心の中で反芻して、くすりと笑った。

「ばかね……そんなの、レオが昔から私を好きでいてくれたなんて、すごく嬉しいのに」

　レオナルドの初恋は自分だった。はじめて話したあの日からずっと彼の心には自分がいた。

（私が貴方を好きだと思うずっと前から、私のことを見ていてくれたのね）

　フランチェスカは恥ずかしそうに頬を染めてうつむいた。

「ど、どうぞ？　脱がせたいなら」

　さすがに自らの口で下着を脱がせる許可を出すというのは多少の羞恥を誘うものだ。

　もじもじしているとレオナルドは窺うような口調で言葉を続けた。

「よければその……スカートをめくってはいただけませんか」

「えっ！」

「で、出過ぎたお願いをしました」

　フランチェスカが驚愕の声を上げたことで、レオナルドは今にも土下座しそうな勢いだ。

「で、でも、そうよね……スカートがあったら下着が脱げないものね」

　そろそろとスカートを捲り上げる一挙一動にレオナルドの視線が刺さる。

　ごくりと彼が生唾を飲み込む音まで鮮明に聞こえた。

　これなら勝手に脱がされたほうがよっぽど恥ずかしくないとフランチェスカは思う。

　ようやくドロワーズの全容が見えるところまでスカートを上げた。なんだか自ら下着を見せつけているようで顔を真っ赤に染める。

「こ、これで脱がせられますか？」

「はい……」

　レオナルドは返事をしつつじっと見つめたままで動かない。

「あの、れ、レオ……？」

「神々しい。まるで月の女神のようです」

　恥ずかしい姿を大げさに褒められてますます羞恥が募る。

「馬鹿言わないでっ。こんな子供っぽい下着……は、恥ずかしいです。つけているほうが恥ずかしい下着ってなんなのですか……」

「お似合いですが」

「……レオが満足ならもうなんでもいいわ」

　至って真面目な様子のレオナルドにやけくそになって言ってやる。

　彼はようやく鑑賞に満足したのか腿を撫で上げると、腰のところでドロワーズを留めている赤いリボンに手を掛けた。

「本当にいいのですか？」

「いいわ。それより、あとでまた落ち込んだりしちゃだめよ？」

　フランチェスカは恥ずかしさに頬を染めながらも、まっすぐにレオナルドを見つめて言い含める。

「こ、こんなことくらいじゃ貴方のこと嫌いになんかなれませんからねっ」

「本当に女神のような人だ」

　レオナルドは嬉しそうに笑うと、リボンを引いた。

　ドロワーズはあっけないほど簡単に、パサリと床へ落ちた。




　火照った身体を風が撫でる感覚にフランチェスカは目を覚ました。

　自分の寝台ではレオナルドが気持ちよさそうに眠っている。

（レオの寝顔、初めて見るかも）

　眠っている顔はいつもよりあどけなくて可愛い。思わずくすりと笑ってしまう。

　結局あのあと気持ちを確かめ合うようにもう一度身体を重ねた。まだレオナルドは自分の気持ちを素直に言うことに抵抗があるようだったけれど、前よりずっと関係は近づいた気がしている。

「まー、満足そうな顔しちゃってぇ」

「ルルーナ！」

　よく知る声に慌ててそちらを向くと、ルルーナが窓枠から顔をのぞかせていた。

「あなた大丈夫なの!?」

「死にそうに見えるぅ？」

　くるりと一回転して見せるルルーナの顔色はすっかり元通りだ。

「じゃあ……！」

「やっと騎士サマが満足したのね。これでようやく離れられるわ」

「良かった……！　もう二人とも助かったのね」

「おかげさまで。じゃあアタシは行くわぁ。お腹がすいてしょうがないもの。騎士サマと違ってアタシは満腹じゃないんだからぁ」

「レオを起こしましょうか？」

「ごめんだわ。離れられてせいせいしてるって後で伝えておいて」

　これでお別れなのだ。そう思うと寂しさに少しだけ胸が苦しい。

「……ありがとう」

「お礼を言うのはきっとこっちのほうね。ありがとうフラン。貴方がいたから助かったわ」

「元気でね」

「貴方も」

　飛び立つルルーナの姿を目で追う。どうやら町の方へ行くようだった。

（貴方はすごく嫌がるだろうけど、ルルーナの存在は私たちにとってキューピッドみたいなものだったわ）

　それを伝えたら、「よりによって天使なんかと一緒にされるなんて！」と顔をしかめるところが想像できて笑ってしまう。

「フラン……」

　レオナルドも起きたのかと思えばそれは寝言だった。

　いつも皺が寄りがちな眉間を優しく引っ張り、頭を撫でてやる。

　安堵したような寝顔を見ているとこちらまで癒される気がした。

（やっぱり貴方は私にとって完璧な人なのよ、レオ）

　側にいてくれるだけで嬉しくて、愛しくて、なんだか頑張れそうな気がする。そういう人、という意味でフランチェスカはレオナルドを完璧だと称した。

　きっと言葉で伝えてはまた誤解を生むだけだろう。

　だから態度でわかってもらおう。大好きだって伝えて、甘やかして甘やかされて。

（ルルーナに次会うことがあったら「つまんない！」って言われるくらい、欲望をすっからかんにしてやりましょうね）

　それは恥ずかしくてさすがに言えないけれど。でも、そのくらい甘い新婚生活を送ってみたい。

　いたずらを思いついた子供のようにフランチェスカは小さく笑った。





エピローグ







「あ、あ、ふあっ……、あんっ」

「っはあっ……、中がひくひくしてきた。フラン、達したいのか？」

「ん、っ、……はいっ」

　上体を寝台に預け、腰だけを高く上げた姿勢でフランチェスカは後ろからレオナルドに揺さぶられる。

　何度目かわからない限界に本当は身体のどこにも力なんて入らない。けれど、レオナルドの熱く猛ったものをまだ受け入れていたいと思ってしまう。

　素直に返事をするとレオナルドはさらに抽送を早めた。

　ふやけてとろとろになった隘路は余計に硬い杭の存在感を感じてしまう。

「ほら、一緒にイこう」

「あ、──あああっ！」

　レオナルドの言葉通り、フランチェスカが上り詰めて身体を痙攣させると、レオナルドも白い欲望をはじけさせた。

　はあはあと大きく肩で息をしていると身体をぐるんと回転させられ、レオナルドの顔が見える。その目はまだギラギラと欲情して濡れていた。

　剛直はまだ硬さも大きさも失ってはいなかった。

　レオナルドが戯れのように一度軽く抜き差しすると、達したばかりの蜜路は律儀にきゅうっと締まって反応した。

「あんっ」

「はぁっ、すごい締め付けだ」

　おまけに胸の飾りをくりくりと指の腹で弄られ、身体の熱は治まらない。

　フランチェスカがもどかしそうに身をくねらせると中で怒張がずくん、と一層大きくなった気がした。

「ま、またするの……？」

「これからしばらく会えないんだ。もっとフランを感じていたい」

　そう言われると断れない。

　きっと終わるころには立つことも出来ないほど腰砕けになっているだろうが、寂しい気持ちはフランチェスカだって一緒だ。レオナルドの気が済むまで付き合おうと覚悟を決める。

　フランチェスカは無事にレオナルドと結婚し、今は城の近くの邸で新たな生活を始めている。

　フランチェスカの護衛隊はなくなり、レオナルドは史上最年少の騎士団長に就任した。

　騎士全体をまとめ上げる栄誉ある仕事だが、それだけ多忙になる。

　今もこれから遠征に行かなければならず、一週間ほどの別れを惜しんでいるところだ。

　レオナルドは自分の気持ちを素直に口にすることが増えた。騎士団長になったこと以上にそれが嬉しい。

　情事については全部聞いていると身体が持たないけれど。

　結局この後、二回もしてやっとレオナルドは満足したようだった。フランチェスカは満足を通り越してへなへなになっている。

「大丈夫か？」

「ええ……」

　喘ぎすぎて声の枯れているフランチェスカに、心配そうなレオナルドが水を渡す。

　自分はベッドから起き上がれないというのに、彼はけろりとして一階の食堂から二階の自室まで水差しを持ってきたりしている。

「貴方の体力はどうなっているのですか」

「日頃から鍛えているからな」

　こともなげに言われて、やはり騎士団長になるような人はすごいと思い知らされる。

「じゃあ、そろそろ出る」

「あ、私も……」

　立ち上がろうとするが脱力感と倦怠感で全く力が入らない。

　寝台の上でもだもだと身体を動かすフランチェスカをレオナルドは頭を撫でて制した。

「無理するな。ここでいい」

「いやよ。ちゃんと貴方を見送りたいの」

「じゃあ下までは俺が連れて行こうか」

　ふわりと横抱きにされるとそのまま部屋を出て階段を降りていく。

　すれ違う使用人達は見て見ぬ振りをしてくれている。

「は、恥ずかしいわ」

「見送ってくれるといっただろう」

　レオナルドはちょっと拗ねたような声を作るとそのまま玄関まで行ってしまった。

「下ろすぞ」

　敷皮の上に下ろされそうになって、フランチェスカはぎゅっとサーコートを掴んだ。

　玄関に来て急に、これから一週間もレオナルドに会えないのだと実感してしまった。

「寂しいわ……」

「そんなことを言われたら行きたくなくなるな」

　子供をあやすように、額にこつんと相手の額が寄せられる。

「俺も寂しい。一週間とはいえフランに会えないのは。ただ今回の仕事は放り出すわけにはいかないんだ。王太子様にご同行するのだから」

「お兄様がうらやましいわ」

　兄のレオナルドに対する信頼はとても厚い。騎士団長に推薦したのも兄がその筆頭らしい。

　そんなわけでレオナルドは今や王太子の右腕としても活躍している。

「王太子様の期待は裏切れないからな。あの人は俺を完璧な騎士として評価してくれている」

「……いいの？　その呼び方、嫌だったらお兄様に言いましょうか？」

　完璧、という呼称がレオナルドを苦しめていたことはよく知っている。そんなことを知らない兄や貴族達は未だにレオナルドをそう言って褒めそやしているようだが。

「いや、いいんだ。今ではあまり嫌ではない。むしろ、気に入っているくらいだ。それほど俺の働きを評価してくれているということだから」

「本当に？」

「ああ。以前は本当の自分との落差が気になってその呼称に押しつぶされそうだったが、今では少し考えが変わった。完璧なんて人によって違うものだからな。だからそう言ってくれる人の好意の部分だけを素直に受け取ろうと思う。まさか仕事の出来ない奴に完璧とは言わないだろうからな」

「……良かった」

　レオナルドが前向きに捉えていることに心の底からほっとして笑みをこぼす。

「そんな風に思えるようになったのもフランのおかげだ」

「レオ……」

　ちゃんと、自分の気持ちは伝わっている。そのことが嬉しい。

「任務が終わったらすぐに戻る。土産は何がいい？」

「何もいらないわ。レオが無事で帰ってきてくれるなら」

「わかった」

　優しいキスを一つ落とし、柔らかな手つきで敷皮の上にフランチェスカを下ろすと、レオナルドは遠征に行ってしまった。

　行儀がなっていないとわかりつつ、ぺたんと座ったままそれを見送った。

（寂しい。けれど、レオナルドが前向きに仕事をしているから私も泣き言言ってられないわ）

　ぷるぷると生まれたての子鹿のような足取りで自室に戻ろうとすると、見かねたメイドが手を貸してくれる。

　だが、寝室の前まで送り届けるとすぐに仕事に戻って行ってしまった。

（忙しそうね）

　本当は話し相手にでもなって欲しかったのだが、仕事中の人を邪魔しては悪い。

　おとなしく、体力が戻るまで横になろうと寝室の扉を開けると──。

「つまんないわぁ。なんて満ち足りた空間なのかしらぁ」

「え……」

　空中にはいやに肌色の多い衣服、そして桃色の髪。ぷかぷかと浮いているルルーナがいた。

「ルルーナ！　どうして……ま、また取り憑いちゃったの？」

　驚いて尋ねるとルルーナは違う違うと顔の前で手を振る。

「今の騎士サマには取り憑いたって面白いことないもの」

「じゃあ……」

「ちょっと遊びに来たのよ。迷惑かしらぁ？」

　フランチェスカは一瞬ぽかんとしたあと、ぱっと笑顔になった。

「そんなことないわ！　嬉しい！　大歓迎よ」

「町の男たちにも飽きちゃったのよねー。あんまり騎士サマくらいの欲望を持て余している男っていなくって。しばらくあんな面倒な人と一緒にいたものだから普通じゃ満足できなくって」

「そ、それは大変ね」

「だから貴族のなかで面白そうな男を探そうと思うのよ」

「ルルーナの満足いくような人がいるかしら……？」

「面白そうな男ならいたわよ。あなたの従兄サマのことなんだけど」

「ジュストが？」

「いいわよぉ、あの男。いままでどこに隠し持ってたのかっていうくらい性欲を持て余しているのよね」

「それは……」

　ジュストの評判が落ちているという噂は届いている。

　騎馬試合でレオナルドに負けた日、散々酒を飲んで手当たり次第に女性にちょっかいをかけたからだ。他にも耳を覆いたくなるような言葉で他人の陰口をたたいていたとか。

　今ではジュストは貴族たちから遠巻きにされているらしい。

　欲を持て余しているのも以前はきゃあきゃあ言われていた令嬢たちに相手にされないからだろう。

「ほ、ほどほどにね…」

　内心少し気の毒にも思う。だがこれを機会に彼には改心してほしいものだ。

　全くほどほどにする気のなさそうな笑みをルルーナが浮かべ、フランチェスカは思わず吹き出してしまう。

　そして、これなら一週間寂しくないかもと安堵するのだった。








完璧な騎士様は初恋をこじらせすぎている
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